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　東の海に浮かぶ、神に守られし聖なる島国──那な国こく。

　ここは、那国の南西部に位置する農作が盛んな水みな部べ村むら。村むら外はずれには石造りの鳥とり居いがあり、そこから伸びる石段は、三み隅すみ山さんの中腹に建つ小さなお堂・祥しよう泉せん堂どうへと続いていた。

　神社の管かん轄かつ下に置かれる祥泉堂では、修しゆ祓ばつ師しを目指す見習い術師たちが、日々厳しい修業を積んでいる。そんな祥泉堂の裏庭からは、春の到来を喜ぶ小鳥のさえずりに交じり、少女の明るい掛け声が響いていた。

「よっ、と！」

　大きく斧おのを振りかぶった恵え那なは、一つに結った長い黒髪を揺らし、軽快に薪まきを割ってゆく。

　心が浮き立つ、気持ちのいい朝だ。空は雲一つなく晴れわたり、澄んだ空気からはほのかに新緑の香りがして、呼吸しているだけで清すが々すがしい気分になる。

　今日は指折り数えて待った、年に一度の特別な日。大人の階段をまた一つ上り、新しい自分に生まれ変わる日だ。

（これで私も十六歳！　昨日までの私とは、一味違うんだから）

　一つ歳を取っただけなのに、世界がまるで違って見える。髪を結うために鏡を覗のぞいた時も、低い鼻が少し高くなり、睫まつ毛げも長くなったような気がした。起伏の乏とぼしい胸だって、ちょっと膨ふくらんだ──と、思いたい。

　誕生日を迎え、大人の女性に近づいたことが嬉しくて、恵那は目覚めてからずっと上機嫌だった。

「よーし、これだけあれば当分は足りるわよね」

　ふーっと長く息をつき、懐ふところから取り出した手て拭ぬぐいで額ひたいの汗を拭う。煮に炊たき用の薪が切れかけていたので、朝っぱらから斧を振るう羽目になったが、今日ばかりは力仕事も苦にならない。

　手拭いをしまい、斧を元あった場所に戻した恵那は、うず高く積まれた薪を一気に持ち上げる。華きや奢しやな身体からだつきの恵那が持つには、明らかに無理のある量だったが、彼女は平然と薪を運んで行く。

　庫く裡りの外にある薪置き場へ薪を追加して、恵那は満足そうに口の両端を上げる。

「俊しゆんちゃん、薪割り終わったよ」

　水みず瓶がめから柄ひ杓しやくで水を掬すくい、簡単に手洗いを済ませて庫裡の奥へ入ると、一人の青年が竈かまどの前にしゃがみ込んでいた。

「朝から薪割りなんか頼んで悪かったな。これで昼ひる餉げの準備も大丈夫そうだ。助かったぞ、恵那」

　火ひ搔かき棒で火の始末をしている青年──俊しゆん太た郎ろうは、静かな知性を湛たたえる黒い眼を細め、肩の凝こりを解ほぐしている恵那を労ねぎらう。袖そでを留めていた襷たすきを解き、「気にしないで」と笑った恵那は、棚の隅に置いておいた紺色の羽は織おりを纏まとった。

　気さくな恵那の笑顔に、薄い唇を綻ほころばせた俊太郎は、灰を集めた塵ちり取とりを持って立ち上がる。

「ついでに、俺が灰の始末をしてくる間、ここの番をしていてくれないか？　最近、野の猿ざるが迷い込んできて困ってるんだよな」

「きっとお猿さんたち、美お味いしそうな匂いにつられて、山を下りてきちゃうのよ。俊ちゃんのお料理は絶品だし、お猿さんたちも食べたいんじゃない？」

「だが、猿に食われると俺たちの朝あさ餉げがなくなるぞ。お前はそれでもいいのか？」

　珍しく冗談っぽく笑った俊太郎に、恵那もおどけて肩を竦すくめた。

「それは勘かん弁べん。私だって、俊ちゃんのお料理食べたいもん」

「それなら、しっかり見張りをしていてくれ。頼んだぞ」

　軽く手を上げた俊太郎は、無駄のない動きで裏口から出て行く。

「恵那ちゃん、おはよぉ～……」

　その時、妙に間延びした少年の声が庫裡に響いた。

　着物の袖で目を擦こすりつつ、廊下から簾すだれを潜くぐって現れたのは、髪に寝ね癖ぐせをつけたままの少年だった。肩から大きな柳やなぎ行ごう李りを下げ、大口を開けて欠伸あくびしている彼に、恵那はがっくりと項うな垂だれる。

「ちょっと夏なつ葉は、あんたまた二度寝したでしょう？」

「やだなぁ、そんなことしてないよー。恵那ちゃんに起こしてもらってから、すぐにお布団片付けたもん」

「それじゃあ、どうしてそんな格好してるの？　私が起こしてからだいぶ経ってるのに、髪も梳とかしてないなんて、明らかに二度寝してた証拠じゃない」

「だーかーら、二度寝はしてないってば。ただ、着替えの途中にウトウトしちゃって……」

　言葉の途中で再度大欠伸をして、長い髪を一本に編んでゆく少年──夏葉は、ぐらぐらと頭を不安定に揺らしている。どうやら、まだ半分寝かけているらしい。

「あんたねぇ……着替えの最中に居眠りするなんて、寝い汚ぎたないにしたって酷ひどすぎよ」

「ボクは、器用だからね。合かつ戦せんの真まっ直ただ中なかでだって、寝られる自信はあるよ」

「そんなしょうもないことに、変な自信を持つんじゃないの！」

　ぴしゃりと夏葉を叱りつけ、恵那はげんなりとため息をつく。

　異様に寝起きが悪い夏葉を、毎朝叩き起こすのが恵那の役目だ。今朝も彼女は、惰だ眠みんを貪むさぼる夏葉を確かに起こしていたが、いくらなんでも二度寝まで面倒は見切れない。

　苦労して起こしたのに、今日も努力が無駄になったのか。

　痛むこめかみを押さえ、明日はどんな手で起こしてやろうかと、恵那が密ひそかに考えを巡めぐらせていると──突然、視界に白い物体が大おお映うつしになった。

「恵那ちゃん、お誕生日おめでとう」

「これって、牡ぼ丹たんの花？　すごく大きいし、真っ白で綺き麗れいね！」

　うっとり白牡丹に見み惚とれていると、夏葉がその花を結った髪に挿さしてくれる。

「本当は可愛い簪かんざしを贈ろうと思ってたんだけど、硝しよう石せきを買ったらお小遣いが全部飛んじゃってさ。一日しかもたないけど、これを簪代わりにしてもらえたらって思ったんだけど……やっぱり、本物のほうがよかったよね？」

　窺うかがうような上目遣いの夏葉に、恵那は淡く頰ほおを染めて微笑ほほえむ。

「夏葉の気持ちだけで、私は十分嬉しいわ。作り物の簪より、この牡丹の方がずっと素敵だし、本当にありがとう」

「よかったぁ～、気に入ってもらえて。これで駄目なら、大事な実験器具を質屋に入れて、簪を買いに行こうと思ってたんだよ」

　ケラケラと笑う夏葉は、椅い子す代わりの丸太にストンと腰かけた。

「あれ。今日の朝ご飯、なんかおかしくない？」

　何気なく木もく卓たくの上に並ぶ膳ぜんを見下ろした夏葉は、男にしては長い睫毛をぱちくりと瞬またたかせる。同じく膳を覗き込んだ恵那も、目を丸めた。

「あ、本当だわ。このお膳だけ、おかずが一品多い」

「まさか俊ちゃん、自分だけ美味しい物を沢山食べようって魂こん胆たんじゃ……」

「お前じゃあるまいし、俺はそこまで食い意地張ってないぞ」

　邪推する夏葉の頭を軽く叩いたのは、灰の始末から帰ってきた俊太郎だった。

「それは、恵那用の朝餉だ。お前、出だ汁し巻まき卵好きだったよな？」

「好きだけど、でもどうして？」

「誕生日くらい、朝から好きな物を食ったっていいだろ。味わって食えよ」

「俊ちゃん……っ！」

　照れくさそうに笑った俊太郎に、恵那は感激して指を組む。

　あぁ、今日はなんて幸せな日なんだろう。学友から揃って誕生祝いを貰もらい、恵那の心はホクホクと温かくなった。

「それはそうと、夏葉。お前はまた寝過ごして、馬の世話をサボっただろう？」

　瞬時に表情を改あらためた俊太郎は、グシグシと半開きの瞼まぶたを擦る夏葉へ詰め寄る。

　険しく歪ゆがんだ眉に、獲物を狙う鷹のような鋭い眼光。固く握り締められた拳こぶしは、力が込められすぎて小刻みに震えており──静かに怒る俊太郎の迫力に圧おされ、恵那は一歩後あと退ずさった。

「起床時間はとっくに過ぎているのに、このだらしない格好は何だ！　今すぐ、井戸で顔を洗って来い」

「えー、井戸水は冷たいからヤダ。汲くみ置きのお水を使わせてよぉ～」

　やる気のない夏葉の訴うつたえに、俊太郎のこめかみに青筋が浮かぶ。かと思うと、俊太郎は夏葉の首根っこをむんずと摑つかんだ。

「この馬鹿！　冷たい水で顔を洗うから目が覚めるんだろうが。朝餉の時間までに馬の世話を終わらせないと、朝食は抜きだからな？　腹が減ったまま午前の授業を受けたくなきゃ、さっさと自分の仕事を済ませてこい！」

　俊太郎は裏口まで引ひき摺ずって行った夏葉を、裏庭へぽいっと放り出す。顔から地面へ突っ込み、潰つぶれた蛙かえるのような声を上げた夏葉の姿に、恵那はあちゃーっと目元を手で覆おおう。

　痛そうだけど、彼の場合は自業自得だ。これに懲こりて寝坊癖が直るといいが、俊太郎とのこうしたやり取りを目撃するのは、もはや日常茶飯事となっている。

（夏葉は、怒った俊ちゃんがよく怖くないわよね……）

　自分だったら、あの射い殺ころすような眼差しを向けられただけで、何も言えなくなる。地面に投げ捨てられて尚なおも、横暴だの暴力反対だの喚わめいている夏葉は、どれだけ図太い神経をしているのだろうか。

　やれやれと肩を竦めた恵那は、口論をする学友たちをよそに、卓に用意された五人分の膳を、てきぱきと縦に積み上げてゆく。

「俊ちゃん、本堂にお膳運んできちゃうね。あと、出汁巻き卵ありがとう」

　いまだ夏葉と揉もめている俊太郎に声をかけ、恵那は返事を待たずに庫裡を出る。

　夏葉の監視役を押しつけられたら面倒だし、そうなったら自分まで朝餉を食いっぱぐれてしまう。板張りの廊下を急ぎ足で進む恵那は、胸中でごめんと夏葉に手を合わせた。

（それにしても、俊ちゃんは本当に料理上手よね）

　膳の隙すき間まから見える料理の数々に、ほうっと感嘆の息を零こぼす。

　菜な花ばなの和あえ物に、鮎あゆの塩焼き。味み噌そ汁しるはしっかりと出汁がとられ、ご飯は艶つや々つやと白く輝いている。これ全部を短時間で作り上げるなんて、さすが祥泉堂の主夫だ。彼が女だったら、嫁の貰い手など引く手あまただろうに。

（お嫁さんかぁ……。私も俊ちゃんくらい、家事が得意ならよかったのに。いの先生だって、私みたいなお転てん婆ばより、お淑しとやかな女性の方が好きよね）

　ぼんやりと頭の片隅で思い浮かべたのは、密かに想いを寄せる人のことだった。

　彼は春の日ひ差ざしのように微笑む、とても優しい大人の男性だ。

（どうやったら、女の子らしくなれるかしら？　修業があるからおしゃれはできないし……）

　大好きな人の気持ちを自分に向ける。たったそれだけのことが、どんな試験問題よりも難なん解かいで、いつまでも正しい答えを導き出せずにいる。

　悶もん々もんとそんなことを考え込んでいた恵那は、こちらへ向かってくる人物に気がつけなかった。

「恵那さん、おはようございます」

「ひゃあっ!?」

　思わぬ至近距離から聞こえた低い声に、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　次の瞬間、運んでいた膳の塔がぐらりと揺れ、恵那はしまったと蒼あお褪ざめた。

　慌てて均きん衡こうを取ろうとするが、傾かたむいた膳は上の方から崩れようとする。もう駄目だ。恵那が崩壊の瞬間に備えて身を固めた時、大きな手が素早く膳を支えてくれた。

「大丈夫ですか、恵那さん？」

　気遣うような声が頭上から降り、目の前から突然三つの膳が消える。驚いて見上げた先には、肩に白猫を乗せ、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがね越しに柔らかな笑みを湛える男性が立っていた。

「いの先生……っ!!」

　彼の名は逢おう見み伊い之の助すけ。祥泉堂の実技担当教師を務める現げん役えきの修祓師であり、恵那が今まで思考の大半を費やしていた相手、その人である。ちなみに、伊之助の肩で丸くなっているのは、彼の愛あい猫びようのカンナだ。

「私が突然声をかけたせいで、驚かせてしまいましたね」

　すまなさそうに眉尻を下げる伊之助は、消えた三人分の膳を持ってくれていた。

　朝餉をひっくり返しかけたところを助けられ、恵那は真っ赤な顔であたふたと謝罪する。

「わ、私も注意が足りませんでした。ご迷惑をおかけしてすみません」

「いえいえ。生徒の危機に手を差し伸べるのは、教師として当然の務めです。迷惑だなんて感じていませんから、謝る必要はありませんよ」

　ふんわりと目元を和なごませた伊之助に、ますます頰が熱くなった。

「さぁ、早くお膳を本堂へ運んでしまいましょうか」

「そ、そんなっ！　生徒の役割を先生に手伝ってもらうなんて、申し訳なくて、私……」

「遠えん慮りよはいりませんよ。それに、重い物を運ぶ女性を見過ごすなんて、男にあるまじき行いですからね」

　片側だけ長い前髪をサラリと揺らし、伊之助は穏やかに微笑む。途端、彼の周囲に綺き羅ら星ぼしが散ったように映り、恵那は夢見るような表情で頷うなずいた。

　自分の怪かい力りきは伊之助も知っているのに。女の子扱いを受ける機会など滅多にない恵那は、口元が緩ゆるむのを止められなかった。
















（やっぱり、いの先生は素敵だなぁ……）

　先に立って歩き出した伊之助の後を追いつつ、恵那は小さく笑む。

　彼の花咲くような笑顔も好きだが、ふとした時に見せる男らしさも魅力的だ。

　正式な修祓師に与えられる白しろ羽ば織おりの裾すそが、廊下の先から吹き込む風にはためく後ろ姿は、一本筋が通ったように凜り々りしい。背中で交差して腰帯に挟んだ、二刀一対の退たい魔ま具ぐの小こ刀がたなも、彼の柔にゆう和わな印象にさり気ない勇ましさを添えていた。

　己おのれの纏う見習い用の紺羽織を見下ろし、恵那は十六歳の決意を新たにする。

（私も早く正式な修祓師になって、いの先生と同じ白羽織を着なくちゃ！　そのためには、もっと修業を頑張らないと）

　そうして心中で自身を鼓こ舞ぶしているうちに、いつの間にか本堂へ辿たどり着いてしまった。

　特に会話をするでもなく、一緒に膳を運んでいただけでも、夢のようなひとときだった。伊之助と別れるのは名残なごり惜おしいが、これ以上を望んでは欲張りが過ぎる。

「私は書庫に用事があるので、後の準備は恵那さんにお任せしますね」

　膳を床に置いた伊之助は、すぐに本堂から出て行こうとした。

「あ、あのっ！　いの先生、ありがとうございました！」

　恵那は遠ざかる伊之助の背中へ、お礼の言葉と共に頭を深く下げた。顔を上げた時、伊之助から穏やかに微笑み返され、恵那の心臓がトクンと跳ねる。

「どういたしまして。あぁ、それと。今日の白い牡丹の花、恵那さんの髪によく似合っていますよ」

　何気ないその一言に、恵那は危うく息が止まるかと思った。

　伊之助から誕生日を祝ってもらえるだろうかと、実は期待と不安で一杯だった。けれど、予想以上に嬉しい言葉をかけてもらった恵那は、朝食を食べる前だというのに、お腹が一杯になってしまう。

（朝からこんな幸せになれるなんて、きっと、神様も私の誕生日を祝って下さってるんだわ）

　誰もいなくなった本堂で、手て際ぎわよく膳を並べる恵那はふにゃりと頰を緩める。

　すべての膳を並べ終え、満足げに一息ついていると、廊下からコツコツ床を叩く音が近づいてくるのに気がついた。

　本堂の入り口から恵那が顔を覗かせると、小柄な女性が杖をつき、ゆっくりと歩いていた。

「綾あや先生、お一人で大丈夫ですか？」

　素早く駆け寄った恵那は、杖に縋すがって歩く若い女性の身体を慣れた素振りで支える。

　彼女は伊之助の同僚で、祥泉堂の座学担当教師の浅あさ縹はなだ綾という。

「すまない、恵那。私の身体のせいで、迷惑をかける」

　綾は修祓の任務中に、治ち癒ゆ術じゆつも効かない深い傷を左足に負った。その後、若くして現役を引退した彼女は、類たぐい稀まれな術才を活かし、現在は教師として教きよう鞭べんを執とっている。

　祥泉堂の生徒で紅一点の恵那は、身み支じ度たくや入浴など、綾の世話を一手に引き受けていた。その事を引け目に感じている綾から、心苦しそうに謝られ、恵那はぷくっと頰を膨らませる。

「綾先生ってば、水臭いことは言いっこナシです。それに私、先生から迷惑をかけられたことなんて一度もありませんよ？」

「……そうか」

　ワザと能天気に笑って見せると、二つに分けて緩く編んだ髪を揺らし、綾が無表情で小さく首を傾かしげた。

　足を負傷した際、頭まで強く打った彼女は表情をも失った。今も、本人は笑っているつもりだろうが、顔は人形のように変化を見せない。その代わりに綾は、己の感情を示す柄えのついた札を、常に袖口に隠し持っていた。

　今も杖を持つ逆の手には、いつの間にか感情表現札が握られている。札の表面には、注ぎ込まれた霊力が作用して、ニコニコ笑う顔の絵が浮かび上がっていた。

　札の絵があんまり嬉しそうに笑うものだから、恵那もつられて笑顔になる。

「御ご免めん下さいまし」

　その時、土間の方から嗄しわがれた声が聞こえ、恵那は不思議そうに眉を上げた。

「こんな朝早くから、お客さんでしょうか？」

　時々、村の人が採れたての野菜などを差し入れてくれるが、陽が昇のぼってまもない早朝に訪問してくる者はいない。この時間帯は村でも、朝餉の支度や家畜の世話などで忙しいからだ。

　だとすると、急用の者だろうか。本堂の入り口へ綾を寄り掛からせた恵那は、客人の対応をするべく玄関へ急いだ。

　廊下から簾を潜り、玄関の上がり框かまちに立った瞬間、恵那は悲鳴のような声を上げた。

「おばあちゃん、いったいどうしたの!?」

　開け放たれた戸のすぐ側。擦すり切れた着物を纏う老婆が、土間にぐったりと倒れ伏しているではないか。袖口から覗く手は枯れ枝のように細く、乱れた白髪は薄汚れている。

　祥泉堂のようなお堂は、神社の管かん轄かつ地ちだ。それゆえ、神社が遠い地域の堂はその役目を兼ね、浮浪者などが神の慈悲を求めにやってくることがある。この老婆も、その類かもしれない。

　血相を変えた恵那は、草ぞう履りをひっかけて土間へ降りた。

「ねぇ、お腹が空いてるの？　それとも具合が悪い？」

　うつ伏せに倒れ、ピクリともしない老婆に優しく声をかけるが、反応が無い。嫌な予感を覚えた恵那が、咄とつ嗟さに老婆を抱き起こそうとすると、骨の浮いた皺しわくちゃの手が、いきなり彼女の手首を摑んだ。

　老婆の骨と皮だけの身体のどこに、これだけの力が隠されていたのだろう。触れれば折れそうな指なのに、手首に食い込む力は強い。骨が軋きしむほどの痛みに、恵那は小さな呻うめきを零す。

「お前は、美う味まそうな魂たましいをしているね」

　渇かわいた声で呟き、それまで微動だにしなかった老婆が顔を上げる。長く垂れた前髪の向こうでは、顎あごまで裂けた口がニタリと笑い、落おち窪くぼんだ瞳が仄ほの暗ぐらい光を宿していた。

「あんた、まさか……荒あら御み霊たま……ッ!?」

　鋭く叫んだ恵那は、腕を摑む老婆の手を逆さか手てに捻ひねり上げ、戸口の向こうへ渾こん身しんの力で投げ飛ばす。老婆の手が離れる際、爪が食い込んでいた腕の皮膚が裂け、タラリと鮮血が流れ出した。

〝荒御霊〟とは、人間が負の感情を抱えて死ぬと現れる半はん人じん半はん妖ようの化け物だ。人を殺し、その魂を喰らうことでより凶悪な存在へと進化してゆく、「霊力」とは異なる力・「邪じや気き」を操る、常人には退治できない霊的な存在である。

　喰われた人間の魂は、荒御霊の血肉へと変わり──二度と輪りん廻ねの旅路に就くことなく、消滅の運命を辿る。

　今世だけでなく、転生後の未来すら人間から奪い去る。

　そんな罪深い荒御霊の浄化を専門に請うけ負おうのが、神社に籍を置く修祓師だった。

「五ご行ぎようの掌しよう・水すい気き──白はく癒ゆ」

　遠くの地面に吹き飛んだ老婆から視線を外さず、恵那は手てつ甲こうをはめた手を、血が流れ続ける傷口へ翳かざす。呪文を唱えると、ぱっくりと裂けた皮膚が白光に包まれ、傷口は痕あとも残さず綺麗に塞ふさがった。

　修祓師が、己の霊力と自然界の五行の流れを利用して発動する術は、掌しよう術じゆつと呼ばれている。術の発動を補助するのが、特殊な技法で作られた手甲で、術師は常に手甲の装備が義務付けられていた。

「可愛らしい顔をして、とんだお転てん婆ばだねぇ」

　薄ら寒い笑みを浮かべた老婆は、邪気を練って両手に鉈なたを出現させる。

　気味悪く舌した舐なめずりをして、老婆が鉄砲玉の勢いで突っ込んできた。恵那が反射的に地面を転がると、それまで彼女が立っていた場所へ、残像を残す勢いで鉈が真横に薙ながれる。

（か、間一髪だわ……っ）

　咄嗟に身体が動かなければ、今頃は首と胴体が離り縁えんしていただろう。

　ひやりと背筋が冷える。だが、こんなことで怯ひるんでたまるか。

「お前は私の獲物だよ。どんなに足あ搔がいても、私に喰われる運命は変えられない」

「なにが運命よ。笑ってられるのも、今のうちなんだから！」

　体勢を立て直し、強気に怒ど鳴なった恵那は、膝立ちで右手を老婆へ向ける。そして彼女は、濃密に練り上げた霊気を、五行の流れに乗せて一気に放出した。

「五行の掌・木もつ気き──緑りよく風ふう斬ざん！」

　言こと霊だまを唱えた瞬間、霊力で活性化された木気の流れが、右手から猛烈な風の渦うずとなって生じる。轟ごう々ごうと唸うなり、荒御霊を吞み込もうとする旋せん風ぷうの反動で、恵那は危うく後ろへ倒れそうになったが、根性で足を踏ん張って耐えた。

（……やったかしら？）

　刃やいばと化した風が吹き荒れる中、恵那は両目を眇すがめて荒御霊の様子を窺う。

　退魔具ほど強力な威力は望めないが、掌術でも荒御霊に傷を負わせることはできる。

　見習いが放った術でも、これだけ強力なカマイタチの直撃を喰らえば、身体中をズタズタに切り裂かれているはずだ。しかし、聞こえてくるのは荒ぶる風かざ鳴なりだけで、老婆の悲鳴は聞こえてこない。

　何かがおかしい。妙な違和感に、胸の内が不穏にざわめいた時だった。

「私はここだよ」

「──っ!?」

　足元に大きな影が落ち、頭上から当てつけがましい声が降ってくる。髪を靡なびかせ空を見上げれば、宙に飛び上がった老婆が嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

　跳ちよう躍やくして術をよけたのか。みすぼらしい姿から小物かと思っていたが、予想以上に手て強ごわい。恵那は、荒御霊が鉈を振り上げて落下してくるのを、恐れの浮かぶ眼で凝ぎよう視しすることしかできなかった。

（助けて、いの先生……っ！）

　絶体絶命の苦境に追い込まれ、恵那が真っ先に助けを求めたのは──神でも仏でもなく、想いを寄せる伊之助だった。

「恵那さん、伏せなさい！」

　その時。極限状態に陥おちいり、何も聞こえなくなっていた聴覚が、大好きな人の声を捉とらえた。

　恐怖で竦んでいた身体が自然と動き、恵那は考えるよりも先に地べたへ伏せる。次の瞬間、彼女の上をひらりと飛び越え、一つの影が空中の老婆に斬きりかかった。

「私の大事な生徒に手を出すとは、いい度胸ですね」

　老婆の鉈を両手の小刀で押し返し、恵那を庇かばうように着地したのは、白羽織の裾を颯さつ爽そうと翻ひるがえす伊之助だった。

（噓。いの先生が、助けにきてくれた……）

　もしかして、自分の心の声が彼に通じたのだろうか。

　地面から上半身だけ起こした恵那は、伊之助の背中を呆然と見つめる。敢かん然ぜんとした後ろ姿に、絶望で冷え切っていた胸が、じんわり温かくなるのを感じた。

「神社の直轄地に単身で乗り込んでくるとは、自ら浄化を望んでいるようなものです。当然、覚悟はできているのでしょうね？」

「覚悟するのはお前らの方だよ。修祓師の魂は美味い上に、その霊力まで我が物にすることができる。お前らの魂を喰らえば、きっと私は若く美しかった頃の姿に戻れるはずだ」

「残念ですが、それは叶わぬ夢ですよ。あなたは今日ここで、浄化されるのですから」

　小刀を構え直した伊之助は、後方へ飛び退すさった老婆を剣けん吞のんな眼差しで睨にらむ。

　一度退魔具を手にした伊之助は、普段の温厚な笑みを消し、修祓師を名乗るに相応ふさわしい精せい悍かんな面差しを表す。

　伊之助から放出される霊気に気け圧おされ、今しがたまで大口を叩いていたのが噓のように、老婆はじりじりと後退する。逃げるつもりだと恵那が気づくと同時に、彼女の背後から凜とした声が響いた。

「五行の掌・火か気き──百ひやつ花か閃せん」

　荒御霊の周囲の空気が膨張し、凄まじい破裂音と共に、色とりどりの火花が炸さく裂れつする。今度は空へ飛んで回避する間もなく、火花に巻かれた老婆は甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　恵那が振り返ると、杖に身を凭もたれさせた綾が立っていた。今の掌術は綾が得意とするものだ。老婆に向けていた右手を下ろすと、彼女は無感動な瞳で恵那に問うた。

「加勢が遅れてすまない。怪け我がはないか？」

「は、はい。いの先生が助けてくれたので大丈夫です」

「そうか。無事で何よりだ」

　スッと目が細められただけでも、綾が微笑んでいるとわかる。

　教師二人の登場により、大きな安あん堵ど感かんに包まれた恵那は、強こわ張ばらせていた肩から力を抜く。だが、警戒を解くにはまだ早すぎた。

「おのれぇぇえッ！　私の食事を邪魔するとは、小こ癪しやくな人間共だ！」

　火花で全身が焼け焦げたというのに、老婆は尚も両眼に禍まが々まがしい光を宿し、耳を塞ふさぎたくなるような声で絶叫する。鉈を投げ捨てた老婆は、恵那たちの方へ両手を向け、闇やみ色いろの火か球きゆうを幾つも放つ。咄嗟に防御系の術を唱えようとした恵那は、口を開く寸前に綾から手で制され、驚いたように目を丸めた。

　火球が目前まで迫っているのに、伊之助もその場から動こうとしない。二人共、どうしたというのだ。

「五行の掌・金ごん気き──六りつ花か障しよう壁へき」

　不安に駆られた恵那の耳に、また別の方向から掌術の呪文が届いた。

　恵那と綾を背に庇って立つ伊之助の前に、雪の結晶を思わせる障壁が出現し、激しく燃え盛る火球を跳ね返す。すべての火球を弾き飛ばした障壁は、細かい光の粒となって砕け散った。

　キラキラと障壁の粒子が舞う向こうでは、抜き身の太た刀ちを持った俊太郎が、老婆へ斬りかかっていた。

「見習いの小僧ごときが、私に敵かなうとでも思っているのか!?」

　老婆は再び邪気から鉈を作り出し、電光石火の勢いで振り抜かれた太刀を受け止める。劣勢に見えた俊太郎だが、それでも彼は不敵に笑った。

「その見習いに、お前は浄化されるんだ。──やれ、夏葉っ！」

「了解！」

　俊太郎が合図して飛び退のくと、いつからそこにいたのか、夏葉が屋根の上から身を躍らせた。

　夏葉は懐に隠し持っていたクナイを、落下しながら六本同時に投げつける。風を切って飛んでくるクナイを、老婆は両手の鉈で弾き返したが、その隙にクルッと一回転して着地した夏葉は、瞳を爛らん々らんと輝かせて笑う。

「冥めい土どの土産みやげに、いいことを教えてあげるよ。狙った獲物を仕留める時は、動きを奪ってからの方が確実なんだ。たとえば、こんな風にね……っ！」

　夏葉が強く両腕を振るうと、袖口に仕込まれていた鎖くさり分ふん銅どうが飛び出し、老婆の胴体にきつく絡からみつく。クナイに意識が向いている隙に、身動きを奪われた老婆は焦って身を捩よじる。が、もがいた分だけ鎖が肌に食い込み、老婆は苦く悶もんの叫びを上げた。

「くそぉぉぉおお！　離せ、この小こ童わつぱがぁッ！」

「ごめん。それ、無理だから」

　猫のように笑った夏葉は、更に鎖を引いて拘束を強める。

「俊ちゃん、今だよっ！」

　パチンと片目を閉じた夏葉に頷き、俊太郎は太刀の柄つかを握り直す。



















　手のひらから流し込まれた霊力に呼応し、太刀の刃が淡い白銀に輝き出した。白銀の刃を静かに構えた俊太郎は、もがく老婆を冴えた双そう眸ぼうで見み据すえる。

「今世の呪じゆ縛ばくを、今断ち斬る」

「や、やめろ！　私はまだ、消えたくないっ！」

　白髪を振り乱して救いを求める老婆に、太刀を振りかぶった俊太郎が決然と告げた。

「お前の天命はすでに尽きている。仮かり初そめの生に縋すがるより、安らかな輪廻の旅路に就け。せめて来世では、幸せな人生を歩めるように──」

　口早に祈りの言葉を捧げ、俊太郎は白銀の刃を一切の迷いなく振り下ろした。

　眩まばゆい閃せん光こうが辺りを包む。呆あつ気けに取られて成り行きを見守っていた恵那は、思わず目を閉じてしまった。

　慌てて恵那が瞼を上げた時には、老婆の姿はどこにもなかった。その代わり、宙には青白い魂こん魄ぱくがふわふわと漂ただよっていた。

「二人共、見事な修祓だったぞ。よくやった」

　笑顔の札を持った綾が、俊太郎と夏葉に労いの言葉をかける。太刀を腰の鞘さやへ戻した俊太郎は、どことなく照れた様子で小さく頭を下げた。クナイを回収していた夏葉も、ふふんと得意げに胸を張る。

「あれくらいの荒御霊、先生たちの力を借りなくたって浄化できるよ。でも、残念だなぁ。もう少し強いヤツだったら、新作絡から繰くり武器の威力が試せたのにさ……」

　ムスッと唇を尖らせた夏葉は、肩から下げた特大の柳行李を指先で弾く。

〝歩く武器庫〟を自称している彼は、自作の暗あん器きで忍者のように戦う。趣味の絡繰り作りが高じて、凝った仕掛け付きの武器もいくつかあり、彼はいつも新作武器の実験をする機会を探していた。

　二振りの小刀を背中の鞘へ収めた伊之助は、不満そうにしている夏葉の肩を、宥なだめるようにぽんっと叩く。

「実戦経験を積み、実力と自信がついてきたことは結構ですが、浄化任務を甘く見てはいけませんよ？　今回の荒御霊は、罠わなを仕掛ける類たぐいのものではありませんでしたが、中には弱い演技をして、こちらの油断を誘う輩やからもいます。戦闘中はどのような荒御霊が相手でも、決して手を抜くことのないように」

　戦闘前の柔にゆう和わな笑顔に戻った伊之助は、優しく夏葉を諭さとすと、袂たもとから白銀の鈴すずを取り出した。

　集しゆ魂うごん鈴れいと呼ばれるこの鈴は、浄化された荒御霊の魂を回収するため、神社から修祓師へ配給されているものだ。魂魄を取り込んだ集魂鈴を神社へ提出することにより、術師個人の修祓記録が残される。そして、専属の巫み女こが舞を捧げることで、魂を黄よ泉み路じへと送るのだ。

　チリンと鈴を鳴らし、宙を彷徨さまよう魂魄を回収した伊之助は、地面に座り込んだままでいる恵那へ向き直った。

「恵那さん、立てますか？」

　放心状態の恵那は、伊之助から差し出された手を借りてどうにか立ち上がる。

　死の恐怖がぶり返し、今になって身体が震えだした。繫つないだ手からその震えが伝わったらしく、伊之助から顔を覗き込まれ、普段以上に優しく微笑まれる。

「あなたに危害を加える者は、もうどこにもいません。再び荒御霊が現れたとしても、大事な生徒を傷つけさせるようなことは、この私がさせませんよ」

「いの先生……」

　悪夢に怯おびえる幼おさな子ごをあやすかのごとく、伊之助から頭を撫でられ複雑な気分になる。

「私、何もできませんでした。俊ちゃんと夏葉は、荒御霊と戦ったのに……」

　同じ見習いなのに、彼らと自分の間には大きな隔へだたりがあるように思え、恵那は身が焦げそうな悔くやしさを抱く。

　血が滲にじむほど強く唇を嚙む恵那に、伊之助は緩く頭かぶりを振る。

「恵那さんも、掌術で応戦していたじゃないですか。得手不得手が出やすいのに、あなたは五行すべての術を習得しています。これも、一つの才能ですよ」

「そんなことありません。私は、掌術しか扱えませんから……」

　せっかく伊之助に褒められても、全然嬉しくない。

　人間の命を脅おびやかす憎き荒御霊を倒すため、厳しい修業を積んでいるのに、実戦ではまるで歯が立たなかった。挙句の果てには、恐怖に竦んで動けなくなり、仲間に守られるなんて──不ふ甲が斐いなさから、涙が零れそうになる。

（私は、荒御霊をこの手で倒したいのに……っ）

　気を抜くと込み上げそうになる涙を、恵那は目尻に力を入れて懸命に堪こらえる。

　その刹那。涙の代わりに白い大きな花弁が、地面へ音もなく落ちた。

「あぁ……っ！」

　荒御霊と格闘した衝撃で、夏葉が髪に挿してくれた牡丹の花が、はらはらと散ってゆく。

「やっぱり、普通の花じゃ簪の代わりにはならなかったかぁー」

　地面に散らばった花弁を、一生懸命搔き集める恵那の隣にしゃがみ、夏葉は眉尻を下げる。

「ごめんね、夏葉。せっかくの贈り物を駄目にしちゃって……」

「そんなこと気にしないでよ。この花だって、いつかは枯れちゃうんだし。──あ、そうだ！　今度は絡繰りの材料を使って、絶対壊れない簪を作ってあげるよ」

「夏葉……」

　さっきから、みんなに気を遣わせてばかりだ。優しくされたら嬉しく感じるのが普通なのに、その優しさを辛いと感じる自分は、どれだけ神経がひねくれているのだろう。

「ありがとう、夏葉。楽しみにしてるわ」

「でも、ボクの手作りだからねぇ。簪は初めて作るから、あんまり期待しない方がいいよ。ひとりでに動いたり、髪の毛毟むしったりしちゃうかも」

「大丈夫。夏葉が作ってくれたら、どんな簪でも大切にするわ」

　これ以上、誰にも心配されたくない。必死に笑顔を取り繕つくろった恵那は、手を洗ってくると言い残して、裏庭の方へ駆けて行った。

　彼女の後ろ姿を見送った夏葉の隣に、苦い顔をした俊太郎が立つ。

「あいつ、また泣くのを我慢してたな」

「うん、目にすっごく力が入ってた。無理して笑うくらいなら、思いっきり泣いちゃえばいいのにねぇ。ボク、泣き虫は嫌いだけど、恵那ちゃんは強がりすぎじゃない？」

「親の遺ゆい言ごんで泣けないんだから、俺たちからは何も言えないだろ。荒御霊を、誰よりも憎んでいるのに、戦うことができなかったんだ。あまり、思い詰めないといいが……」

　そんな学友たちの会話が、恵那に届くことはなかった。
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　祥泉堂の建つ三隅山は、緑豊かな霊れい峰ほうだ。

　山頂の雪ゆき解どけ水は小さな沢となり、実り豊富な山下の田畑を潤している。三隅山で採とれる山菜や川かわ魚ざかなは、祥泉堂の食卓を支える強い味方であり、山自体が天然の食料庫となっていた。

「あーあ、なんか憂ゆう鬱うつ……」

　地面に生えたゼンマイをぶちっとむしり、恵那は大おお仰ぎようなため息をつく。

　誕生日だからと、浮かれていた自分が馬鹿みたいだ。一人山へ分け入り、食材調達をするなんて、昨日までの生活と何一つ変わらない。

（朝から荒御霊に襲われて、ただでさえ落ち込んでるのに、午前の授業が武器演習なんてツイてないわ……）

　恵那は苛いら立だちを発散させるように、食べられる野草を片っ端から引っこ抜いては、手に持った編み籠かごへ放り込む。

　祥泉堂の面々が、半自給自足の生活を送っているのには理由がある。

　将軍の御お座わす葵あおいの都みやこや、国内に十三カ所存在する大神社には、見習い修祓師を教育する学舎がある。入学資格は誰にでも与えられ、衣食住に不自由のない生活が約束されているが、高額な授業料を払い続けなければならず、入学するのは必然的に金持ちばかりだった。

　そこで、貧しい修祓師志願者たちに開かれた門が、祥泉堂のようなお堂である。神社に納められた修祓料の一部から、授業料免めん除じよで運営されている施設のため、神社から支給される金きん子すは雀すずめの涙だった。

（……どうして私、こんなことしてるのかしら？）

　摘つんだばかりのゼンマイを眺め、恵那は言い知れぬ虚むなしさを覚える。

　いくら祥泉堂の生活が困こん窮きゆうしていたって、今は授業中だ。本来なら学生が、山菜採りなどしている時間ではないが、恵那には授業に参加できない理由があった。

　武器演習は、己の退魔具を実戦さながらに扱う授業だ。

　修祓師志願者が見習い登録をする時、管轄の大神社の御ご神しん体たいが、術師の魂に宿る退魔の力から、聖なる武器を生み出す。十三神から授さずけられる退魔具は、荒御霊と戦う上では必要不可欠であり、まさに修祓師の〝命〟といえた。

　退魔具を持たぬ者は、修祓師を志すことはできない。だが、退魔具を持たずして、見習い修祓師になった例外が存在する。

　そのたった一人の例外が、恵那だった。

（私だって退魔具さえあれば、荒御霊なんかに負けないはずよ。ううん、絶対負けないに決まってるわ！）

　グッと拳を握り締めた恵那は、しゃがんでいた地面から勢いよく立ち上がる。──が、空元気も長くは続かず、すぐにため息が漏もれた。

「いつになったら、自分の退魔具が見つかるのかしら……」

　恵那が祥泉堂に来て九年。祥泉堂を直轄する葛くず紗さ神社に、特例で見習い登録を許されてからも、同じ年月が流れている。

　あの時、葛紗神は「今は無理でも、いつか必ず退魔具は手に入る」と言ってくれた。最初は恵那もその言葉を信じて、辛い修業に励はげんできたが、最近では不安ばかりが募ってゆく。

（もし、一生退魔具が見つからなかったらどうしよう……）

　お婆ちゃんになっても、若い生徒たちと共に修業する自分を想像して、恵那は叫び出したい衝しよう動どうに駆かられた。

　嫌な未来予想図を振り切るよう、強く頭を振った恵那は、気を取り直して山菜採りを再開させる。近場の野草は採り尽くしてしまったので、他の場所に移った方がよさそうだと、彼女は籠を持って山中を歩き出した。

「あっ、野イチゴ！」

　雑草で覆われた山の斜面に、愛らしい赤色を見つけた恵那は笑顔になる。祥泉堂の懐具合では、来客用の菓子しか買えないので、野イチゴだって立派なおやつだ。よく見ると、辺りの草むらに隠れるようにして群生しており、恵那の表情はますます輝く。

　沢山採って昼餉に添えたら、みんな喜んでくれるだろう。

「よーし、採るわよぉ！」

　ぐいっと袖を捲まくり、早速イチゴを摘もうとした時だった。




　──寂さびしい──。




「……っ!?」

　風に揺れる梢こずえの音に紛まぎれ、どこからか聞こえてきた儚はかない声。

「だ、誰かいるの？」

　周囲に隙なく視線を巡らせ、恵那は恐る恐る呼びかけてみる。

　しばらく耳を澄ましていたが、返事はない。不審な気配も感じられず、恵那は力んでいた肩から力を抜いた。

　空耳だったのだろうか。小首を傾げた恵那が、改めて野イチゴ摘みを始めようとすると、謎の声が再び響く。

『……ここは、寒い……。もう、一人は嫌だ……』

　今度は風上から流れてくる声を、はっきり聴覚で捉えることができた。

「なんなの、この声？」

　低く掠かすれた声は、若い男性のものだ。

　山に入ったことは何度もあるが、こんな声を聞くのは初めてだ。旅人が迷い込むような場所ではないが、自分と同じ山菜採りの者が、動けなくなって助けを求めているのかもしれない。

　心細く震える声の主を、恵那はどうしても放っておけなかった。

「ねぇ、あなたはどこにいるの？」

　声のする方へ歩き出し、柔らかい声で問いかける。相変わらず返事らしきものはなく、声の主はただひたすらに、『悲しい、寂しい』と繰り返すばかりだった。

　彼はいったい、何に心を痛めているのだろう。赤の他人でしかない自分の胸が、こんなにも痛むのだ。本人はどれだけ、辛い想いをしていることか。

　最初はゆっくりだった歩みも、逸はやる気持ちを抑えられず駆け足になる。苔こけ生むした倒木を飛び越え、傾けい斜しやのきつい斜面は這はうようにして上る。下草に足を取られて転び、湿った土の味を嚙み締めても、恵那は袖口で無造作に顔を拭い、すぐに立ち上がって走り出す。

（この声、いったいどこから聞こえてくるのかしら？）

　初めはかなり遠くに聞こえていた声も、今ではすぐ側から話しかけられているかと思うほど、鮮明になっていた。

　一旦立ち止まった恵那は、荒くなった呼吸を整えつつ、辺りに人の姿がないか探す。目もく視しに頼るだけでなく気配も探ってみたが、人間どころか、動物すら近くにいないようだ。

「もしかして私、狐きつねに化ばかされてる……？」

　自嘲するように呟いたが、すぐにそれはないかと肩を竦める。肝かん心じんの狐が近くにいなければ、化かされることはない。

（午前の授業も終わる頃だし、そろそろ帰らないと）

　謎の声は気になったが、急いで山を下りないと昼餉の時間に間に合わなくなる。

　声の主へ心の中で謝り、恵那が来た道を戻ろうとした時──空から小さな薄紅色が、ひらりと舞い降りてきた。

「これって、桜の花びら？」

　我知らず手のひらを前に出すと、その上に淡い紅べに色いろの花弁が載る。

　おかしい。どうしてこんなところに、桜の花弁が降ってくるんだ。三隅山にも山桜は咲いているが、今いる辺りには熊くま笹ざさが茂っているばかりで、一本の桜も生えてはいない。

　山頂から風に飛ばされてきたのだろうか。怪け訝げんな思いで手のひらを見つめていると、薄紅色の花弁が雪のように溶け消え、恵那は大きな目をぱちくりと瞬かせた。

「……今日の私、本当にどうしちゃったのかしら？」

　グシグシと目を擦り、もう一度注意深く手のひらを凝視する。が、やはり花弁はどこにも見当たらない。

　謎の幻聴が聞こえた次は、桜の幻を見たなんて笑えない。

　これ以上ここにいたら、頭がおかしくなりそうだ。不可思議な現象続きで、さすがに恵那も薄気味悪くなり、真っ青な顔で踵きびすを返した時だった。

『……助けてくれ……』

　脳に直接響くよう、背後から聞こえた哀切な訴え。ズキリと胸が痛み、思わず声のした方を振り返った恵那は、愕がく然ぜんと目を見開く。

　気づかぬうちに、眼前には薄紅色の壁が迫っていた。──否、壁ではない。大量の桜吹雪が、あたかも壁のように吹き荒れているのだ。

「く……っ！」

　悲鳴を上げる間もなく、津波のような勢いの桜吹雪に吞み込まれた恵那は、両腕で顔を庇い地面に伏せた。

　凄まじい風鳴りと共に、桜吹雪が通り過ぎてゆく。不思議なのは、花弁が身体にぶつかっても痛みはなく、優しく撫でられたような感覚だけが残されることだ。

　吹き荒れる桜の嵐に包まれ、ジッと身を固めて丸くなっていると、徐々に風の勢いが弱まってきた。ほぼ無風状態になるのを待ち、伏せていた地面からのそりと顔を上げた恵那は、目の前に広がった光景に、今度は本気で狐に化かされたかと思った。

「いったい、何が起こったの？」

　ついさっきまで、熊笹が茂る鬱うつ蒼そうとした山中にいたはずなのに、神隠しにでも遭ってしまったのだろうか。周囲の景色が、まるで手品のように一変していた。

　地面には短くて柔らかな下草が生え、辺りには神秘的な靄もやが漂っている。空が見えなくても決して暗いわけではなく、世界は陽光とは違う淡い輝きによって、薄ぼんやりと照らし出されていた。

（なんか、夢の中に迷い込んだみたい……）

　直立不動で、恵那があんぐり口を開けていると、視界の端を見覚えのある薄紅色が掠めた。また、桜の花弁だ。十分に警戒して、恵那が肩越しに背後を振りかえると──そこには、天を覆い尽くさんばかりに梢を広げた、大きな桜の木が生えていた。

　大人が五人がかりで囲んでも、まだ足りないくらい太い幹みきには、立派な注し連め縄なわが巻かれている。静かに花弁が舞う様は、時の流れを忘れるほど美しかった。

　もしかしたらこの桜は、御ご神しん木ぼくなのかもしれない。普通の桜なら、ここまで大きく成長はしないだろうし、微弱ながらも霊気が流れ出している。

『……寂しい……。心が、壊れそうだ……』

　壮そう麗れいに咲き誇る桜に見惚れていると、物悲しげな声が胸を刺す。

　恵那は、信じられない思いで桜の木を見つめる。勘違いなんかじゃない。今確かに、謎の声はそこから聞こえてきた。

「まさか、あなたが助けを求めていたの？」

　答えはないと知っていたが、問いが口を衝ついて転がり出た。

　桜の根元に立ち、恵那は天てん井じようの梢を見上げる。可憐な花は、散ったそばから新たに蕾つぼみを付け、幾度も再生を繰り返す。地面に落ちた花弁も、あっという間に溶け消え、痕跡を残さない。

　永遠に降りやまぬ桜吹雪は心奪われるほど麗うるわしいが、夢ゆめ幻まぼろしのように儚はかなくも感じる。

「こんな場所に、ずっと独ひとりぼっちなんて寂しいわよね」

　枯れることも許されず、ただ孤独に花を咲かせ続ける幻想の桜。言葉が通じないのなら、せめてこの手の温ぬくもりだけでも伝えたい。そう思った恵那は、そっと幹に触れてみた。

　冷たいと想像していた幹は、ほのかに温かい。温もりを伝えるどころか、触れた箇所から桜の息い吹ぶきが流れ込み、なんだか無性に優しい気持ちになれた。

　幹から伝わる穏やかな木気の流れは、人の鼓動にも似て、母ぼ胎たいに守られているような心地ここちよい安心感に包まれる。

「あなた、お母さんみたい」

　ぽつりと呟き、温かい幹へ頰を寄せた。

「……ん？」

　ゆっくり瞼を閉ざそうとした時、何かが光を反射してキラリと輝いた。眩しくて目を眇めた恵那は、幹の半周ほど先に深く突き刺さった刀を見つけ、穏やかな気持ちを吹き飛ばして叫んだ。

「酷い！　誰がこんなことしたの!?」

　刀身が半分以上、幹の中に埋もれてしまっている。

　桜はこの刀のせいで心を痛め、助けを呼んでいたのではないか。

　まろぶように刀のもとへ駆け寄った恵那は、白い柄つかをしっかりと摑み、自慢の怪力で一気に引っこ抜いた。意外と簡単に抜けた刀身は、普通の太刀に比べて長く、三尺くらいはあるだろうか。屈強な武士などが好んで持つ、大太刀と呼ばれる類たぐいのものだろう。

　初めて持ったはずなのに、大太刀の柄は妙にしっくり手に馴な染じむ。ずっと昔から、この感触を知っているような気がして、恵那は食い入るように大太刀を見つめる。

　──ドクン──。

　その時、手にした刀の柄が、あたかも心臓のように脈打った。手のひらに伝わった脈動に、恵那が驚いて目を見開いていると、桜の木に巻かれた注連縄が突とつ如じよ淡く輝きだした。

「な、何が起こってるの？」

　動揺から上うわ擦ずった声で呟き、恵那は無意識に一歩後あと退ずさる。

　注連縄は見る間に輝きを増し、やがて澄んだ音と共に弾け、細かい光の粒子となった。宙に散らばった光の粒は細長い線となり、恵那が持つ抜き身の大太刀へ、螺ら旋せんを描くように絡みつく。

　次の瞬間、世界を白く染め上げるほどの閃光が逬ほとばしり、恵那は固く目を閉じた。

　しばらくして薄目を開けると、苛烈な光は噓のように収まっていた。安堵の息をついたのも束つかの間、恵那は両手で握り締めた大太刀の重みにハッとする。

「これって、どうなってるの……？」

　光の線が絡みついた刀身は、今では白い鞘に覆われていた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、大太刀を見下ろしていると、どこからか金属が触れ合うような音が聞こえた。小さく肩を震わせた恵那は、今度は何だろうと視線を上げ、目の前に広がる光景に愕然とする。

　それまで刀が突き立っていた桜の幹に、大きな虚うろが出現していた。驚くべき点は、それだけではない。薄暗い虚の中には、一人の青年が錫しやく杖じようを腕に抱いて眠っていたのだ。

（この人、誰？　どうしてこんなところで寝てるの？）

　見た感じ、年頃は二十歳くらいだろうか。柔らかそうな長い髪は、一片の曇くもりもない美しい純白で、同色の睫毛は、頰へ微かな影を落としている。スッと通った鼻筋、薄く色づいた形の良い唇に、恵那はごくりと生なま唾つばを吞み込む。

　芝居小屋の花形役者もびっくりの、恐ろしいほどの美び丈じよう夫ふだ。こうして眠っていると、精せい巧こうに作られた人形のように見える。

　はたして、閉ざされた瞼に隠された瞳は何色をしているのだろう。
















　気がつけば恵那は、青年の顔を興味津々に覗き込んでいた。

「ん……」

　小さく呻いた青年が、もぞりと身み動じろぎする。その際、錫杖が揺れてシャラリと涼しげな音を立てた。さっき聞こえたのはこの音だったのかと、恵那が内心で納得していると──青年の柳りゆう眉びが険しく寄せられ、固く閉ざされていた瞼が静かに開かれた。

　白い睫毛に縁取られた眼は、黒曜石を思わせる漆黒だった。いまだ眠たそうな半はん眼がんでいる青年と、至近距離で見つめ合った恵那は、瞬きも忘れてその瞳に見入ってしまう。

「お前、は……」

　寝起き特有の掠れた低い声に、恵那は我に返って頰を赤く染め上げる。

　作り物めいた美貌が珍しく、思わず身を乗り出して観察してしまったが、彼は人形ではなく生きた人間なのだ。見ず知らずの男性と、こんなに間近で見つめ合うなんて、今更ながらはしたないことをしたと恥ずかしくなる。

　恵那は慌てて距離を取ろうとしたが、青年から痛いくらいの力で手首を摑まれ、喉の奥で引き攣つった声を漏らした。

「生きていたのか、千ち咲ざき」

「え──」

　反射的に見つめた先には、様々な感情が綯ない交まぜとなった青年の双そう眸ぼうがある。

　哀愁を伴ともなった眼差しに気を取られていると、摑まれていた手首を強く引かれた。悲鳴を上げる間もなく、青年の胸へ顔から突っ込んだ恵那の脳内は、一瞬で真っ白になる。

「我を待たせるとは、千咲のクセに生意気だ」

　広い胸板に、正面から覆い被さる格好で倒れ込んだ恵那は、大太刀ごと逞たくましい腕に抱き締められる。

「もう二度と、我の側から離れることは許さんぞ。分かったら返事をせんか、馬鹿千咲」

　頭に頰を寄せられているせいで、彼が言葉を紡つむぐたび、切なげな吐息が髪を撫でた。

　ピタリと密着した着物越しに、青年の熱い鼓動が聞こえてくる。限界まで見開かれた目には、着流しの襟えり元もとから覗く胸板が映り、頭が沸ふつ騰とうしたような錯覚を抱く。火が出そうなほど赤面した恵那は、ひくりと喉を震わせた。

「き……っ、きゃあぁぁぁ──っっっ!!」

「──っ!?」

　絶叫して大太刀を放り出した恵那は、ガシッと青年の襟元に摑み掛かる。彼女はその状態から仰あお向むけに身を捨て、青年の身体を頭越しに勢いよく投げ飛ばした。

　渾こん身しんの力で虚の外へ投げ飛ばされた青年は、見事な放物線を描いて宙を舞う。やがて彼はくぐもった声を上げ、遠くの地面にべしゃりと落ちた。

「う、ぐっ……」

　強したたかに打った腰を押さえて起き上がった青年は、唸るような低い声で恵那に怒鳴る。

「無礼者！　高貴なる我を投げ飛ばすとは、いくら千咲といえど許さぬぞ!?」

「冗談言わないで！　どうして私が、無礼者呼ばわりされなきゃいけないのよ!?」

　大太刀を拾い、乱暴な足取りで虚から出た恵那は、地面に片膝を立てて座る青年を睨め付け、負けじと怒鳴り返す。

「あなた、さっきから勝手な呼び方をしてるけど、私の名前は恵那っていうの。嫁入り前の娘に、一方的な人違いで抱きついたんだから、投げ飛ばされて当然だと思いなさいよね!?」

　一呼吸でそこまで言い切った恵那は、鼻息も荒く堂々と胸を張って見せる。

　あんなに力強く抱き締められるなんて、同性同士でも経験がない。初めての熱い抱ほう擁ようは、伊之助と両想いになる日まで大事に取っておきたかったのに──恋する乙女に対するこの仕打ち、断じて許すものか。

　恵那から嚙みつくように食って掛かられた青年は、改めて彼女の全身に無遠慮な視線を這わせる。

「……どうやらお前は、千咲ではないようだな」

　頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで、怒りに打ち震える恵那を見渡した青年は、不機嫌そうな半眼でぼそっと呟く。それっきり押し黙った青年に、一言くらい謝れと恵那が抗議しかけた時、一いち陣じんの風が二人の間を抜き抜けた。

　桜の花弁が天へ舞いあげられ、一つに結った恵那の髪も空へ流される。風が収まり、乱れた髪を手て櫛ぐしで整えていると、桜の大樹を見上げる青年の姿が視界に入った。

　風に煽あおられた髪を気にかけることなく、降りしきる桜吹雪に包まれている彼は、どこか苦しげに見える。切れ長の目を眇め、睨むように満開の桜を見ているが、瞳の奥には孤独な光が潜ひそんでいた。

　遠い眼差しで桜を眺める姿に、怒る気が急速に失せてゆく。

「ねぇ、あなた……いったい何者なの？」

　封印されていた桜の虚で眠っていたのだ。彼が徒ただ人びとでないことは明らかだ。

　神妙な顔つきの恵那へちらりと流し目を遣り、青年はつまらなそうに鼻を鳴らす。

「お前は徒人の分際で、我に名を問うのか。身の程知らずもここまでくると、いっそ清すが々すがしいものだな」

「な……っ!?」

「まぁ、お前は夢む幻げん桜ざくらの封印を解いたのだ。特別に我が名を教えてやろう。有り難く聞くがよい」

　将軍でも気取っているような偉そうな口振りに、恵那の唇がへの字にひん曲がる。完全な上から目線に、ふつふつと怒りが湧わいてくるが、こんなおかしな奴など、まともに相手するだけ時間の無駄だ。

　黙っているのが得策だとばかりに、だんまりを決め込んだ恵那を尻目に、青年はワザとらしく咳払いをして口を開く。

「昔馴染みの者は、我を〝扶ふ人ひと〟と呼ぶ。しかしそれは、世を忍ぶための仮の名に過ぎん」

「それで、本名は？」

　勿もつ体たいぶった言い回しに苛立ちが増し、思わず刺とげ々とげしく先を促うながしてしまう。

　恵那から急かされた青年──扶人は、「せっかちな娘だ」と口内で呟いたが、機嫌は損そこねなかったようだ。彼は淡々とした口調で、言葉を続ける。

「我が真の名は、倭やまと透とう空くう之の神かみだ。しばらく都の御ご殿てんを留守にしているが、この那国を守護する国守りの神と言えば、お前にも理解できるであろう？」

　倭透空之神といえば、確かに那国の守護神だ。

　将軍が政まつりごとを行う国家の要所・葵都には、初代将軍が建てた絢けん爛らん豪ごう華かな神の御殿がある。倭透空之神はその御殿で、何不自由のない生活を送っていたが、三代将軍が没した直後、神は突如御殿から姿を消した。

　現在の将軍は三十八代目だが、今も尚、国守りの神は行方ゆくえ知れずになっている。

（この人が、国守り様……？）

　今となっては、将軍家でも消息が摑めずにいる神様が、目と鼻の先に立っている。この異様な状況に、恵那は石のように硬直した。

「我の封印を解いたのも、何かの縁だ。お前には名誉ある役目を与えてやろう」

　ニヤリと口端で笑った扶人は、パチンと指を弾く。すると、恵那に投げ飛ばされた際、虚の中に落とした錫杖が飛んできて、彼の手中へ収まった。

　手にした錫杖の先を、直立不動の恵那へ真っ直ぐ突き付け、扶人は居い丈たけ高だかに宣言する。

「今日からお前は我の下げ僕ぼくだ。これは国守りの神としての勅ちよく令れいゆえ、拒否は許されんぞ」

　錫杖を挟み、呆然と扶人の顔を見返す恵那の口が、腹を空かせた鯉こいのようにパクパクと動き出す。

　やがて彼女の口から飛び出したのは、大地を揺るがすような絶叫だった。
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　なだらかな稜りよう線せんへ陽ひは傾かたむき、夕刻の大気には金こん色じきの粒子が舞っている。

　這ほう這ほうの体ていで祥しよう泉せん堂どうに戻った恵え那なは、離れの客間で二人の教師を前に、身を縮めるようにして正座していた。

　そんな彼女の隣には、胡坐あぐらをかいた扶ふ人ひとが、我関せずの顔をして座っている。

「──それで。恵那さんは、この御お方かたが国守り様だというのですね」

　床の間に飾られた掛け軸を、退屈そうに眺めている扶人へ胡う乱ろんな眼差しを向け、伊い之の助すけは低く唸うなる。彼の膝に乗り、卓上へ前足を乗せたカンナも、獲物を見るような目で扶人の様子を窺っていた。

「恵那の話を聞いた限りでは、どうにも不審な点が多すぎるな」

　常に無表情の綾あやだが、今は心なしか、更に冷たい印象を受ける。もとから淡たん白ぱくな口調も、微量の棘とげを孕はらんでいた。

　それもすべて、仏ぶつ頂ちよう面づらで口を閉ざしている自称・国守りの神のせいだ。

（どうして私が、こんな目に遭わなきゃいけないの？）

　下げ僕ぼくになれと言われた直後、恵那はふざけるなと啖たん呵かを切り、真っ先に逃走を図はかった。しかし、あの空間には特殊な力が働いており、一度侵入したら最後、扶人の許可なしには脱出不可能な構造になっていたのだ。

　勝ち誇ったような笑みを浮かべて、扶人が言い放った言葉が耳にこびりついて離れない。

「もとの世界へ戻りたくば、おとなしく我の下僕になれ」

　何度思い返しても、腹が立つ台詞せりふだ。

（あんな脅きよう迫はく紛まがいの手口を使って、無理やり私を下僕にするなんて最低よ。こんな陰険なヤツ、絶対国守り様なんかじゃないんだから！）

　その時は渋しぶ々しぶ条件を吞んだが、もとの世界に戻った今、扶人に仕える気など更さら々さらなかった。が、自称神様はちゃっかり祥泉堂までついてきてしまった。

　扶人の対処に困った恵那が教師陣に泣きつき、今に至いたるわけで──。

「将軍家曰いわく、国守り様は万民に等しく幸さちを授さずけるため、現在はお忍びで諸しよ国こく漫まん遊ゆうをなさっておられるはず。特殊な空間に封じられていたとは、到底信じられぬ話だ」

　顎あごに手を添えた綾は、長い睫まつ毛げを伏せて淡々と言葉を紡つむぐ。

「国守り様は、那な国こくに存在する神々の頂点に立つ御方だ。有能な術師どころか、たとえ同族の神であっても、封印などできるはずがない」

「完全な封印を施ほどこすには、封印する対象を上回る力が必要ですからね。私の記憶が正しければ、国守り様を超える力の持ち主は、少なくとも国内には存在しません。貴方が真実国守り様であるのなら、桜の虚うろに封じられていたこと自体あり得ないと思うのですが──いかがでしょう？」

　サラリと長い前髪を揺らし、伊之助は理り詰づめで扶人を問い質ただす。表面上は穏やかな笑顔を浮かべているが、鋭利な光を帯びた彼の眼は、眼鏡めがね越しに隙すきなく扶人を見据えていた。

「……人の子の分際で、生意気なことをぬかすな」

　教師たちだけでなく、猫のカンナからも白い目を向けられ、ついに扶人が重い口を開いた。

「貴様ら、我の素す性じようを疑うたがうとは何様のつもりだ。不ふ敬けいの罪で裁さばかれたくなくば、愚おろかな言動は慎つつしむことだな」

　鬱うつ陶とうしそうに前髪を搔き上げ、順々に教師二人の顔を見遣った扶人は、嫌悪感を隠そうともしない。

「お前こそ、国守り様の名を騙かたればどうなるか、承知しているのだろうな？」

「私たちは、恵那さんの教師兼保護者ですので。生徒を守るため慎重になることは、当然の事でしょう。貴方の身分が不確かなのも、真実です」

　恵那なら一発で怯ひるむ、刃やいばのように鋭い眼光で扶人から睨にらまれても、伊之助と綾は泰たい然ぜんと構えている。

　いくら扶人が傲ごう慢まんに振ふる舞まおうとも、冷静な正論で責めてゆけば、彼の噓が露ろ見けんするのも時間の問題だろう。この調子なら、こいつの下僕にならなくて済む。恵那は小さく口元を緩めたが、喜ぶにはまだ早かった。

「ふっ、面白い」

　扶人は不審感を露あらわにする一同を前に、錫しやく杖じようを手に余裕の表情で立ち上がる。

「我が国守りの神であることを証明すれば、貴様らは満足するのだな？」

　ならば──と続けた扶人は、気だるげな足取りで濡ぬれ縁えんへと向かう。

「本来、我が本性を容易たやすく人目に晒さらすことはないが、この場合は致し方あるまい。小うるさい連中を黙らせ、そこな娘を下僕にするためだ。特別に見せてやるとしよう」

　重力を感じさせぬ身軽さで、扶人は軽やかに庭へ降り立つ。

　西の空へ傾かたむいた太陽により、祥泉堂の庭先は、燃え立つような茜あかね色いろに染まっていた。薫くん風ぷうに靡なびく扶人の白はく髪はつも、淡い紅くれないに輝いている。静かに空を見上げる彼の姿は、一枚の絵に残したくなるほど美しかった。

　恵那と教師陣が固かた唾ずを吞んで見守る中、扶人はそっと瞼まぶたを閉じた。

　精神統一をする扶人を中心に、濃密な霊気が放出される。風の流れが変わり、急激に空気が冷え始めた。五ご行ぎようの流れまでもが活性化し、大地は小さく震動を始め、木々は何かを叫ぶように梢こずえを揺らしだす。

（な、何が起きてるの……？）

　肌が一気に粟あわ立だつ。今まで感じたことのない強烈な霊気に、胸が圧迫されて呼吸が苦しくなり、言い知れぬ恐怖が湧く。

　心臓が押し潰つぶされそうな緊張感の中、扶人を取り巻くように一ひと際きわ強く風が吹き乱れる。

「篤とくと拝おがむがよい、人の子よ。これが我の真の姿だ」

　よく通る低い声でそう宣言するや否や、扶人の身体からだが眩まばゆい金色の光に包まれた。

　網もう膜まくを焼くような苛か烈れつな閃せん光こうに、恵那は咄とつ嗟さに目を瞑つむる。

　視界が閉ざされたことで全神経の集中した聴覚が、風かざ鳴なりの音を切り裂いて響いた、雷らい鳴めいのごとき咆ほう哮こうを捉とらえる。これまで聞いたどんな獣けものよりも雄お々おしい鳴き声に、恵那が反射的に目を見開くと、庭先に立っていたはずの扶人が忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「これほど強大な霊気は、初めて感じますね。それに、今の咆哮は……？」

　いつになく真剣な面おも持もちで立ち上がった伊之助は、外の様子を知るため客間を出た。我に返った恵那も、足の不自由な綾を介助しつつ、速すみやかに彼の後を追う。

「な……っ!?」

　庭を一望できる濡れ縁に立った瞬間、恵那は我が目を疑った。

　なんと、祥泉堂の上空には、純白に輝く巨大な龍が出現していた。

「金色の眼まなこを持ちし、白き龍──……」

　白はく龍りゆうがとぐろを巻く茜空を見上げ、伊之助が厳かに呟く。

　那国には十三神の他にも、様々な力を持つ八百万やおよろずの神が存在する。彼らは日頃、人の姿に化けて人間の生活に紛れているが、強大な霊力と人外の本性を持つ神聖な生き物だ。

　八百万の神々の頂点に立つ、国守りの神の本性が、金色の眼を持つ白龍であることは、那国の民なら子供でも知っていた。そして、龍の本性を持つ唯一の神が倭やまと透とう空くう之の神かみであることも、誰でも知る常識だ。

（噓っ！　あいつ、本当に倭透空之神様だったの!?）

　都の御ご殿てんから行方ゆくえ知れずになった後、歴代の将軍ですら見たことのない神の姿を、まさか自分ごときが目にするなんて。驚きと興奮に、恵那の足が小刻みに震えだす。綾の身体を支えていなかったら、情けなくへたり込んでいたかもしれない。

　陶器のように白い鱗うろこが、夕日の朱色によく映はえる。角と爪は研ぎ澄まされた刃のようで、長い牙きばを剝むき出して空へ吼ほえる様は、見ているだけで背筋に震えが走った。

　斜陽に染まり、鴇とき色いろに靡く鬣たてがみの合間から見える金色の瞳は、遙か下方に佇たたずむ恵那だけを映している。自分だけを一心に見つめる眼差しに、驚きとは別の意味で、恵那の胸がどきりと脈打つ。

（何なの、この感じ……）
















　畏い怖ふの念を抱くほど、白龍の存在感は圧倒的だ。それなのに、自分に向けられたその瞳だけは、優しさと悲しみが混ざり合ったような、複雑な想いが浮かんで見えた。

「ふぅ。久方振りに本来の姿へ戻ったが、やはり人の姿の方が気楽で良いな。身体が小さい分、消費する力も半減する」

　ため息混じりの声が聞こえたかと思うと、世界は再び金色の光に包まれ──恵那が瞬まばたきをしたわずかな隙に、扶人は人の姿へ戻っていた。

　頰ほおにかかる髪をぞんざいに搔き上げ、疲れたように肩を叩く彼は、侮ぶ蔑べつの目線を教師二人へ送る。

「貴様らは、それなりに経験を積んだ修しゆ祓ばつ師しであろう？　ならば、白龍の本性を持つ存在が何を意味するか、当然承知しているはずだ。違うか？」

　ずいぶんと、性悪な問いかけだ。見習いの恵那ですら知っている事実を、教師の綾と伊之助が知らないはずがない。ワザと返答に困る質問をするなんて、この男の根性はどこまでひん曲がっているのかと、恵那は憤ふん懣まんやるかたない気持ちになる。

　──が、教師二人の態度は激変した。

「知らぬこととは申せ、大変なご無礼を致しました。どうかお許しくださいませ」

「見事な変へん化げ、感服致しました。さぞお疲れになったでしょう。ささっ、客間へ戻ってお茶とお菓子でもお召し上がりください」

　綾は深々と頭を下げ、伊之助はそれまでとは打って変わったにこやかな笑みで、扶人を客間へと誘う。

　扶人が国守りの神だと決定づけられた途端、手のひらを返して好意的になった教師たち。状況がうまく吞み込めず、恵那がぽかんと突っ立っていると、扶人が仰々しく咳せき払ばらいをして一同の注目を集めた。

「我の神格が認められた今、もはや邪魔立てする者は誰もおらぬな」

　偉そうに腕を組んだ扶人から、強気な光を宿した眼を一直線に向けられ、恵那は無意識に肩を揺らす。教師たちが下手に出たせいで、今や彼の俺様ぶりは最高潮に達していた。

　高圧的な微笑を口こう端たんに湛たたえ、扶人は堂々と宣言する。

「そこな娘は本日より、我の下僕へ任ずる。よもや、異論はあるまいな？」

　どこか得意げに胸を反らした扶人に、伊之助と綾は同時に首肯する。

「私たちの生徒が国守り様にお仕えするとは、至し極ごく光栄です」

「不ふつ束つかな娘ですが、どうぞよしなに」

　あっさりと扶人の申し出を受けた二人に、恵那は胸中で金切り声を上げた。

（せ、先生たちの裏切り者ぉ！　いくら相手が国守り様だからって、少しは私のこと庇かばってくれてもいいのに……っ！）

　神の意向なら何でも罷まかり通る世の中に、恵那は激しく絶望した。

　だが、このまま黙っているわけにはいかない。教師陣があてにならない今こそ、自分の身は自分で守らなければ。

「ちょっと待ちなさいよ、あんた！」

　凜りんとした声で、国守りの神を「あんた」呼ばわりした恵那を、すかさず教師二人がたしなめようとする。扶人はそれを片手で制し、自分を睨みつける勝気な娘に目を細めた。

「不敬を恐れぬその態度、実に興味深い。お前は自分の立場を分かっておるのか？」

「神の威光に物を言わせて、人を無理やり下僕にする奴のことなんか、私は絶対に国守り様とは認めない！　先生たちが何と言っても、私はあんたの下僕になんてならないわよ!?」

「ほぉ。我の本性を目の当たりにしながらも、国守りの神とは認めぬか。なかなかにして強ごう情じような娘だが……こいつを前にしても、同じ口が利きけるか？」

　頰を上気させてがなる恵那に、ニヤリと笑んだ扶人は錫杖で軽く地面を打つ。シャンと澄んだ音が響くと、客間の奥から何かが飛んできた。

　恵那の目先で止まり、宙に浮いているのは白い大おお太た刀ちだった。夢む幻げん桜ざくらから抜いた後、何となく手放し難くて、無断で持ってきてしまったものだ。

「その大太刀の名は、雪ゆき桜ざくら。お前の魂と共鳴する、この世で唯ただ一つの退たい魔ま具ぐだ」

「えっ!?」

　これが、長年求め続けた自分の退魔具なのか。思わず手を伸ばして触れようとすると、雪桜はすーっと扶人のもとへ飛んで行ってしまう。

「ちょっと、何するの！　それは私の退魔具なんでしょう？　意地悪しないで返してよ！」

「ならば、我の下僕になると誓え。そうすれば、お前に雪桜を授けてやろう」

「なっ!?」

　本日二度目の、理不尽な交換条件だ。

　怒りに拳を震わせる恵那は、真っ赤な顔で扶人を詰なじる。

「この卑ひ怯きよう者！　退魔具は修祓師の命なのに、それを取り引きの道具にするなんて、あんまりじゃないっ！」

「仕方なかろう。我はこの大太刀の持ち主を下僕にすると、長い眠りに就く前から決めておったのだ。お前の意思など関係ない。これは、神の決定だ」

「それのどこが、神様の決定だって言うの？　単にあんたの我がままじゃない！」

「では、お前はこの大太刀がいらんのか？　退魔具の一つや二つ、我の力で消滅させることなど容易いことだ。お前が不要だというのなら、この場で雪桜を無に帰きすが──それでも良いのか？」

「ぐ……っ！」

　最大の弱みを握られた恵那は、奥歯を砕けんばかりに嚙み締めた。

　こんな最低な脅おどしに屈するのは、身が焦げそうなほど悔しい。だが、ここで扶人の要求を吞まなければ、せっかく巡り合った退魔具が消滅してしまう。

「分かった。あんたの下僕になるって誓うから、その大太刀を──雪桜を、私に返して！」

　ずいっと右手を突き出し、恵那はやけっぱちで叫ぶ。憎々しげに歪ゆがんだ彼女の表情を、満足そうに笑んで見つめる扶人は、今一度錫杖を打ち鳴らした。

　ふわりと手元へ飛んできた雪桜を、恵那は今度こそ胸にしっかりと抱く。消されなくてよかった。雪桜を握る手に力を込め、深く安あん堵どしていた時だった。

「誓約の言葉、しかと聞き届けた。神は荒あら御み霊たまを引き寄せやすい体質ゆえ、お前は身の回りの世話だけでなく、その雪桜で我を守るのだぞ」

「はあっ!?」

　なんだ、その無茶苦茶な労働条件は。主人を荒御霊から守るなんて、もはや下僕の範はん疇ちゆうを飛び越え、用心棒の仕事じゃないか。

「あんた、神様なんでしょう？　さっきもすごい霊気を放ってたじゃない。私が守らなくたって、自分で荒御霊くらい浄化できるでしょう？」

「勝手に決めつけるな。我が身に宿りしは、国を守るための〝授ける力〟だ。己おのれの属性に反する行為──他者を傷つけるようなことはできぬ。たとえそれが、荒御霊であってもだ」

「な、何ですって!?」

　あれほど強大な霊気を放っていたのに、戦えないなんて冗談だろう。神様のクセに、使えなさすぎる。恵那は驚きに目を剝いて、扶人をまじまじと凝ぎよう視しした。

　不ぶ躾しつけな恵那の視線を無視して、庭先から客間へ戻った扶人は、どっかりと上座へ腰を下ろす。

「お前が修祓師として成熟するまで、この小こ汚ぎたない堂に滞在してやろう。我を守るに相応ふさわしい術師になるため、今まで以上に修業に励むのだぞ」

「その点はご心配なく。我らが誠心誠意、恵那さんを立派な修祓師に育ててみせます」

　扶人と共に室内へ戻った伊之助が、戸棚から来客用の茶菓子を取り出しつつ、にこやかに恵那の教育を請け負う。いつの間にか綾までも扶人の隣に座り、揉もみ手をしながら、伊之助の言葉に何度も頷うなずいている。

　長い物に巻かれるにしても、時と場合があるだろう。自分を無視して話が進められ、恵那はフグのようにむくれた。

「国守り様は、長らく封印されていたそうですが、御身体が強こわ張ばっていらっしゃいませんか？　よろしければ、私がお揉みいたしましょう」

「うむ、殊しゆ勝しような心掛けだ」

　控えめに申し出た綾に、扶人は不ふ遜そんな態度で右腕を突き出す。綾は早速その腕を揉みながら、いまだ濡れ縁に立ち尽くしている恵那を呼ぶ。

「恵那。お前も下僕なら、国守り様の御肩をお揉みしろ」

　どうして私がと反発しかけ、恵那は慌あわてて口を噤つぐむ。

　ジッとこちらを見る綾の瞳が、いつになく鋭するどい気がする。無表情で殺気立つ綾に、逆らう勇気などない。恵那は渋々「はい」と返事をして、扶人の後ろへ回った。

「それじゃあ、ありがたく肩を揉ませていただきます」

　あてつけがましくそう言った恵那は、そっと扶人の肩に手をかける。

　恵那が肩を揉み始めた直後。それまで機嫌よさそうにしていた扶人が、盛大に顔を顰しかめて彼女の手を振り払った。

「きゃっ!?　何すんのよ、痛いじゃない！」

「それはこちらの台詞だ！　貴様は我の肩骨を、粉砕するつもりか!?」

　微かに痛む手を摩さする恵那は、意味が分からないと首を傾かしげる。

「どうして私が、あんたの肩を粉々にしなきゃいけないの？　普通に揉んでただけなのに、おかしな言いがかりをつけないでよね」

「あれが普通だと？　力の加減もできんのか、この馬鹿力が」

「ば、馬鹿力って……乙女おとめに向かって、その言い草はないんじゃないの？」

「世間一般の乙女は、無意識で人の骨を砕くだこうとはせん。まったく、余計に肩が痛んでしまったではないか。お前はもういいから、おとなしく座っていろ」

　まるで猫の子でも追い払うように、しっしと手を振られる。ビキッと額に青筋が浮くが、隣から注がれる綾の冷たい視線に、これ以上食い下がっては危険だと、恵那は素直に部屋の隅へ移動した。

（なにさ。人が下手に出ていれば、好き勝手なことばかり言って！）

　ドスンと正座した恵那は、そういえばと思い出す。

　昔、父親の肩を叩いた時も、すぐに痛がられて止めさせられたっけ。人より力がある上に、意識しないと加減ができないから、今回も必要以上に強く、扶人の肩を揉んでしまったのかもしれない。

（だからって、いの先生の前で馬鹿力呼ばわりするなんて……）

　続きの間で、カンナを肩に乗せてお茶の準備をしている伊之助を盗み見て、恵那はため息をつく。両者共に大声を出していたので、今のやり取りは彼の耳にも入っているだろう。

　見た感じは普通だが、伊之助も内心では、自分のことを笑っているのではないか。想像するだけでも、気分がガクッと落ち込んでしまう。

「国守り様、一つご提案があるのですが」

　湯気の立つ湯ゆ吞のみを扶人の前へ置き、伊之助が笑顔で切り出す。

「先ほど、この堂にご滞在なさるとおっしゃいましたが、近くの神社にお泊まりになった方がよろしいのでは？　その方が幾いく分ぶんか、快適に生活することができるでしょう」

「いや、我は神社の世話にはならん」

　緑茶を一口啜すすった扶人は、伊之助の提案をあっさり却下する。

「下僕の成長を、この目で見届ける必要があるからな。多少不便でも、この堂を離れるわけにはゆかぬ」

「そうですか。出過ぎたことを申しまして、すみませんでした」

「我がこの堂に滞在することも、神社に報告する必要はないぞ。忍びの身ゆえ、身元が判明すると面倒なことになるのでな。我のことも、昔馴染みしか知らぬ〝扶人〟という仮の名で呼ぶことを許可してやろう」

「身に余る光栄でございます。これより早さつ速そく、扶人殿とお呼びいたします」

　爽さわやかな笑顔で承知した伊之助は、茶菓子の饅まん頭じゆうを扶人へ勧めた。

　伊之助と綾の手厚い接待に、まんざらでもない様子で扶人は寛くつろいでいる。高慢ちきで、人を道具のように扱うこんな奴、神様扱いなんてすることないのに。一人だけ蚊か帳やの外にいる恵那は、遣る方ない思いを持て余す。

「伊之助先生。扶人殿には、この客間を自室としてお使い頂くのはどうだろうか？」

　無感動な面持ちで、黙々と扶人の腕を揉みほぐす綾が提案すると、伊之助は鷹おう揚ように頷く。

「そうですね。ここが一番綺麗な部屋ですし、いいと思いますよ」

「待て。我の部屋は、すでに決まっておるぞ」

　暢のん気きに饅頭を咀そ嚼しやくしていた扶人は、教師陣の会話を遮さえぎり、なぜか恵那に流し目を送った。

　ヤバい、この眼は何かを企たくらんでいる。嫌な予感がして咄嗟に視線を逸そらそうとしたが、扶人の口が動く方が早かった。

「我は、そこな娘と同室で生活する」

「え、えぇぇぇええ──っっ!?」

　扶人の常識外れな要求に、恵那の裏返った悲鳴が上がる。

「どうして私が、あんたみたいな人と同室にならなきゃいけないの？　先生たちの言う通り、客間を使えばいいじゃない！」

　鬼き気き迫る顔で恵那からにじり寄られるが、扶人はそ知らぬ顔で湯吞みを傾ける。

「お前は我の下僕であろう？　就寝中に、我が荒御霊の襲撃を受けたらどうするつもりだ」

「だからって、男女が同じ部屋で寝起きするのは問題があるでしょう！　ただでさえ狭い部屋が、余計に狭くなるし……あぁ、もうっ！　先生たちも何とか言って下さいよっ！」

　ダンッと畳たたみを両手で叩き、恵那は二人の教師に救いを求めた。

　必死な形相の生徒から助けを求められ、伊之助と綾は顔を見合わせ、同時に小さく頷き合う。

「扶人殿、恵那さんとの同室の件ですが──」

　神しん妙みような顔で切り出した伊之助に、扶人は眉を顰めた。

「なんだ、貴様。我の決定に異論があるというのか？」

　同室の件を、伊之助が反対してくれる。困った時、やっぱり頼りになるのは伊之助だ。恵那はキラキラ輝く感動の眼差しで、うっとりと憧あこがれの人に見み惚とれる。

　だが、伊之助は朗ほがらかな笑顔で──首を横に振った。

「異論など、これっぽっちもございません。早速、恵那さんの部屋に夜や具ぐの用意を致します」

「え」

　空耳だろうか。今、とんでもない台詞が聞こえた気がする。

「いの先生!?　まさか、私とこの人を同室にする気じゃ……？」

「国守り様の御意向ですからね。恵那さん、今日からしっかりと、扶人殿にお仕えするのですよ？」

　頼みの綱つなは穏やかな微笑と共に、無残にも断ち切れる。

　ヒクリと喉のどを震わせた恵那は、山下の村まで轟とどろくような大絶叫を上げたのだった。
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　心地良い温ぬくもりに、意識が緩やかに浮上する。

　布団の中でもぞりと身み動じろぎすると、微かな甘い香りが鼻び腔こうを掠めた。どこか懐かしい桜のような香りに、自然と心が安らいでゆく。

　障しよう子じを閉めて寝たはずなのに、この香りはどこから漂ってくるのだろう。気になって確かめようとしたが、もう少しだけ穏やかなまどろみに身を委ゆだねていたくて、恵那は寝返りを打った。

　明け方の冷えた空気に、身体は自然と暖だんを求める。

　かたわらの温もりにすり寄り、恵那はふにゃりと頰を緩めた。

　あぁ、なんて温かいのだろう。

　トクン、トクン。一定の間隔で聞こえる音が、一度は浮上した意識を再び沈めようとする。

（……ん？）

　眠りの世界へ落ちる間際で、ふいに恵那は違和感を覚えた。

　自分は今、何に抱きついて眠っている？　上掛けの布団はちゃんと被かぶっているし、昨夜ゆうべは湯たんぽなんか使っていない。何より、それらの物体は鼓動などしない。

　それでは、この温もりの正体は？

　眠ねむ気けを堪こらえて瞼を押し上げると、はだけた寝間着の間から覗く逞たくましい胸板が、間近で視界に飛び込んだ。不可解な光景に、恵那はしぱしぱと目を瞬しばたたかせる。徐々に視線を上げていくと、自分を見つめる黒い瞳と、思いがけず目が合った。

「起きたか」

　妙に艶っぽい低い声で問われ、起き抜けでぼんやりしていた恵那は、思わずこくりと頷いた。が、直後に眠気が吹き飛んだ。

「な、なな……っ！」

　勢い良く飛び起きた恵那は、隣に横たわる扶人を真っ赤になって見下ろす。

　教師陣の一方的な決定で、昨夜から扶人との相あい部べ屋や生活は始まったが──気を利かせた夏なつ葉はが、就寝時や着替えの時に役立つだろうと、どこからか巨大な屛びよう風ぶを調達してくれた。

　昨夜はその屛風を間に挟み、揃って床とこに就いたはずだ。それなのに、どうしてこいつが自分と同じ布団で寝ているんだ？

　恵那は、混乱のあまり硬直する。

「おい、どうした。寝ね惚ぼけているのか？」

　寝乱れた白髪を搔き上げながら、扶人が身を起こすと、ふわりと桜の香りが流れてきた。さっきの香りは、こいつからしていたのか。

　そんなことが判明すると同時に、恵那の脳裏でプツリと何かが切れた。

「き、きゃああああ──っっ!!」

　甲かん高だかい悲鳴を上げた恵那は、扶人の頰を思い切り張り飛ばす。強烈な平手打ちを食らった扶人は、もんどりうって布団の上へ転がり、頰の痛みに苦く悶もんの呻うめきを漏らした。

「あんた、何考えてんの!?　夜中に乙女の布団へ潜り込んでくるなんて、サイッッテー!!」

　身を小さくして蹲うずくまっている扶人を、恵那は怒ど涛とうの勢いで声こわ高だかに詰なじる。

「……お前は、自分の行動も記憶していないのか？」

　火がつきそうなほど赤い顔で、恵那が怒りに打ち震えていると、打たれた頰を押さえた扶人がゆらりと身を起こす。言い逃のがれするつもりかと、恵那は更に語気を強める。

「なんのこと？　言いたいことがあるなら、はっきり言いなさいよ！」

「ならば、まずはこの場の状況を冷静に把握しろ。話はそれからだ」

　怒りの炎は衰えることを知らず、爆発的に炎上している。しかし、殺気立った扶人の雰囲気に圧おされた恵那は、おざなりに辺りを見渡した。

（……あれ？）

　おかしい。

　ここは、住み慣れた自分の部屋で間違いない。調度品や壁の色合いまで、完全に見覚えがある。だが、昨夜就寝した時とは明らかに様変わりしていた。

　半分に仕切った部屋の、向かって右側。鏡きよう台だいと文ふ机づくえが置かれている方で、自分は眠りに就いたはずだ。それなのに今いるのは、棚たなのある左側だった。

「もしかして……私の方が、あなたの布団に潜もぐり込んだの？」

　歯切れ悪く問えば、扶人は不ふ貞て腐くされた面つら構がまえで肯定する。

「夜中に起き出し、厠かわやにでも行くのかと思っていれば、無断で布団に転がり込んできおって。揺すっても起きず、追い出そうにも寝間着をしっかと摑つかまれていては、どうすることもできん」

「そ、そうだったんだ……」

「それで。お前は我に、何か言うべきことはないのか？」

　底冷えするような扶人の眼光に、冷や汗がドッと噴き出す。

　自分から彼の布団に潜り込んだのに、暴漢扱いした挙句、平手打ちまでしてしまった。蒼あお褪ざめた恵那は、慌てて扶人に頭を下げる。

「ごめんなさい！　私、とんでもない勘違いをしてたわ」

「勘違いで済むものか。この顔、どうしてくれる？」

　今や扶人の左頰は、赤く腫はれ上がっていた。

　平静を装っているが、内心では痛みを堪えているに違いない。もとが色白なので、腫れた頰が余計痛々しく見えた。

「えっと、お水で冷やす……？」

「お前、まだ寝惚けているのか？　治ち癒ゆ術じゆつで治せば手っ取り早いだろう。少しは頭を使え」

　扶人から手厳しく非難され、恵那はうっと言葉に詰まる。常識外れな神様に正論を言われると、無性に悔しく感じたが、今は取り急ぎ彼の治療をおこなわなくては。

　霊力制御の手てつ甲こうを取ってくるため、恵那が立ち上がった時だった。

「恵那さん、大丈夫ですか？」

　障子越しに伊之助の声が聞こえ、ビクリと肩が跳ねる。

　恵那がそっと障子を開くと、寝間着姿でカンナを腕に抱く伊之助が、朝焼けに染まる廊下に立っていた。

「徒ただならぬ悲鳴が聞こえましたが、何かありましたか？」

　軽く寝ね癖ぐせのついた髪を揺らし、心配そうに尋ねてくる伊之助に、恵那は大げさなまでに首を振る。

「な、何でもないです！　気にしないでください」

「それにしては、すごい悲鳴でしたよ？　もしや、扶人殿の身に何かあったのでは？」

　不審そうに眉を寄せ、伊之助は部屋の中を覗のぞき込もうとした。

　今、扶人の顔を見られるわけにはいかない。恵那は素早く伊之助の前に立ち塞ふさがり、しどろもどろで言い訳する。

「目が覚めた時、大きな鼠ねずみがいてビックリしただけなんです。だから、扶人は無事なので安心して下さい」

「鼠、ですか？」

　フム、と伊之助は思案顔になる。噓がばれないか恵那がひやひやしていると、やがて彼は穏やかに微笑んだ。

「私の部屋にはカンナがいるので、鼠が出たことはありませんが、他の場所ではよく現れるそうですね。何か、悪さはされませんでしたか？」

「私が大声を上げたら、すぐに逃げて行ったので大丈夫です。朝早くからお騒がせして、申し訳ありませんでした」

　恵那がペコリと頭を下げると、伊之助は緩く頭を振る。

「現れたのが荒御霊ではなく、鼠でよかったですね」

　冗談っぽくそう言った伊之助は、それ以上何も追及せず、身み支じ度たくがあるからと自室へ戻って行った。

　パタンと障子を閉め、恵那は長く安堵の息をつく。

　好きな人を騙だますのは気が引けたが、正直に事情を説明するわけにもいかない。扶人と同じ布団で寝ていたと伊之助に知られた日には、恥ずかしさのあまり死んでしまう。

「なにが鼠だ」

　心底不愉快そうに呟かれた一言に、恵那は我に返った。

　自分の枕元に用意していた着替えから、手甲だけ持って扶人のもとに戻ると、彼は恐ろしく不機嫌な気配を垂れ流していた。

「我を鼠呼ばわりするとは、いい度胸だな」

　布団の上に片膝を立てて座る神様から、完全に据わりきった目で睨まれ、さすがに恵那も罪悪感から胸が痛んだ。

「別に、あなたのことを鼠とは言ってないでしょう？　ああでも言って誤ご魔ま化かさないと、大おお事ごとになってたんだから勘弁してよ」

「大事なら、もうすでに起きていると思うが？」

　何が言いたいのかは、その腫れ上がった左頰を見れば嫌でも分かる。

　手甲をはめる恵那は、顔には出さず胸を撫で下ろす。相手が生き物だから、無意識に手加減していたようで助かった。怪かい力りきの自分が全力で平手打ちなどすれば、扶人の身体は障子を破って庭まで吹っ飛び、下手をすれば首の骨を折っていたかもしれない。

　扶人には申し訳ないが、頰が腫れただけで済んで本当によかった。

「それじゃあ、治療を開始させていただきます」

　こうして、恵那の下僕生活一日目は主の怪け我がの治癒から始まった。
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「あー、疲れたぁ……」

　午前の授業が開かれる裏庭へ向かう恵那は、早くも疲労困こん憊ぱいしていた。

（あんの、わがまま大王！　髪くらい自分で梳とかしなさいよね）

　扶人の怪我は完治したが、それからが大変だった。布団の片付けだけでなく、身支度まで手伝わされ、朝だけで一日分の労力を消費した気がする。

　そんな手のかかる神様は、朝あさ餉げを食べた後、黙ってふらりと姿を消した。

「恵那ちゃん、大丈夫？　なんか死相が出てるよ」

　身体を引ひき摺ずるようにして歩く恵那が、庫く裡りの前を通り過ぎた時。食器の後片付けを終えた夏葉が、俊しゆん太た郎ろうと共に裏口から出てきた。

　悩みとは無縁の笑顔で夏葉から顔を覗き込まれ、恵那はがっくりと項うな垂だれる。

「あんな身勝手なヤツにつき従ってたら、死相も出るわよ。どうして私だけ、朝からこんな最低な気分にならなきゃいけないの？」

「そういえば明け方に、お前の悲鳴が聞こえたが……いったい、何があったんだ？」

　襷たすきを解き、紺こん羽ば織おりに袖そでを通していた俊太郎は、思い出したように問う。その質問で、扶人の体温や甘い香りを思い出した恵那は、真っ赤な顔で俊太郎を振り返った。

「あ、あれは、鼠が出て驚いただけ！　だからもう、二度とその話題は出さないで！」

「……お前、随分と神経が逆立ってるな。大丈夫か？」

　鬼のような形ぎよう相そうで恵那から怒ど鳴なられ、俊太郎は面食らったように目を瞬しばたたかせる。「大丈夫！」と半ば自や棄けで答えた恵那は、長い髪を翻して前に向き直り、荒れた足取りでズンズン歩く。

　ひどく苛いら立だった様子の恵那に、俊太郎と夏葉は顔を見合わせて小首を傾げる。が、すぐに夏葉は明るい笑顔に戻り、先を行く恵那に小走りで追いつく。

「ねぇ、恵那ちゃん。それが昨日手に入れたっていう退魔具？」

　夏葉が指差したのは、長い下さげ緒おで背負った恵那の大太刀だった。

「俊ちゃんの太刀より大きいね。なんて名前？」

「雪桜っていうの。綺き麗れいな名前でしょう？」

「へぇ～、雪桜かぁ。名前もそうだけど、白い鞘さやも珍しくて綺麗だよね。実はボク、大太刀って持ったことがないんだ。よかったら、ちょっと持たせてくれない？」

　さすが、自称・祥泉堂の歩く武器庫だ。武器に関することになると、夏葉の目は異様に煌きらめきだす。

　餌えさを待つ子犬のような顔でお願いされては、無む下げに断ることもできない。

「別にいいよ、減るもんでもないし」

「やった！　恵那ちゃん、大好き～っ！」

　無邪気にはしゃぐ夏葉に苦笑しつつ、恵那は背負っていた雪桜を下ろした。

「はい、どうぞ」

　片手で持った雪桜を、何気なく夏葉へ差し出す。

　興奮に頰を上気させた夏葉が、両手で雪桜を持った次の瞬間──恵那が手を離すと同時に、彼は情けない声を上げて雪桜を取り落した。

「恵那ちゃん、この大太刀すっごく重いんだけど!?　危うくボク、肩が外れるトコだったよ！」

「おい夏葉、刀をぞんざいに扱うな。だいたいお前は大げさなんだ。いくらなんでも、肩が外れるほど重い大太刀があるもんか」

　夏葉を窘たしなめた俊太郎は、地面に落ちた雪桜を拾おうとする。

「……む？」

　まずは片手で持ち上げようとして、俊太郎は眉を顰ひそめた。両手で柄つかと鞘を握り、再度気合いを入れて踏ん張ると、ようやく雪桜は地面から離れたが──すぐに、ドスッともとの場所へ落とされた。

　かなり無理をして持ち上げたようで、俊太郎は荒い呼吸を繰り返している。揶や揄ゆするように笑う夏葉は、長い三つ編みを揺らして俊太郎に問う。

「ね、重かったでしょう？」

「あぁ、重いな……」

　深呼吸をした俊太郎は、困惑顔で恵那を見つめる。

「お前はよく、こんな重い刀を片手で持てるな？　俺だったら、背負っているだけでも確実に肩を壊すぞ」

「俊ちゃんはそれだけで済むだろうけど、ボクだったら背が縮むと思うよ。──あ、その前に後ろにひっくり返って、起き上がれなくなるか」

「えー、そんなに重い？　私は全然、そんな風に感じないけど」

　ひょいっと拾い上げた雪桜を、恵那は元通り長い下げ緒で背負う。平然と雪桜を背負った恵那に、学友二人は揃って目を丸めた。

　自分の退魔具を装備しただけなのに、どうしてそんなに驚くのだろう。何とも解げせない思いで首を捻ひねるが、そんなことはどうでもいいかと、恵那は思考を切りかえた。

「二人共、いつまでぼーっとしてるつもり？　早くしないと授業が始まっちゃうわよ」

　俊太郎と夏葉の後ろに回り込み、恵那は「さぁ、急いで」と二人の背中を押す。

　今日の実技は、初めて受ける武器演習だ。伊之助が直じき々じきに、武器の扱いを教えてくれる授業なので、裏庭を目指す恵那の足取りはおのずと軽くなる。

（いの先生の授業で、ヘマなんかできないもん。頑張らなくっちゃね！）

　伊之助に、自分の実力を見せる絶好の機会だ。

　恋心を糧かてに疲労感を吹き飛ばした恵那は、意い気き揚よう々ようと武器演習に臨のぞむのだった。







　──が、人生そう上手くはゆかないもので。

　武器演習が始まって早々、恵那は大きな壁にぶち当たった。

「どうしてこの刀、鞘から抜けないのぉ!?」

　渾こん身しんの力で雪桜の柄を引っ張るが、一向に抜ばつ刀とうできない。まるで、刃が鞘と同化してしまったようだ。

「どうやら雪桜は、通常の大太刀とは扱いが違うようですね」

　己の退魔具相手に、悪戦苦闘する恵那を見守っていた伊之助が、その時初めて口を開いた。

「おそらく雪桜を抜刀するには、特殊な手順が必要なのでしょう」

「それって、どういう意味ですか？」

　恵那が率直に質問すると、伊之助は自分の退魔具を手に取った。

「たとえば、私の退魔具がよい例です。この〝双そう流りゆう〟は霊力を流し込まなければ、鞘から抜くことができません。見ていてください」

　そう言った伊之助は、ぐっと小こ刀がたなを抜こうとする。

　いつもは滑るように抜ける刀身が、今はまったく鯉こい口くちが切れない。腕に力が入っているので、伊之助が演技をしているわけでもなさそうだ。

「今は、普通に抜こうとしてみました。恵那さんの刀と同じく、抜刀できなかったでしょう？　次は霊力を込めて抜いてみますね」

　恵那に分かりやすいよう、霊力を可視状態で右手に溜めた伊之助は、再び小刀の柄へ手をかける。すると、何の抵抗もなく鞘から白刃が現れた。

「ほら、今度は簡単に抜けた」

　伊之助からにこりと笑いかけられ、恵那は感動して何度も頷く。

「恵那さんも、今の方法を試してみてください」

「はい、わかりました！」

　元気よく応じた恵那は、早速右手に霊力を集中させる。手のひらが白銀に輝く霊気を放ちだすと、ごくりと生なま唾つばを吞み込んで、慎重に雪桜の柄を握った。

「……あ、あれっ？」

　グッと柄を引っ張るが、相変わらず鯉口は接着したように離れない。

「いの先生、駄目みたいです」

　萎しおれた花のように項垂れる恵那に、伊之助もどうしたものかと眼鏡の位置を直す。

「困りましたね。大抵の退魔具なら、この方法で解放できるはずなんですけど……」

「他に、退魔具を解放する方法ってないんでしょうか？」

　恵那から縋すがるような眼差しで見つめられ、伊之助は「大丈夫ですよ」と微笑む。

「他にも方法は沢山ありますから、私と一つずつ試してゆきましょうか」

「無駄だな」

　突如響いた不機嫌な声が、伊之助の言葉をばっさりと切り捨てる。

　恵那が背後を振り返ると、いつからそこにいたのか、扶人が錫杖に凭もたれるようにして立っていた。彼は、雪桜を持つ恵那へ見下したような視線を落とし、口端だけで不敵に笑む。

「過去に多くの修祓師を下僕にしてきたが、己の退魔具を扱えぬ者などいなかったな。使いこなすことができねば、どれほど立派な退魔具とて、ただのガラクタだ」

「人の退魔具を、ガラクタ呼ばわりしないでよ！　それに、私が雪桜を手に入れたのは昨日なのよ？　たった一日で、そう簡単に使いこなせるわけないでしょう!?」

　影のように現れ、何を言い出すかと思えば嫌味か。くだらないことで授業を邪魔するなと、恵那は憤ふん慨がいする。

　その時、強めの風が吹いて、扶人の持つ錫杖がシャラリと音を立てた。

　涼しげな音色に、そういえばと恵那は思い出す。

「ねぇ、扶人は雪桜の名前を私に教えてくれたでしょう？　それってつまり、前から雪桜のことを知ってたってことよね？」

「回りくどい言い方をするな。知りたいことがあるなら、簡潔に言え」

「えっとね。名前を知ってたなら、解放の仕方も知ってるんじゃないかと思って。もし、心当たりがあったら、教えてほしいんだけど──駄目？」

　機嫌を窺うような上目遣いをする恵那に、扶人は素っ気なく背中を向ける。

「己の退魔具くらい、自力で解放してみせろ。雪桜がお前を主あるじと認めているのなら、以前と変わらず、自おのずと解放されるはずだ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　それってどういうこと？」

　意味深な言葉に、恵那は必死で食い下がろうとするが、関心が失せたらしい扶人は本堂の方へ去ってしまう。

（なにさ、扶人のひねくれ者！　知ってることがあるなら、手掛かりくらいくれてもいいのに）

　しかめっ面になった恵那は、両手で握り締めた雪桜を改めて見つめる。

（雪桜を解放できないのは、私が主と認められてないから？　そんなことあるわけないじゃない。持ち主に逆らう退魔具なんて聞いたことないし、いい加減なこと言わないでほしいわ）

　わざと意地悪を言って、扶人は自分を困らせているんだ。こんな陰湿なことをする奴が、多くの民から信仰を集める国守りの神だなんて、呆れを通り越して笑えてくる。

　今に見ていろ。決意の炎を瞳に宿した恵那は、伊之助に向き直って気迫たっぷりに宣言する。

「いの先生、別の解放の仕方を教えてください！　どんな方法を使っても、私は絶対に雪桜を抜いてみせます！」

　やる気に満ちた恵那に、伊之助はただ優しく微笑んで頷いた。
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（う～～～っ！　どうして雪桜は、私の言うことを聞いてくれないの？）

　伊之助の手て解ほどきを受けながら、恵那は雪桜を鞘から抜こうと奮闘した──が。結局、授業が終了するまで、彼女が雪桜を抜刀することはできなかった。

（せっかく、いの先生が付きっきりで指導してくれたのに……）

　がっくりと肩を落とした恵那は、大きなため息をつく。いい所を見せるどころか、とんだ失態を晒さらしてしまった。

　そんなことを鬱うつ々うつと考えながら、井戸から汲くんだ水を炊事場へ運ぶ。

「恵那ちゃん、いつも悪いわねぇ」

　水みず瓶がめに新しい水を注ぎ足していると、家の奥から中年の女性が出てきた。

「私が腰を悪くしなけりゃ、迷惑かけずに済んだのに……」

「気にしないでよ、お妙たえさん。いつも、美お味いしい野菜を貰ってるんだもの。そのお返しができて、私は嬉しいんだから」

「やだねぇ。あの野菜は、恵那ちゃんが家のことを手伝ってくれるから、お礼として届けてるんだよ。祥泉堂の子たちは、村の仕事をよく手伝ってくれるから、もっと恩返しをしてもいいくらいだ」

　大きな口を開けて朗ほがらかに笑うお妙に、恵那は柔らかく頰を緩める。

　今日は、午後の授業が休みだ。こんな日は、日頃食材を差し入れてくれる村人に恩返しするため、恵那は村の仕事を手伝っていた。

「それにしても、そっちの兄さんは見かけない顔だね？」

「えっ」

　お妙から背後を指差され、恵那はきょとんと目を丸める。

　誰のことを言っているのだろう。裏口を振り返った恵那は、堪こらえる間もなく裏返った叫び声を上げた。

「で、出たぁ！」

「……鼠の次は、化け物扱いか」

　眉み間けんに深い皺しわを刻み、裏口に立ち塞がっていたのは扶人だった。

　行き先も告げず、こっそり祥泉堂を出てきたのに。神出鬼没な神様に、恵那は痛むこめかみを揉みほぐす。

「あなた、どうしてここにいるの？」

「茶の支度を命じようとしたが、お前の姿が見えぬのでな。気配を追ってきたところ、この粗そ末まつな家に辿り着いたのだ」

「ちょ、ちょっと……っ！」

　確かに村の家か屋おくは粗末だが、それをはっきり口にするヤツがあるか。

　焦った恵那は、これ以上の失言をさせないよう扶人の口を塞ごうとした。

「あらあら、楽しそうにじゃれ合っちゃって。もしかして、恵那ちゃんのいい人かい？」

　幸さいわいなことに、炊事場の奥にいるお妙には、扶人の暴言は聞こえなかったようだ。むしろお妙には、扶人の口を閉ざそうと奮闘する恵那の姿が、恋人同士の戯たわむれに見えたらしい。

　ボンッと顔を赤くした恵那は、首をもげそうな勢いで左右に振る。

「こ、この人はそんなんじゃないの！　昨日から祥泉堂に滞在することになった、ただのお客さんなんだから」

「いいんだよ、無理して誤魔化さなくても。おばちゃん、この村で一番口が堅かたいから安心しな。その兄さんとの関係は、秘密にしといてあげるからさ」

「～～～っ！　だから、それは誤解なんだってばぁ！」

　ますます顔を赤くした恵那の訴えを、お妙は「はいはい」と笑顔で受け流す。

　こんな冷血神様と恋仲に間違えられるなんて、最悪だ。お妙のことは信じたいが、井戸端会議で口を滑らせたが最後、自分たちの誤った関係は村中に知れ渡るだろう。

　その噂が伊之助の耳に入ったら──と考え、恵那はこの世が終わるほどの絶望を感じた。

「そうだ！」

　頭を抱えて唸る恵那を尻目に、お妙が名案をひらめいたように両手を打つ。

「恵那ちゃん、水汲みはもう終わったんだろう？　まだ時間があるなら、外から縁側へ回ってくれるかい？」

「？　別にいいけど、何をするの？」

「それは、後でのお楽しみってもんさ。私はお茶の用意をして行くから、先にそっちの兄さんと待ってておくれ」

「う、うん……」

　お妙の勢いに圧され、恵那は小首を捻りながらも炊事場から出た。

「あの女は、随分と面白いことを言うな」

　炊事場で茶の支度をするお妙を外から眺め、扶人はニヤリと口端を上げる。

「お前のような跳ねっ返りが、我と恋仲に見えるとは驚きだな。我としては複雑だが、お前は光栄に思っても良いぞ？」

「だ、誰がそんな風に思うもんですかっ！　っていうか、どうしてあんたはそんな平然としてられるの？　私、すっごく恥ずかしかったんだからね!?」

「女子おなごとは、あの手の話題を好む生き物だ。否定するだけ逆効果だぞ」

「ぐ……っ」

　的を射いた扶人の指摘に、恵那は反論できずに押し黙った。

　──が、内心では不平不満が渦巻いていた。相手が本命の伊之助なら大歓迎だが、自分を下僕扱いする奴と噂されるなんて、恋する乙女には致命的なことだ。

「あんた、私と恋仲だと誤解されたままでもいいの？」

　ゆったりと歩き出した扶人の背を追い、嚙みつくように問うてみるが、彼の反応は相変わらず冷めたもので。

「人の噂も七十五日。放っておけば、知らぬ間に消えるだろう」

「こんな時ばっかり、達観するんじゃないわよ～っ！　あんたは男だから、そんな悠長なことが言えるんだから！　私は嫁入り前なのに……っ！」

「ならば、お前は好きなだけ否定しろ。まぁ、火に油を注ぐようなものだと思うが」

　動揺した素振りすら見せず、錫杖を鳴らして悠々と歩く扶人に、恵那はギリッと歯嚙みする。

　その無頓着な考えにも腹が立つが、勝手に後を尾つけられたことにも、恵那は遅ればせながら怒りを覚えた。こいつさえ祥泉堂で大人しくしていれば、お妙から変に勘かん繰ぐられなくて済んだのに──と、長い白髪が揺れる背中を、怨おん念ねんすら込めて睨む。

「恵那ちゃん、お待たせ」

　三羽の鶏にわとりが放し飼いにされた裏庭へ回り、扶人から距離を開けて縁側に座っていると、やがて部屋の奥からお妙が出てきた。

「じつはね、ずっと前から恵那ちゃんに見せたかった物があったんだよ」

　お妙は湯吞みを載せたお盆の下に、蒔まき絵えの小箱を持っていた。

　恵那と扶人にお茶を出し、盆を脇に置いたお妙は、静かに小箱の蓋ふたを開ける。

「うわぁ、お化粧道具が一杯！」

「どうだい、見事なもんだろう？　私がこの家に嫁とついでくる時、おっかさんから貰もらった嫁入り道具なんだ。うちは貧乏だけど、これだけは値の張るいい品だよ」

　薄っすらと皺の浮く目元を緩め、お妙は化粧箱を見下ろす。

「こんな田舎じゃ、化粧する機会なんてないだろう？　娘がいたら、その子が嫁ぐ時に持たせてやりたかったけど、うちは子供が生まれなかったからねぇ。だから、この化粧道具は、恵那ちゃんがお嫁に行く時にあげるよ」

「えっ、こんな大事な物を私なんかに……!?」

「恵那ちゃんだって、もう年頃の娘だからねぇ。いい人もできたことだし、今からこれを使って化粧の練習をしてごらんよ」

「だ、だからそれは誤解なんだってばぁ！」

　しどろもどろに弁解するが、お妙はそれを照れ隠しだと勘違いして、笑顔で化粧道具を押しつけてくる。あんたも否定しなさいよと、恵那は目で扶人に訴えたが、彼は我関せずの態度で湯吞みを傾けていた。

　味方は、どこにもいないようだ。

「ほら、これが白おし粉ろいだよ。こっちの紅は真っ赤で綺麗だろう？　ちょっと派手だけど、恵那ちゃんなら似合うと思うよ」

　心弾んだ様子で化粧品を広げるお妙に、恵那は「うっ」と反論の言葉を吞み込む。

（お妙さん、すごく嬉しそう……）

　子宝に恵まれなかったお妙は、祥泉堂の生徒たちを我が子のように可愛がっている。特に恵那のことは、女の子だから色々気に掛けていた。

（母さんが生きてたら、こんな風にお化粧を教えてくれたかしら？）

　鏡を出したり、手て拭ぬぐいの用意をするお妙を見て、今は亡き母親へと想いを馳はせる。こうしていると、本当の母親と一緒にいるみたいで、じんわりと胸が温かくなった。

　やがて恵那は、自らお妙の化粧道具に手を伸ばした。

「実は私、お化粧って苦手なの。何度か変装の授業で習ったんだけど、いっつも失敗して、綾先生に叱られるのよね……お妙さん、お化粧のコツ教えてくれる？」

「あぁ、任せておきな。私の技術を、みっちり仕込んであげるよ」

　胸を叩いて鷹おう揚ように頷いたお妙に、恵那もはにかむように笑う。

　化粧に必要な水を恵那が井戸から汲んでくると、お妙は早速白粉の袋を開けた。

「最初は一人で、白粉を塗ってごらん」

「う、うん」

　白粉を溶いた小皿を手渡され、ピンッと気持ちが張り詰める。

　化粧が苦手なのは本当だ。今回はおかしな顔になりませんようにと祈り、恵那は指先で掬すくった白粉を顔に塗ってゆく。

「あ、あれっ？　おかしいな……」

　全体に白粉を伸ばしたつもりが、ムラができてしまった。薄い部分へ白粉を塗り重ねると、今度は別の場所と色合いが違ってしまい、更に白粉を塗る。

　それを何度も繰り返すものだから、恵那の顔は見る間に白くなってゆく。

「恵那ちゃん、ちょっと待ちな！　それ以上塗ったら、舞まい妓こさんみたくなっちまうよ」

　厚く白粉を塗りたくる恵那を、お妙が見兼ねて止めるが遅かった。

「あ……」

　鏡に映るのは、漆しつ喰くいの壁のようになった顔。

　またやってしまったと、恵那は落ち込む。猛烈な恥ずかしさに頰が熱くなるが、肌の赤味が分からないほど白粉の層は分厚い。

「それでは、化粧ではなく塗と装そうだな」

「──っ!?」

「舞妓の化粧にはもっと品がある。お前のその顔は、オカメ……いや、塗り壁で十分だな」

　冷めた眼差しで皮肉を言い、扶人はフンと鼻で笑う。その一言に、恵那は脳天に岩石が直撃したような衝撃を受けた。

　オカメも酷い言い草だが、塗り壁なんて無機物じゃないか。

「こら。あんたは、女の子になんてことを言うんだい」

　放心した恵那に代わり、辛しん辣らつな言葉を吐いた扶人を、お妙が苦笑混じりに窘める。

「私だって化粧を教わりたての頃は、顔中を真っ白にしたもんさ。女の子はそうやって、化粧を覚えていくもんなんだよ。──ほら、恵那ちゃん。大丈夫だからこっちに顔を向けてごらん。私が直してあげるから」

　明るく励ましてくれるお妙に、恵那は伏せていた顔をおずおずと上げた。

　塗り壁のようになった顔を見ても、お妙は笑いもせず化粧を直してくれる。肌を撫でる指先の温もりが心地良く、思わず頰が緩みかけ、恵那は慌てて表情を引き締めた。

「紅は下唇には濃く、上唇には薄く塗るんだよ。恵那ちゃんの場合だと、頰紅は控えめにしといて、目元に紅を入れた方が可愛いかもしれないね」

　筆で眉を描かれたかと思えば、頰紅を叩かれ、あっという間に唇に紅が差される。お妙の手際のよさに感服していると、「さぁ、できたよ！」と鏡を差し出された。

　恐る恐る覗き込んだ鏡面には、普段よりぐっと大人びた自分の顔が映り、恵那はぽかんと口を開く。

「これが、私……？」

「どうだい、別べつ嬪ぴんさんになっただろう？　これならいつだって、お嫁に行けるよ」

　笑顔で太鼓判を押すお妙に、鏡の中の自分に見入った恵那は上うわの空で頷く。

　濡れた手拭いで大半の白粉を落とした肌は、薄っすらと落ち着いた白さになっている。童顔を際立たせる大きな瞳も、目元に入れた紅のお陰ですっかり幼さが抜けた。派手だと思っていた赤い紅も、実際に唇へのせてみると上品に見え──まるで、別人を見ているようだ。

　熱心に鏡面を凝視していると、徐々に喜びが湧き上がってきた。

「どうよ、扶人。これなら塗り壁でもオカメでもないでしょう？」

　得意げに笑った恵那は、ズイッと身を乗り出すように、扶人へ顔を近づける。

　鼻先が触れ合うほどの距離から無邪気に笑いかけられ、扶人はわずかに目を瞠みはった。──が、彼は無言ですぐにそっぽを向いてしまう。

「ちょっと。せっかくお妙さんがお化粧してくれたんだから、ちゃんと私の顔を見てよ。塗り壁なんかより、ずっと可愛くなったでしょう？」

「塗り壁と張り合う女子など、この世でお前くらいだろうな。あと、むやみに顔を近づけてくるな。慎つつしみが足りんぞ」

　なおも顔を寄せてこようとする恵那の額を、扶人は目線を逸らしたまま片手で押し返す。

　綺麗に化粧をした顔を見せて、あっと言わせようと思ったのに。あまりに素っ気ない扶人の対応に、恵那は頰を餅もちのように膨らます。

「おーっ、恵那ちゃん。またうちの手伝いにきてくれたのかい？」

　茶ばかり啜る扶人の横顔を、恵那がじっとり睨んでいると、朗らかな声が裏庭に響いた。

　鍬くわを担いで表の方から現れたのは、お妙の旦だん那なの五ご助すけだった。首から下げた手拭いで、豪快に顔を拭う五助は、恵那の顔を見て歓声を上げる。

「なんだ、今日の恵那ちゃんはえらく別嬪さんじゃないか！　しかも、二枚目の兄さんまで連れて来ちまって、嫁入りの挨拶か？　こりゃ、めでてぇな！」

「もうっ！　五助さんまで、お妙さんと同じこと言うんだから。残念だけど、私はまだお嫁に行きません。この人は、祥泉堂のお客さんなの」

「お、そうだったのか？　俺はてっきり、恵那ちゃんのいい人かと思ったんだがなぁ」

　がっはっはと大笑する五助に、また勘違いが広がったと恵那の胃がズンと重くなる。

「それよりお前さん、今日はずいぶんと帰りが早いじゃないか。何かあったのかい？」

　手をつけていない自分のお茶を差し出すお妙に、五助はそれまでの笑顔を引っ込め、急に神妙な顔つきになった。

　鍬を下ろし、温くなったお茶で喉を湿した五助は、深いため息と共に空を見上げる。

「このところ、まとまった雨が降ってねぇだろう？　冬場も雪が積もらなかったせいで、雪ゆき解どけ水も例年より少なくてなぁ。どうやら、堰せきの水が干上がりかけてるらしいんだ」

「そりゃあ、大変じゃないか！　水がなかったら、どうやって米を作るんだい？」

「それを、これから村の男衆で話し合うんだ。せめて、年ねん貢ぐ米まいだけでもどうにかしねぇと、村人全員で首くび括くくるしかなくなるからな」

　空になった湯吞みをお妙に返し、五助は唐突に空へ向かって大声で叫ぶ。

「おーい、神様！　いるんだったら、雨を降らしてくれぇ！　──なーんて言っても、聞こえるわけねぇか」

「……っ」

　ビクッと肩を揺らした恵那は、目線だけ動かして扶人を見る。

　認めるのは癪しやくだが、神様ならここにいる。それも、那国に存在する神々の頂点に立つ、最大級の神様が。

（扶人なら、雨とか降らせられないかしら？）

　できるかどうかは分からないが、試す価値はある。

　田植え真っ盛りの時期に水不足なんて、稲が育たないだけでなく、日常生活にだって深刻な影響が出るだろう。村の人たちが困っているのなら、なんとかしてあげたい。

「お妙さん、可愛くしてくれてありがとう。私、用事を思い出したからもう行くね」

　笑顔で別れの挨あい拶さつをした恵那は、扶人の腕を引いてお妙の家を後にした。







「こんな暗がりに我を連れ込んで、いったい何のつもりだ？」

　引ひき摺ずられるようにして、人ひと気けのない雑ぞう木き林ばやしまで連れてこられた扶人は、組んだ腕を指先でトントン叩いてる。

　静かに苛立つ扶人に、恵那はなんの前置きもなく深く頭を下げた。

「お願い、村に雨を降らせて！」

「……なんだと？」

「水不足で堰が干上がってるって、あなたも聞いてたでしょう？　このままだとお米が穫とれなくて、村の人たちが暮らしていけなくなっちゃうわ。だから、あなたの力で雨を降らせてほしいの」

　水みな部べ村むらの住人は、誰もが朗らかな人柄をしている。顔を合わせれば、みんなで食べろと野菜を分けてくれるし、嵐で壊れた本堂の修しゆう繕ぜんも手伝ってくれた。

　そんな優しい人たちが困っているのを、黙って見過ごすことはできない。

「お前は、村人のために我へ雨を乞こうのか？」

　顔を上げると、扶人はさも解げせないと言いたげに、柳眉を歪めていた。

「村に雨を降らせたところで、お前には何の見返りもないだろう。しかし、お前は我に頭を下げる。それは、なぜだ？」

「そんなの、困ってる人たちを放っておけないからよ。それ以外の理由なんて、必要ないでしょう？　私が頭を下げて村の人たちが助かるなら、何度だって頭を下げる。土下座だってできるわ」

「ほぉ。他人のために土下座までするとは、度を超えたお人好しだな。お前とて、叶えたい願いの一つや二つあるだろう。己の願いよりも、他人の願いを優先させるとは──馬鹿か？」

「自分の願いは、自分で叶えてこそ意味があるの。でも、村に雨を降らせるなんて、私がどんなに努力してもできないわ。これは、あなたにしか頼めない願いなのよ」

「我にしか、頼めぬ願い……か」

　じっくり嚙み締めるように呟き、扶人は口端を吊り上げる。

「神頼みする輩やからなど、業ごう突つく張ばりだけかと思っていたが、お前のように阿あ呆ほうな願いをする者もおったとはな。実に興味深く、面白いぞ」

「あのねぇ……。さっきから、人のこと馬鹿とか阿呆とか言ってるけど、私は真ま面じ目めにお願いしてるのよ？」

　もう少し真剣に取り合ってよと、扶人へ詰め寄ろうとした時、鼻先へ錫杖の先を突きつけられて目を剝く。

　涼しげな音を立てる遊ゆ環かん越しに、珍しく扶人が機嫌よさそうに笑っている。

「安心しろ。お前のような馬鹿で阿呆者は、嫌いではないぞ」

「それって、褒めてるつもり？」

「さぁ、どうだかな。嫌いではないと言ったが、お前のような奴が賢いとは言ってはおらん。他人のために尽くすなど、貧乏くじを自ら引くようなものだ。──まぁ、今の我は気分が良い。特別に、お前の願いを叶えてやっても良いぞ」

「本当っ!?」

　偉そうに胸を反らす扶人に、恵那はしかめっ面から一変して、煌きらめく笑顔になる。

　面倒臭がられて、断られるかもしれないと思っていたけど、駄目もとで頼んでよかった。これで村の人たちが助かると、鉛のようだった心が一気に軽くなる。

「お前は、少し離れていろ」

　両手で錫杖を構えた扶人は、静かに瞼を閉ざした。少し離れた場所へ移動した恵那は、扶人が何をするのかジッと見守る。

　精神統一する扶人を中心に、風が緩やかに流れ出す。長い白髪が宙へ舞い上がり、彼の足元からは、金色に輝く濃密な霊気が溢あふれ出した。

（この感じ、扶人が龍になった時と似てる気がする）

　軽い閉塞感から胸元を握り、恵那はごくりと生唾を吞み込む。呼吸の仕方を忘れてしまうほどの、圧倒的な霊気が周囲に広がり、極度の緊張から背筋を冷や汗が伝う。

　逆巻く風の中に立つ扶人が、ゆっくりと瞼を開ける。普段は黒い瞳が、今では眩い金色に輝いていた。

（龍の時と同じ、綺麗な金色だ……）

　満月を思わせる瞳に、恵那は釘づけになる。その刹せつ那な、扶人が錫杖で強く地面を打った。

　シャンッ──と、空を貫くように遊環が鳴る。荘そう厳ごんな音が響くと同時に、辺り一帯に漂っていた霊気が、一気に天へ昇り四散した。

　金色の霊気が駆け抜けた空は、急速に分厚い雨雲に浸食されてゆく。

「あっ」

　ぽたりと鼻の頭を打った雨粒に、恵那は驚きの声を漏らす。その声が皮切りとなったように、大粒の雨が音を立てて降り始めた。

（本当に、雨を降らせちゃった……）

　龍の本性を見せられても、普段の見た目は人間と変わらないので、恵那は他者と接するように扶人とも接してきた。けれど、こんな簡単に雨を降らせてしまうなんて──。

　やっぱり彼は、那国を守る気高き守護神なんだ。

「どうした、ぼんやりなどして。せっかく我が願いを叶えてやったのだから、礼くらい言ったらどうだ」

　空に向けていた顔を地上へ戻せば、黒い瞳に戻った扶人から見つめられていた。

　彼の眼差しから逃れるように、恵那は深く頭を下げる。

「私の願いを叶えて下さって、ありがとうございました」

「……は？」

　丁寧な礼を述べた恵那に、扶人は険しく眉間に皺しわを刻む。

「なぜ、急に敬語を使う？」

「それは、あなたが神様だから……」

「ふざけるな。お前と出会った時から、我が神でなかったことはない。どのような心境の変化なのかは知らんが、今更慣れない敬語など使うな。気き色しよく悪くてかなわん」

　次の瞬間、雨に打たれて冷え始めていた身体へ、バサッと何かが落ちてきた。

「これは……」

　頭から被かぶせられたのは、扶人が肩にひっかけていた羽織だった。

　どうしてこんなことを？　目線でそう問えば、扶人は不ふ貞て腐くされたように視線を逸らす。

「雨で化粧が流れたら、塗り壁より酷いことになるぞ。堂へ戻るまで、そいつを被っていろ」

「で、でもっ！」

「これから更に雨あま脚あしが強くなる。我は、先に戻るぞ」

　羽織を返そうとする恵那を無視して、扶人はさっさと雑木林の出口へ向かう。

　当然のように奇跡を起こした扶人は、畏い怖ふの念すら抱かせる神こう々ごうしさを纏っていた。それなのに、黒い瞳に戻った途端、彼はいつもの強引な調子を取り戻す。

（私、今まで通りでいいの？）

　頭から被った大きな羽織の裾を握り締め、恵那は遠ざかる扶人の背中を見つめる。

　敬語を使うのを止められ、羽織まで貸してくれた。急に、扶人の存在が遙か遠くへ行ってしまったように感じていたのに──彼の方から、立ち竦んだ自分へ歩み寄ってくれた。

　持ち主の温もりを残した羽織からは、微かに甘い桜の香りがする。

　小さく微笑み、しっかり羽織を被り直した恵那は、激しく降る雨の中を駆け出す。

「扶人ぉー、私も一緒に帰るから待ってよーっ！」

　大声で呼びかけても、扶人が立ち止まることはない。

　それでも、少しだけ彼の歩みが遅くなったような気がして、恵那は笑みを深くした。
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　その夜。

　扶人が降らせた雨も、夜の帳とばりが落ちるとともにやんだ。

　雨雲の消えた空には、半分の月が浮かんでいる。久しぶりに降った雨に喜び、そこかしこで合唱する蛙の声が耳に賑やかだ。

「あーあ……夜なんか、こなくていいのに……」

　風ふ呂ろ桶おけを小脇に抱え、長屋の自室へ戻る恵那の足取りは重かった。

　部屋に戻れば、昨夜と同じく扶人と屛びよう風ぶを挟んで寝ることになる。また寝惚けて、扶人の布団に潜り込んでしまわないだろうか。身体は疲れているのに、このままだと色々なことを意識しすぎて、一睡もできそうにない。

　だからと言って、部屋に戻らなければ後で扶人がうるさそうだ。

（えぇい！　こんなこと、いつまでもウジウジ悩んでるなんて私らしくない！）

　逃げられない運命を嘆いても仕方ない。腹を括くくった恵那は今までとは打って変わり、キビキビと歩き出す。

（……ん？）

　長屋前の庭に足を踏み入れた恵那は、はたと歩みを止めた。

　宵よい闇やみの中に、蛍ほたる火びのような小さな明かりが灯ともっている。

　懐かしい紫し煙えんの香りが、ふわりと鼻腔を掠めた。縁側から片足を垂らし、煙管きせるを銜くわえている人物を見つけた瞬間、恵那は大きく目を瞠った。

（──なんで？　どうして？）

　夜よ目めが利く恵那は、縁側の縁に腰を下ろして煙管を吸う扶人の姿を、はっきり捉えている。それでも一瞬だけ、今は亡き父親の面おも影かげが彼に重なって見えた。

　扶人が紫煙を燻くゆらせている煙管と、膝の上に置かれた煙草入れは、文机の上に飾っておいた父親の形かた見みだ。毎日、寝る前と起きた時に手を合わせているのだから、遠目でも見間違えるはずがない。

　顔つきはまったく違うのに、煙管を吸う扶人の仕し草ぐさは父親とどこか似ていた。

　胸の奥が、切なさと共に熱くなる。大事にしていた遺品を勝手に使われたのに、懐かしさと愛おしさが込み上げてくるのは──多分、彼に父親を重ね見たせいだろう。
















「おい。我に見惚れるのは勝手だが、そんなところに突っ立っていると湯ゆ冷ざめするぞ」

「……っ!!」

　唐突に扶人から声をかけられ、恵那は息を吞む。

　ぼーっと夜空を眺めているだけかと思いきや、周囲の気配には敏感なようだ。

　一番風呂に浸かった扶人は、寝間着姿で夜風にそよそよと白髪を靡かせている。深く吸い込んだ紫煙を長く吐き、涼しげな流し目を送られ、恵那の心臓がトクンと跳ねた。

　月明かりのせいだろうか。今夜だけは無愛想な顔が、妙に妖よう艶えんに、色っぽく見える。

（い、色っぽいって──私ったら、なに考えてんのよ！）

　こんな唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く男に、ときめいたりなどするものか。

（私の好きな人は、いの先生だもん！　扶人なんて、全然眼中にないんだから）

　自分自身に言い訳をしつつ、恵那は気恥ずかしさを散らすように、ズカズカと縁側へ歩いて行く。

「ねぇ、扶人。それって私の部屋に置いてあったものでしょ？」

　扶人から少し離れた場所に座り、恵那は若干責めるような口調で問う。月を眺める扶人は、彼女の苛立ちを気にかけもせず素っ気なく答える。

「あぁ、そうだ。風呂上がりの一服に、ちょうど良いと思ってな」

「人の物を勝手に使うのもどうかと思うけど、それ以前に、あなたは煙草とか吸ってもいいの？　神様って、品行方正な印象なのに……」

「それは、お前の勝手な思い込みだ。我は煙草だけでなく、酒や博打ばくちも嗜たしなむぞ。神にも娯楽は必要だからな」

　そんなことを得意げに言うな、この不良神。

　恵那が心中で毒づいていると、扶人は「それにしても……」と眉を顰めた。

「お前も、人のことは言えんだろう。神社に籍を置く見習いの修祓師でありながら、喫煙などしているとは、大だい宮ぐう司じの爺じじいが知れば即刻除籍されるぞ」

「残念でした。私は煙草を吸ったりなんかしないわよ。それは、九年前に亡くなった父さんの形見なの。ちなみに、いつも私が使ってる赤い髪かみ紐ひもは、母さんの形見」

　形見という単語を耳にすると、夜空に散らばる糠ぬか星ぼしを眺めていた扶人は、静かに眼差しをこちらへ向けてきた。

「……お前、親がいないのか？」

「いないよ。私が六歳の時、荒御霊に襲われて殺されちゃったから」

　普段は意識して思い出さないようにしている、血濡れた過去。もうかなりの年月が経っているはずなのに、あの晩に起きた出来事は、心の奥底に根を張っている。

「隣村で疫病が流行ったのが、すべての始まりだったわ。亡くなった人たちが大勢荒御霊になって、百鬼夜行みたいに私の住んでた村を襲ったの。両親はその時、私を庇かばって……」

　三人で川の字になって眠っていた時、異い形ぎようの化け物が家の戸口を破壊して現れた。

　逃げ出す途中、母親は真っ先に荒御霊から狙われた自分を庇い、胸を貫かれて落命した。そして、泣き叫ぶ自分を抱きかかえた父親は、家から逃げ出そうとしたところで捕まり、ギリギリと首を締め上げられて──……。

　飾り職人の父親は、仕事には妥協を許さぬ厳しい人だったが、母親と自分にはとても優しかった。これで友達と遊びなさいと、鮮やかな手つきで竹トンボや竹馬を作ってくれたのを、今でも覚えている。そんな父親を支えていた母親は、いつだって笑顔を絶やさない、穏やかで広い心の持ち主だった。

　狭い長屋で親子三人、肩を寄せ合って暮らしているだけで幸せだった。貧しくても、家族の笑顔があるだけで、毎日が宝物のように輝いていたのに──その宝物は荒御霊によって、一瞬で奪い去られた。

「父さんが荒御霊に殺される前に、私だけ家の外へ放り出してくれたんだけど、その時にはもう、村中がひどい騒ぎになってた。まるで地獄みたいで、ものすごく怖かったわ」

「そんな状況で、お前はよく助かったな」

「それはね、いの先生のお陰なんだ」

　伊之助の名を口にした恵那は、それまでの暗く陰った表情を一変させ、頰を緩める。一方で扶人は、突然上がった伊之助の名に渋じゆう面めんを作った。

「なぜ、あの教師の名が出る？」

「だって、九年前に私を荒御霊から助けてくれたのは、いの先生だったんだもん」

　村中が荒御霊の襲撃を受ける阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、幼い恵那は足が竦んで動けずにいた。

　家の中から出てきた荒御霊に、あと少しで捕まってしまう所を助けてくれたのが、祥泉堂の教職に就く前の伊之助だった。

　勇ゆう壮そうな白羽織を纏い、二刀一対の小刀で戦う彼の姿は、恵那の目には正義の味方のように映った。荒御霊の浄化が終わり、震える自分を救護所へ運んでくれた伊之助の温もりは、きっと一生忘れない。

「あの時、いの先生が助けてくれなかったら、今頃私はこの世にいなかったんだろうなぁ。私に霊力があることに気づいて、修祓師を目指すように勧めてくれたのも先生だったし──もうホンと、いの先生は命の恩人だよ」

　ほんのりと頰を赤らめ、両手を合わせて拝む仕草をした恵那に、扶人は「そうか」とだけ返した。

　小さく嘆息した彼は、縁側の縁で火皿を軽く打ち、燃え尽きて灰になった煙草を始末する。片膝を立ててするその仕草に、恵那は胸の内がむず痒がゆいような、奇妙な感覚に囚とらわれた。

（煙管を吸う姿が、父さんと似てるせいかな？　こうしていると、なんか落ち着くかも……）

　夜風に流れる煙草の残り香に、恵那が微かに口元を綻ほころばせていると、突然目の前に煙管と煙草入れが突き出された。

「こいつは、お前に返そう」

　ぱちくりと目を瞬しばたたかせた恵那は、バツが悪そうな顔をしている扶人に、ますます瞬まばたきの数を増やす。

（なに、この人。どういう心境の変化？）

　父の形見を我が物にされたかと思っていたのに、意外にもあっさり返却された。しかも、どこか心苦しそうな表情で。

　自分勝手で、厄やつ介かいでしかない神様かと思っていたのに……。

「ねぇ、あなたは煙草が好きなの？」

　半ば無意識に問えば、扶人は「無論だ」と首肯する。

「苛立った気持ちも、紫煙を燻らせていると、自然と穏やかになる。ほろ苦い味や香りも気に入っているが……それが、どうかしたか？」

「だったらそれ、あなたにあげる」

　はにかむような笑顔でそう言った恵那は、突き出された煙管と煙草入れを、扶人の胸へぐいっと押しつけた。

「ただ飾っておくより、煙草好きな人に使ってもらった方が、きっと父さんも喜ぶと思うから。言っておくけどその煙管、それなりに値の張る品なんだから、大事に扱ってよね？」

「……後で、返せと言わないだろうな？」

「そんなことは言わないけど、時々でいいから、煙草を吸ってるところを見せてほしいかも。私、煙管を銜えてるあなたを見てるの、なんだか好きみたい」

　頰杖をついた恵那が「ふふっ」と笑うと、扶人の眉間から初めて皺が消えた。

　長い髪で顔を隠すように俯き、扶人は受け取った煙管をジッと見下ろす。長く節くれ立った指先で、煙草入れの表面を優しく撫でた彼は、やがてぽつりと呟く。

「騒がず、おとなしくしているのなら、別にかまわない」

　ぶっきらぼうな返答が、照れ隠しをする子供のようで、恵那は危うく噴き出しかけた。

（なんか、不思議な人）

　昼間は意地悪ばかりしてきたのに、今は黙って自分の昔話を聞いてくれる。昼夜の間に起きた気分の落差が大きすぎて、恵那は急に、扶人のことが分からなくなった。

（扶人って、私が思ってるほど悪いヤツじゃないのかしら？）

　はっきりいい人だと確信は持てないが、完全な悪人とも思えない。

　春宵のほのかに明るい空を、穏やかに流れる一筋の雲を見つけ、恵那は何気なく思う。なかなか実体の摑めない扶人は、まるであの雲のようだ。

　そう思っている間にも、雲は風に流され形を変え続けていた。
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　早朝の庫く裡りは、異様な臭気に満たされていた。

「よーし、できたっ！」

　珍しく前掛け姿の恵え那なは、卓に並ぶ膳ぜんを前に会心の笑みを浮かべる。

　月に一度回ってくる、朝あさ餉げの当番。本日の恵那は誰よりも早起きをして、張り切って竈かまどの前に立っていた。

「今回は、絶対に美お味いしいはず。人生最高の、見事な出で来き栄ばえよ！」

　襷たすきと前掛けを外し、紺こん羽ば織おりを手早く纏まとった恵那は、早速完成した膳を本堂に運んでゆく。

　滅多に食事当番は回ってこないが、料理をするのは楽しくて好きだ。俊しゆん太た郎ろうの負担を減らすため、三日に一度は当番を引き受けたいと、自みずから申し出たこともある。──なぜか反対意見が多く、却下されてしまったが。

（そりゃあ、俊ちゃんの方が料理上手だけど、私だって女の子だもん。ご飯の支し度たくくらいちゃんとできるのに、どうして当番の回数を増やしてくれないのかしら？）

　力仕事は得意だが、いつもそればかりでは退屈してしまう。

　もっと女の子らしい役割をしたいと、恵那が拗すねたように唇を尖らせていると、いつの間にか本堂へ辿たどり着いていた。

「おい」

　積み上げた膳が邪魔で前は見えないが、ここ数日ですっかり聞き慣れた声に、恵那は思わずため息をつきそうになる。

　膳を置いて顔を上げた恵那の目には、上座に陣じん取どった扶ふ人ひとの姿が映る。彼の眉み間けんには、通常の二倍ほど根深い皺しわが寄っていた。どうやら今朝は、いつもより虫の居所が悪いらしい。

「朝起きて姿が見えないと思えば、お前はいったい何をしている？」

「何って、食事当番だけど？」

　当然のように答えた恵那に、扶人は鋭く目を眇すがめる。

「お前は我の下げ僕ぼくだ。主あるじの世話を放棄して己おのれの雑務を優先するとは、下僕としての自覚が足らんぞ」

「仕方ないでしょう、当番はサボれないんだから。あなただって子供じゃないんだし、自分の身み支じ度たくぐらい一人で出来るでしょう？　それに、私が準備しなかったら朝ご飯が抜きになるけど、それでもよかったの？」

「……主に対してそのような口を利きくとは、下僕失格だな」

「そんなこと言うなら、今すぐ下僕の任を解いてもらってもいいのよ？　私は、いつでも喜んで辞めてあげるから」

　普段、我がまま放題されている仕返しだ。意地悪く笑った恵那がそう言うと、扶人は苦虫を嚙み潰つぶしたような顔になり、無言でそっぽを向いてしまう。

（よし、勝った！）

　舌ぜつ戦せんで扶人を遣やり込めることに成功して、恵那はグッと拳こぶしを握り締める。

　同じ部屋で七日も共に生活していれば、嫌味な神様の対処法も自おのずと身につく。少しだけ打たれ強くなった恵那は、ここ数日、扶人と対等に渡り合うようになっていた。

「扶人殿に恵那さん、おはようございます」

　勝利の余韻に酔よいしれる恵那が、鼻歌交じりに膳を並べていると、伊い之の助すけの声が堂内に響いた。丁度最後の膳を並べ終わった恵那は、笑顔の花を咲かせて本堂の入り口を振り返る。

「おはようございます、いの先生！」

「おや、今日の恵那さんはご機嫌ですね？　何かいいことでもありましたか？」

　伊之助から穏やかに尋ねられ、微かに頰ほおを染めた恵那は照れたように頷く。

「今日は、私が食事当番なんです。それで、あの……心を込めて作ったので、先生も沢山召し上がってくださいね」

　手料理を伊之助に振る舞うには、数少ない食事当番の日しか機会がない。

　大好きな人のことを想い、丁てい寧ねいに米を研といだり、じっくり味み噌そ汁しるの出だ汁しをとった。美味しい手料理を食べてもらえば、いつか伊之助の心も自分へ傾かたむくに違いない。恵那はそう、強く信じていた。

「あー……それは、実に残念ですね」

　腕に抱くカンナの背を撫でる伊之助は、困ったように眉尻を下げる。

「私はこれから、急ぎの調べ物で書庫に籠こもる予定なんですよ」

「え……？」

「でも、恵那さんが丹たん精せい込めて作った朝餉ですからね。取っておいてもらえば、後でちゃんと食べますよ」

　眼鏡めがねの奥でにっこりと微笑み、伊之助は「それでは」と書庫へ向かってしまう。

　はためく白羽織を見送った恵那は、がっくりとその場に崩れ落ちる。

（どうして私が食事当番の日に限って、いの先生は忙しいのよ!?）

　日頃から多た忙ぼうな伊之助だが、食事の時間を削ってまで仕事を優先することは滅多にない。

　ただ単に、間が悪いだけなら諦あきらめがつく。だが、仕事を口実にして、自分の作った食事を避さけているとしたら──。

（いやぁーっ！　そんなの、絶対認めないんだから！）

　床に丸くなって、恵那がブンブン頭を振っていると、いつになく厳しい表情をした俊太郎が、綾あやと共に本堂へ現れた。

「お前、朝っぱらから何やってるんだ？　入り口に座り込んでると邪魔だぞ」

「……私、今は団子虫になりたい気分なの」

「はあっ？　わけ分からないこと言ってないで、さっさとそこをどけ。綾先生が通れないだろうが」

　いじけていることも許されず、恵那は渋々立ち上がって脇に退どく。

　足を引ひき摺ずって歩く綾を席まで案内した俊太郎は、並べられた膳を一いち瞥べつして大げさにため息をついた。

「今回も、すさまじい出来栄えだな」

　傷心に塩を擦すり込むような冷たい評価に、恵那は吼ほえるように反論する。

「料理は見た目じゃなくて、味が肝心なの！　この前は失敗しちゃったけど、今日は絶対美味しいはずなんだから！」

「その台詞せりふを聞くのは、もう何度目だろうな？　毎回貴重な食材を無駄にしてるのに、どこからそんな自信が湧いてくるのか、是非とも知りたいもんだ」

「ぐ……っ！」

　俊太郎から手厳しい指摘を受け、恵那は悔しさのあまり言葉を詰まらせる。

　確かに、今まで自分の料理が成功した例ためしはない。だからと言って、今後も永遠に失敗し続けるとは限らないはずだ。知らないうちに、メキメキと腕が上がっているかもしれないのに、食べる前から不ま味ずいと決めつけないでほしい。

「ところで、夏なつ葉はの奴はどうしたんだ？」

　自分の席に着いた俊太郎は、いまだ本堂に姿を見せないもう一人の学友の姿を、辺りに首を巡らせて探す。扶人の隣の席へ座った恵那は、ツンと澄まして言う。

「壊れかけた馬小屋の柵さくを、修理してから来るらしいわよ。いの先生も、調べ物があるから朝餉は後で食べるって」

「それでは、我々だけ先にいただくとするか。せっかく恵那が、頑張って作ったのだ。冷めては勿もつ体たいないからな」

　そう言った綾は、姿勢を正して両手を合わせた。恵那と俊太郎も、背筋を伸ばして同じく手を合わせる。

「では、本日も天の恵みに感謝して──いただきます」

　綾が朗々たる声で号令をかけ、全員で「いただきます」と唱和する。

　一人だけ挨拶に参加せず、さっさと食事に手を付けようとしていた扶人は、箸に手を伸ばそうとしてはたと動きを止めた。

「……おい、この膳に載っている物体は何だ？」

「今日の朝ご飯よ。そんなの、見れば分かるでしょう？」

「これが、朝餉だと？」

　扶人が手にした碗には、でろりとした汁が満たされていた。微かすかに生臭いにおいがするその汁には、野菜だけでなく、なぜか魚の骨らしきものが浮いている。他にも膳の上には、真っ黒に焦げた魚、何で和あえたか不明な菜な花ばななど、珍妙な料理が並んでいた。

「この異臭を放つ汁は、まさか味噌汁のつもりか？」

「つもりって何よ？　どこからどう見たってお味噌汁じゃない。しっかり出汁をとったから、魚の風味も楽しめるわよ」

「いや、これはどう見ても泥だろう。こちらの焼き魚など、もはや炭ではないか。お前はこんなものを、我に食せと言うのか？」

　ゴミでも見るような目で、膳に並ぶ料理の数々を見下ろす扶人に、恵那はカチンときた。

「それじゃあ私が、毒味してみせようじゃないの！　私が食べたら、あんたも文句言わずに食べなさいよね!?」

「あっ、この馬鹿！」

　汁椀と箸を引っ摑つかんだ恵那を、咄とつ嗟さに俊太郎が止めようとしたが、時すでに遅し。恵那は味噌汁の具を、パクリと口に放り込んだ。

　次の瞬間、彼女は口元を押さえて蒼あお褪ざめた。

「う、ぐ……っっっ!!」

　大根を食べたはずなのに、口の中一杯に広がったのは、強烈な魚の生臭さだった。

　真っ青な顔で呻うめく恵那を見て、俊太郎は急いで庫裡へ走り、白さ湯ゆの入った大きな土ど瓶びんと湯ゆ吞のみを持ってきた。

「ほら、これを飲め」

　呆れ顔の俊太郎は、声もなく悶もん絶ぜつする恵那へ、白湯を注いだ湯吞みを差し出す。俊太郎の手から湯吞みを奪った恵那は、喉を鳴らして白湯を飲み干し、ようやく一息ついた。

「……どうして、こんな味になるの？　一生懸命作ったのに……」

　想像を絶する味噌汁の不味さに、恵那は眉をハの字に垂らす。これでは、扶人に泥呼ばわりされても仕方がない。今回こそ、成功したと思ったのに──。

（いの先生が、いなくてよかった……）

　こんな料理を食べさせたら、一発で嫌われる。否、百年の恋だって冷えきってしまうだろう。

　伊之助の不在だけが、恵那にとってせめてもの救いだった。

（あぁ、もうっ！　どうして上手くいかないのかしら）

　泣いちゃ駄目だと弱気な心に言い聞かせても、涙るい腺せんが緩むのを止められない。泣き顔を誰にも見られるわけにはいかず、恵那が本堂から逃げ出そうとした時だった。

「うむ、確かに不味いな」

「な──っ!?」

　小さく呟いた扶人を振り返った恵那は、雷に打たれたような衝撃を受ける。

「あんた、何してんの！」

「見ての通り、食事をしているだけだが」

　平然と味噌汁を啜すすり、炭化した魚を齧かじる扶人に、恵那だけでなく他の面々も目を丸くする。

「扶人、そんなの食べちゃ駄目！　あんた死にたいの!?」

「うるさい、耳元で喚わめくな。我は神だぞ。ひ弱な人の子と違って、どんな物を食っても死にはせん」

「だからって、お腹くらい壊すでしょう！」

　本当にもう止めてくれ。焦った恵那が箸を取り上げようとするが、その前に扶人は朝餉を完食してしまった。

　綺き麗れいになった食器を見下ろし、恵那はあんぐりと口を開く。

（噓……全部、食べちゃった）

　作った本人ですら、あまりの不味さに意識を飛ばしかけた代物を、よくも顔色一つ変えずに食べ切ったものだ。

「あのさ、扶人──……って、あれ？」

　感謝の気持ちを伝えようとした恵那が、隣の席へ視線を向けると、いつの間にか扶人の姿が消えていた。

　一言も告げずに、どこへ行ってしまったのだろう？　恵那が困惑顔で首を傾げていると、馬小屋の修理を終えたらしい夏なつ葉はが、遅れて本堂にやって来た。

「ねぇ。なんか扶人が裏庭で吐いてたけど、どうかしたの？」

「え」

「かなり苦しそうだったから、背中をさすってあげようとしたんだけど、物凄く怖い顔で構うなって言われてさ。仕方なく一人にしてきちゃったけど、今にも死にそうな顔をしてたよ」

「な、なんですって……？」

　夏葉の報告に、感動で熱くなっていた恵那の胸が一瞬にして冷えた。

「扶人様、大丈夫だろうか？」

　心配そうに裏庭の方を見遣る俊太郎に、恵那もそわそわし始める。

「吐くくらい不味けりゃ、全部食べなきゃよかったのに……」

　様子を見に行こうか。恵那が腰を浮かせかけた時、夏葉の底抜けに明るい声が響いた。

「あっ、今日は恵那ちゃんが食事当番だったんだぁ」

　ちょこんと席に着いた夏葉は、「いっただきまーす」と手を合わせ、神の胃袋ですら拒絶する殺人料理を、むしゃむしゃと食べ始めた。

「あれっ、みんなご飯食べないの？　早くしないと、朝の授業が始まっちゃうよ」

「夏葉。毎度思うんだが、よく恵那の料理を食べられるな……」

「えっ、なんで？　素材の味が生きてて、美味しいじゃん」

　黒焦げの魚を頰ほお張ばる夏葉は、心から幸せそうな笑顔を浮かべていた。

「夏葉、あんたはなんていい子なの！　私の味方はあんただけよ～っ」

　失敗料理を作る度、夏葉だけがすべて綺麗に平らげてくれる。完食しても吐いたりしないし、本心から「美味しい」と言ってくれる彼は、まさに救世主だ。

　泥状の汁を飲み干し、菜花の和え物に箸を伸ばす夏葉は、「だってさー」と言う。

「ムカデとかゲンゴロウに比べたら、全然美味しいよ」

「……は？」

「蛙かえるとか蛇へびと違って、奴らは煮ても焼いてもあんまり美味しくないんだ。それならまだ、木の皮を煮詰めて食べた方がマシかな」

　唯一の味方だと思っていた夏葉から、特大の精神的打撃を食らう。

　虫と味を比較されて美味しいと言われても、全然嬉しくない。むしろ、きっぱり不味いと言われた方が、よっぽど心に優しいだろう。

「なんだ、まだ通つ夜やみたいな顔をしているのか？」

　深く項うな垂だれていた恵那が、頭上から降ってきた低い声に顔を上げると、いつものすかし顔をした扶人が立っていた。

　先ほど俊太郎が持ってきた土瓶から、なみなみと白湯を注いだ湯吞みと共に、恵那は懐ふところから出した薬包を扶人の膳へ載のせる。

「これ、胃薬なんだけど、よかったら飲んで」

「……なぜだ？」

「いいの。何も言わないで、ググッといっちゃってよ」

　妙にしおらしい恵那の態度に、扶人はおかしな奴だと独りごちる。それでも彼は、素直に胃薬を飲んだ。

「お食事中、申し訳ないのですが──恵那さん、ちょっとよろしいですか？」

　その時。調べ物中の伊之助が、一通の文ふみを持って再び本堂に顔を出した。

「たった今、召喚命令の鷹たか文ぶみが届きました。どうやら本日、葛くず紗さ神社で緊急集会が開かれるそうなのですが……」

「緊急集会？　それじゃあ先生は、これから神社へ向かわれるんですか？」

「近頃、性た質ちの悪い荒あら御み霊たまが悪事を働いているようで、管かん轄かつ地の術師を集めて対策を練るそうです。問題なのは、私だけでなく、恵那さんにまで召喚命令が下っていることです」

「わ、私にもですかっ!?」

　恵那は思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　伊之助が神社に呼び出されるのは、そう珍しいことではない。だが、見習い術師でしかない恵那に、名指しで召喚命令が下るなどありえない事だ。

「おい、その文を貸してみろ」

　深刻な顔で、神社に呼び出される理由を考える恵那を尻目に、扶人は手を伸ばして伊之助から文を奪う。

　文章を読むのではなく、文に焚たきしめられた香りを嗅いだ扶人は、「やはりな」と渋い顔になる。

「おそらくこの文は、夜や鶴づるが認めたものだろう」

「夜鶴……って、あなたの知り合い？」

　女性の名前のようだが、扶人とはどんな関係なのだろう。

　怪け訝げんそうに恵那が尋ねると、「夜鶴は、葛紗が神に昇格する前の名だ」と、扶人はさらりと答えた。その返答に、恵那は度ど肝ぎもを抜かれた。

「ちょっと待って！　葛紗って、葛紗神様のことよね!?」

「あぁ、そうだ。あいつを神に昇格させ、十三神の一柱に任じたのは、他ならぬ我だからな。昔むかし馴な染じみの中でも、かなり古い付き合いになる」

「へ、へぇー……」

　そう言えば──と、座学で学んだ知識を思い出す。

　那な国こくで神と呼ばれる存在は、人の死後、稀まれに人界へ残った清らかな魂たましい・和にぎ御み霊たまが、神名を得ることで誕生する。和御霊に神名を授けることができるのは、国守りの神のみであり、現十三神も彼から名を賜たまわったらしい。

（葛紗神様に神名を授けたってことは、扶人はその前から生きてるってことよね？　全然そんな感じはしないけど、この人は国守り様なんだっけ……）

　ごく自然に人間扱いしているが、扶人は国守りの神なのだ。

　国と同じ時を生き、その目で那国の歴史を見続けてきた。そしてこれからも、彼は悠久に等しい時を、那国と共に生き続ける……。

（なんだろう、胸がもやもやする）

　胸の奥で正体不明の感情が渦うず巻まき、恵那は着物の前を摑む。

　恵那が謎の想いに煩わされている間にも、扶人は苦い顔で言葉を続ける。

「この文に焚きしめられた香は、夜鶴が好んでいる黒こく方ほうだ。鷹文を飛ばしたのが参さん事じならば、このような香りが文からするわけがない」

「しかし、葛紗神様はなぜこのような文を認めたのでしょう？」

「考えられるのは、一つ」

　伊之助に文を突き返した扶人は、緩く腕を組んで目を眇める。

「大方、我の封印が解かれた気配を察知したのだろう。そこで繫つなぎを取るために、我の下僕へ召喚命令を出したのだ」

　つまらなそうに言い捨て、扶人は欠伸あくびを嚙み殺す。

「こうして夜鶴から、顔を見せろと催さい促そくの文がきたのだ。面倒だが、我も神社へ顔を出さねばなるまい」

「えっ、あなたもついて来るの？」

「我が同行しては、何か不都合でもあるのか？」

「そ、そんなことないけど……」

「ならば、いちいち大声を出すな。お前も女なら、少しは淑しとやかにしろ」

　不意打ちで説教を食らい、恵那のこめかみに青筋が浮かぶ。

（なにさ、偉そうにしちゃって！　あんただって神様なら、慈悲の心くらい持ちなさいよね）

　隣の澄まし顔を目の端で睨み、内心で扶人を罵ば倒とうする。

　こいつさえついて来なければ、伊之助と二人きりで外出できるのに。道中でも、扶人が何か面倒事を起こしそうな気がして、恵那は今からげんなりとため息をついた。

「困ったことに、かなり高齢の鷹を使ったようで、だいぶ伝令の到着が遅れたようです。集会は夕刻からとなっていますが、葛紗神社までは馬を使っても半日はかかるので、今すぐ出立しなければ間に合わないでしょう」

「あっ！　それじゃあ、龍になった扶人の背中に乗って行けばいいんじゃないですか？」

　思いついたことを、そのまま口に出した恵那の頭を、俊太郎がペシッと叩く。

「扶人様を、馬と同じように扱うな！　無礼が過ぎるぞ」

「だ、だってぇ……」

「それに、白龍の背中に乗ったなんてことが、神社に知られでもしてみろ。将軍家を巻き込んだ、前代未聞の大騒ぎになるぞ。ったく、少しは考えて物を言え」

　俊太郎に叱られた恵那は、叩かれた場所を押さえて唇を尖らす。

「それでは、私は旅支度をしてきますね。準備が整い次第、厩うまやの前に集合しましょう」

　柔和な笑みを残し、伊之助は自室へ戻ってゆく。伊之助の笑顔に魅せられ、ぽやんとその後ろ姿を見送った恵那に、扶人は呆れたように嘆息する。

「何をぼさっとしておる、お前もさっさと旅支度に取りかかれ。もちろん、我の分も忘れるでないぞ」

「……荷造りも自分でできないなんて、子供みたい」

「今、何か言ったか？」

　ぼそりと毒を吐けば、身も凍るような視線を投げられる。

　扶人の問いを無視した恵那は、そそくさと席を立ち本堂を後にした。
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　祥しよう泉せん堂どうを出立した時は、まだ東の空に昇のぼったばかりの太陽も、今や中天にかかっていた。

「千せん里り、いつもより長く走ったから疲れたでしょう？」

　一行は休憩をとるため、街道沿いにある周囲を林に囲まれた池の畔ほとりに馬を停とめた。

　扶人と二人乗りをしていた千里は、葦あし毛げの美しい駿しゆん馬めだ。労いたわるように背を撫でながら、まずは水を飲ませてやろうと、恵那は手た綱づなを引いて池の縁へ向かう。

「ほら、千里。喉のどが渇いたでしょう？」

　水辺まで千里を連れてきた恵那は、水を飲むように優しく促うながす。が、水面に鼻先を近づけた千里は、においを嗅かいだだけで顔を背そむけてしまう。

「千里、どうしたの？　この後も、葛紗神社まで頑張ってもらわなくちゃいけないんだから、今のうちにお水を飲んでおかないと……」

　乗馬の訓練を行った後は、桶おけに頭を突っ込んで浴びるほど水を飲むのに。

　水には見向きもせず、千里は下草を食はみ始める。不可解な馬の行動に、恵那が途方に暮れていると、白馬の松しよう陰いんを引いた伊之助がやって来た。

「恵那さん、どうかしましたか？」

「それが、千里がお水を飲もうとしないんです。あんなに走った後だから、きっと喉が渇いてると思ったんですけど……」

　馬の異変を説明して、恵那が傍らの千里へ視線を移した時。池の対岸から、こちらへ向かって歩いてくる青年二人の声が、風に乗って聞こえてきた。

「今日も、一匹も釣れなかったなぁ」

「俺の仕掛けも、全部外れだ。病気のじっちゃんに、ウナギを食わせて精をつけさせてぇのに……困ったもんだ」

　二人共、この池で魚釣りをしていたようだが、どちらも釣ちよう果かが上がらなかったらしい。

　がっくりと肩を落として去ってゆく二人を、恵那が何となく目で追っていると、視界の端に白い物が入り込んだ。

「扶人、どうしたの？」

　いきなり無言で隣に立った扶人に、恵那は不思議そうに問う。

「お前は、今の会話を聞いて何も気づかんのか？」

「今のって、魚釣りの人たちのこと？　魚が釣れないとか言ってたけど、それがどうかした？」

　恵那は意味が分からないと小首を傾かしげたが、伊之助は何か思い当たる節があったらしい。その場に跪ひざまずいた彼は、池の水を片手で掬すくいにおいを嗅いだ。

「微かに、藻もの匂いがしますね」

「えっ」

　恵那も伊之助に倣ならって水を掬い、においを確かめる。

　色は澄んで見えるのに、池の水からは確かに青臭い匂いがした。立ち上がった恵那が、精一杯背伸びをすると、池の中央近くに大量の藻が浮いているのが見えた。

「魚が獲れないのも、馬が水を飲もうとしないのも、池の水が淀よどんでいるせいだ。水が淀めば藻も増殖する。──まぁ、この程度ならば浄化は容易たやすいな」

　穏やかな風に白髪を靡なびかせ、扶人は静かな眼差しで水面を見つめている。

　いったい、何をするつもりなのだろう。恵那がそんな疑念を抱きつつ、扶人の横顔を眺めていると、突然彼の瞳が金色へと変わった。

（まさか、ここで神様の力を使うつもりなの？）

　龍に変化したり、村に雨を降らせた時。神の力を発動する扶人の瞳は、決まって太陽のような金色に輝く。

　今回は霊力の放出は少なく、風の流れも変わらなかった。ただ、扶人が水面を錫しやく杖じようで突いた瞬間、金色に光る波紋が池全体へ幾重にも広がった。

「うわぁ……っ！」

　金色の波紋が通り抜けた水面では、蕾つぼみだった睡すい蓮れんが、眠りから覚めるように次々と花を広げ始める。増殖した藻が消え、澄んだ水面は睡蓮の白に彩られ、恵那は感嘆の声を漏らした。

　馬たちも何かを感じ取ったのか、食事を中断して早さつ速そく水辺へ寄ってくる。賢い二頭は、警戒するように水のにおいを嗅いでから、派手に水みず飛沫しぶきを立てながら水を飲み始めた。

「池の水を一瞬にして清めてしまうとは、さすが扶人殿です」

　水を飲む馬の背を撫でながら、伊之助は扶人を称賛する。

「この池は、本当はこんなにも澄んでいたのですね。これならすぐにでも、逃げた魚も戻ってくることでしょう」

　柔和に微笑む伊之助とは裏腹に、扶人は嫌味っぽく笑う。

「さて、この状態がいつまで続くか見物だな。人間は愚かな生き物だ。何千何万と、同じ愚行を繰り返す。戻ってきた魚とて、再び水が穢けがれれば姿を消すぞ」

「もーっ。せっかく人助けをしたのに、どうしてそんなひねくれたこと言うの？」

「……人助けだと？」

　何のことだと問いたげな扶人に、恵那は「あれ？」と思う。伊之助も言葉にこそ出さないが、怪訝そうな視線を扶人へ送る。

「あなた、魚が獲れなくて困っている人たちを助けるために、池を綺麗にしてあげたんじゃないの？」

「何をたわけたことを抜かしておる。頼まれてもおらんのに、我が人間の願いなど叶えるはずがなかろう」

「それじゃあ、なんで池を綺麗にしたのよ？」

　深まる疑問に、恵那は小難しい表情で唸る。さっきの人たちのためでないなら、扶人は何のために池を浄化したのだろう。

　気だるげに前髪を搔き上げた扶人は、心底面倒くさそうに口を開く。

「これは、神の性さがというやつだ。池の水が汚れていれば、そこに生きる人や動植物に悪影響が出る。現にこの池からは、魚が姿を消していた。魚の住めぬ水など、もはや病やまいをもたらす毒でしかない」

「確かに、汚い水を口になどすれば病に罹かかりますね」

　神妙な顔で同意した伊之助に、扶人は特に反応を示さず言葉を続ける。

「病が流行れば人心が乱れ、国が揺らぐ。――要するに我は、国を滅ぼしかねない要因を見逃すことなど、国守りの神としてできんのだ。この程度の浄化なら、日頃から無意識のうちにしているが」

　扶人は当然のような口振りで明かす。

　池の水を綺麗にすることは、扶人にとって「この程度」の奇跡なのか。人間では、どんなに努力しても成しえない事を、彼は呼吸するように自然と行ってしまう。

（神様と人間って、物の考え方まで違うのね……）

　この辺りに暮らす住人のため、池を浄化したと思ったのに。とうの本人には人助けするつもりなど微み塵じんもなく、国を守るために奇跡を起こしただけだった。

　結果的に人助けに繫がっているが、奇跡を起こす理由が違うだけで複雑な気分になる。

（この前、村に雨を降らせてくれたのも、国を守るためだったのかしら？）

　必死に頭を下げて頼み込んだ自分の気持ちは、はたして彼に届いていたのだろうか。扶人が雨を降らせた理由を考えると、重苦しい感情が胸に湧き起こる。

　物思いに耽ふける恵那を尻目に、扶人は錫杖を鳴らして歩き出す。

「何をぼさっとしておる。我らも昼食を取るのだろう？　いつまでも池なんぞ見ておらんで、さっさと飯の用意をせんか」

「あ、うん……」

　一瞬、心の中にある疑問を、扶人へ直接ぶつけてみようかと考えた。あの雨は、誰のために降らせたのか――と。

　しかし、その答えを聞く勇気を恵那は持っていなかった。
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　港町・狭さ霧ぎりを一望する、海から離れた高台の山中に、葛紗神社は建っていた。

　等間隔に十八の鳥とり居いが並ぶ石段を上ると、葛紗神の眷けん属ぞくである二体の獅し子しの石像が、まず参拝者を出で迎むかえる。その先に見えるのは、優美な朱塗りの弊へい殿でん。玉たま砂じや利りの敷かれた境内を、真まっ直すぐ走る石の参道は長く、巫み女こが丁てい寧ねいに掃はき清めていた。

　神社の敷地の西側には、本殿の三倍はある大規模な建物が建っている。いくつもの棟から成るその建物は、多くの学生を受け入れる学舎で、緊急集会が開かれる今回の会場だった。







（なんで私、こんなところにいるのかしら？）

　弾力のある座布団に正座する恵那は、目だけ動かして辺りの様子を窺う。

　広い講堂内には、老若男女が一堂に会している。恵那と同じ年頃の子供も、一人だけ発見することができたが──その子供を含めた全員が、白羽織を纏っていた。

（こんな時に限って、どうして扶人はいないのよぉ……！）

　比較的目立ちにくい、講堂の一番後ろの席に伊之助と並んで座っているが、恵那の紺羽織は明らかに浮いていた。

　周囲の術者から、チラチラと不ぶ躾しつけな視線を送られる度に、恵那は羞恥から身を小さくする。同行の要請があったのだから、一緒に居ても大丈夫だと伊之助は言っていたが、こんなことなら外で待っているべきだった。

　神社に着いた途端、一人だけふらりと姿を消した扶人が恨めしい。

「あー、諸君。本日は急な召集に応じてくれて、感謝しておる」

　その時、堂内に嗄しわがれた声が響き、修しゆ祓ばつ師したちが一斉に居住まいを正した。

　教卓のある壇だん上じようへ視線を向けると、そこには黒袍に白奴袴を纏い、冠を被かぶった老人が立っていた。一見、好好爺然とした風貌のこの老人が、葛紗神社を統括する大だい宮ぐう司じだ。

「早速本題に入るが──諸君は、〝黒こく狼ろう王おう〟という名に聞き覚えがあるか？　数年前から、残忍な手口で人を襲っている荒御霊なのだが、ついに我々の管轄地にも出没するようになった」

　大宮司の出した黒狼王という名前に、静まり返っていた堂内にどよめきが走る。

　ざわめく術師を咳払いの一つで治め、大宮司は冷静に言葉を続けた。

「現在確認されているだけでも、三カ所の村が襲撃を受け、甚じん大だいな被害を被こうむっておる。浄化を試みた術師も八名、重傷を負った。それだけでも、十分深刻な状況なのじゃが……新たな報告により、事態は更に悪化した」

　そこで一旦口を閉ざした大宮司は、高ぶる気持ちを鎮めるよう深呼吸をした。

「大宮司様。事態が悪化したとは、どのような意味でございましょう」

　長い沈黙に焦じれた初老の男が、真剣な面差しで壇上の大宮司へ問う。他の術師も話の続きを急せかすよう、一心に大宮司を見つめている。

　堂内すべての術師から注目され、大宮司はついに重い口を開いた。

「黒狼王は、ついに神の魂まで喰らったそうじゃ」

　次の瞬間、参加者の口々から驚きの声が上がった。

（神様の魂を喰らうなんて、黒狼王って荒御霊はどれだけ強いのよ……）

　国守りの神である扶人は、特殊な属性が影響して戦うことはできないが、他の神々は別だ。強大な霊力をその身に秘める神は、退たい魔ま具ぐなしでも荒御霊を浄化できる。個人差はあるだろうが、並の修祓師の三倍以上は強いと聞く。

　つまり、その神を喰らった黒狼王は、神をも凌りよう駕がする力を持っているということだ。

「おい、小娘」

「え？」

　突然、頭上から降ってきた声に恵那が振り返ると、すぐ背後に中年の術師が立っていた。

　蛙の潰れたような顔をした男は、蔑さげすむように恵那を見下ろしている。

「この集会は、貴様のような半人前の出席は許可されておらん。どこの生徒か知らんが、身の程を弁わきまえろ」

「な、なんですって!?」

　冷水を浴びせかけられるような暴言に、ついカッとなった恵那は大声で叫ぶ。が、すぐに口を両手で押さえ、しまったと後悔した。

「そこっ！　大宮司様のお話の最中です。私し語ごは慎つつしみなさい」

　壇上の隅すみに控える宮司から、すかさず厳しい注意が飛んできた。

　恵那が慌てて頭を下げると、伊之助も同じく頭を下げる。自分のせいで、伊之助にまで恥をかかせてしまうなんて──恵那は恥ずかしさと申し訳なさから、顔から火が出る思いをした。

「これ以上、集会の進行を妨げたくなければ、さっさとこの場から立ち去ることだな。礼儀を身につけ、白羽織に袖そでを通してから出直してこい」

　嫌味ったらしく鼻で笑われ、恵那は固く拳こぶしを握り締める。

　この蛙男、黙っていれば好き勝手言いやがって。集会中でなければ、憎たらしいその横っ面を張り飛ばしていたのに。

「この子は私の生徒で、神社側から正式な召集を受けているのですが──やはり、別室に待機させておくべきでした。ご不快な思いをさせてしまい、申し訳ありません」

　怒りに打ち震える恵那を庇かばってか、伊之助が嫌味男に謝罪する。

「恵那さん。集会の途中ですが、あなたは退席した方がよさそうですね」

「いの先生……」

「集会が終わったら迎えに行くので、社務所で休んでいて下さい。ほら、寂しくないようにカンナを連れて行きなさい」

　懐に入れていた愛あい猫びようを、伊之助は笑顔で恵那に差し出す。

　伊之助のさり気ない厚意に感謝して、恵那はカンナを抱き上げた。が。カンナはするりと腕から抜け出し、床にストンと着地する。

「なんだ、この可愛げのない猫は」

　足元に寄ってきた猫を、男は邪魔だと足で追い払おうとした。

　小さな猫に、なんて酷いことをするんだ。恵那が咄嗟に抗議しようとした、次の瞬間──男がいきなり、甲かん高だかい絶叫を上げた。

（カンナ……っ!?）

　見れば男の足に、カンナが嚙みついているではないか。

「えぇい、騒そう々ぞうしい！　おとなしく大宮司様のお話が聞けぬのならば、早々に退出しなさい！」

　再び飛んだ宮司の叱しつ責せきは、嫌味男に対してのものだった。

　男が茹でダコのような顔色で、猫がどうのこうのと弁解している隙すきに、恵那はカンナを抱いて講堂から抜け出した。







　学舎の中庭へ出た恵那は、カンナの頭をわしゃわしゃと撫でた。

「偉いわ、カンナ！　私の代わりに仕返ししてくれてありがとう」

　あの蛙男、周りの術師たちから失しつ笑しようを買っていたし、今頃どんな想いでいるだろう。そう考えるだけで、恵那は笑いが止まらなかった。

「祥泉堂に帰ったら、俊ちゃんに内緒でかつお節を削ってあげるからね」

　そんな約束を交わし、広い中庭をゆっくり歩いていた時だった。

　腕に抱いたカンナが、何かを発見したように「にゃあ」と愛らしく一鳴きした。

「？　カンナ、どうしたの？」

　カンナは大きな眼で、何かを一心に見つめている。何を見ているのだろうかと、恵那も彼女の視線の先へ目を向けた。

　玉砂利の敷かれた中庭を、小さな童どう子じがふらふらと歩いていた。重い荷物を運んでいるのか、かなり危なっかしい足取りだ。──まぁ、童子がよろめく度たびに、犬のような耳と尻尾しつぽが揺れて心が和なごんだけれど。

「んっ!?」

　犬のような、耳と尻尾？　両目を乱暴に擦こすった恵那は、改めて童子を凝視する。

　やはり、見間違いではない。童子には確かに、獣の耳と尻尾がついていた。葛紗神の本性は金毛の大獅子らしいので、彼は神に仕える眷属なのかもしれない。

（あの子、もしかして神獣の子供？　うわぁ……神獣って初めて見るけど、本当に半分獣の姿をしてるのね）

　神獣は、神の眷属である。普段は半人半獣の姿をしている、主の神に絶対の忠誠を誓う聖なる獣だ。

（あんなに小さいのに、神様にお仕えしてるなんて偉いわ！）
















　自分も、嫌々とはいえ神に仕えている身だ。恵那は半獣の童子に親近感を抱き、自然と頰を綻ほころばせた。

「あ」

　ぴょこぴょこ動く獣けもの耳みみを、「触りたいなぁ」と熱心に眺めていると、童子が石に蹴け躓つまずいいて派手に転んだ。その様子を見ていたカンナが、腕から抜け出して童子へ駆け寄った。

「ちょっと、カンナ！　待ってよ」

　玉砂利の上にぺったりと座り込んだ童子は、転んだ際に打った膝ひざをさすりながら泣いている。そんな彼の傍らに、心配そうなカンナが寄り添う。

　童子を見上げるカンナの瞳は、「大丈夫？」と問いかけているようだ。

「ねぇ、大丈夫？」

　カンナを見習って、童子の前にしゃがみ込んだ恵那は、優しい声で話しかける。

「怪け我がをしてるなら、お姉ちゃんが治してあげる。痛いのなんかすぐに、お山の向こうへ飛んでいっちゃうんだから」

「ほ、本当？」

　初めて泣き濡れた顔を上げた童子は、次の瞬間、耳と尻尾をピンと逆立たせた。

「あ、あなたは……っ！」

　愕がく然ぜんと顔を見返された恵那は、童子が何を驚いているのか分からずに首を傾げる。

「見つかっちゃ駄目だって、主ぬし様さまに言われてたのに……どうしよう」

「えっ？」

「ふぇえ～ん！　主様に叱しかられる～っっ！」

　自分の顔を見た途端、意味不明な事を口走ったかと思えば、童子は大声で泣きながら逃げ出してしまった。

　何か悪いことでもしただろうか。ぽかんと童子の背中を見送った恵那は、カンナの鳴き声で我に返る。視線をカンナへ移すと、彼女は地面に残された鏡へ鼻先を近づけ、クンクンと匂いを嗅かいでいた。

「それって、今の子が運んでた物かな？」

　優美な銀細工の縁ふちを持つ、子供が持つには些いささか大きな鏡だ。

　あれだけ派手に転んで、よく割れなかったものだと半なかば感心する。追いかけて童子へ届けてやろうと、恵那が鏡を拾おうとした時だった。

　曇くもり一つない鏡面に恵那の顔が映り込むと、眩まばゆい白はく銀ぎんの閃せん光こうが鏡から逬ほとばしる。

「きゃ……っ!?」

　中途半端な悲鳴を残し、恵那の意識は鏡の中に吸い込まれた。





[image: ]






「うわぁっ！」

　いきなり宙に放り出された恵那は、手足を無意味にばたつかせる。

　どこを見ても、ただ白いだけの空間だ。足が地面についていないせいで、最初は落ちると思って混乱したが、身体からだはふわふわと雲のように浮いている。

「……いったい、どうなってるの……？」

　落下の危険はないと知り、恵那はもがくことをやめる。

　自分以外、誰もいない無音の世界だ。試しに大声で助けを求めたが、その声は反響することなく、静寂に吞み込まれて消えた。

（ど、どうしよう。まさか私、鏡の中に閉じ込められちゃったの？）

　血の気がサァッと下がり、恵那は青白い顔で頭を抱える。

　鏡の中からの脱出方法なんて、教わったことがない。何か応用できる術はないかと、必死で頭を働かせてみるが、逆に思考は絡からまるばかりだった。

　それでも、何か脱出の手掛かりはないものかと、恵那が辺りを見回していた時だった。

「──っ!?」

　それまで白かった世界に、突如として幾多の色彩が溢れる。

「今度は、何が起こったの？」

　相変わらず身体は宙に浮いているが、世界はそれまでと一変した。

　大勢の人々が行き交う町の真ん中に、恵那はぽつねんと漂っていた。擦すれ違ちがう人々は、恵那の存在に気付いていないどころか、彼女とぶつかりそうになっても、その身体をすり抜けて行く。

　おそらくこれは、鏡が見せている幻の風景なのだろう。

（結構栄えてるみたいだけど、どこの町かしら？）

　町の様子を何とはなしに眺めていると、恵那は思いがけず見慣れた人物を発見した。

「あれは、扶人？」

　錫杖に凭もたれるようにして、小間物屋の店先に立っているのは、紛まぎれもなく扶人だ。あの気だるそうな顔を、見間違えるはずがない。

　でも、どうして彼がこの世界にいるのだろう。これは、鏡が見せている幻影のはずなのに。

　不審に思いながらも、とりあえず扶人の名を呼ぼうと、恵那が口を開きかけた時。

『お待たせ、扶人』

　店の中から出てきた、修祓師の白羽織を纏った若い娘の姿に、恵那はギョッと目を瞠みはる。

　長い黒髪の左横だけを、真新しい深紅の髪かみ紐ひもで結ゆっているのは、自分そっくりの顔をした娘だった。

　それだけでも驚きなのに、彼女から小走りに駆け寄られた扶人が、とろけるような優しい笑みを見せ、恵那は更なる衝撃を受けた。

「あの唐とう変へん木ぼくが、笑ってる……」

　嫌味な笑いなら何度も見ているが、こんな慈じ愛あいに満ちた微笑はついぞ見たことがない。

『ほぅ、紅べに色いろの髪紐か』

『少し派手だったかしら？　藤ふじ色いろのものと迷ったのだけど、お店の人にこっちを勧められたから、つい買ってしまって……おかしくない？』

　恵那そっくりの娘は新調した髪紐に触れ、照れた上目遣いで扶人に問う。髪紐の色を気にかける娘に、扶人は愛おしそうに目を細めると、彼女の髪を一ひと房ふさ手に取った。

『お前の美しい髪には、何色でも似合う。だが、明るい色の方が我は好みだ。その紅色、良く似合っているぞ──千ち咲ざき』

　扶人が呼んだ娘の名前に、恵那は耳を疑った。

「千咲って……私が初めて扶人と会った時、呼ばれた名前よね」

　扶人から髪紐を褒められ、愛らしく頰を染めている千咲を見つめ、恵那は何度も目を瞬しばたたかせる。これだけ瓜二つでは、扶人が間違えるのも無理はない。自分だって、鏡を見ている気分なのだから。

（それにしても、二人はずいぶん仲が良さそうだけど……恋人同士なのかしら？）

　偏屈な扶人が、これだけ安らいだ様子でいるのだ。彼の隣で幸せそうにしている千咲からも、甘やかな空気が漂っている。

　仲なか睦むつまじく寄り添っている二人を見ていられず、恵那が足元に目線を落とすと、またも世界が塗り替えられた。

　今度はどんな幻を見せるつもりだ。口内で鏡に対して文句を呟き、恵那がため息交じりに顔を上げようとした時。足元の地面が、赤黒く濡れていることに気づいた。

『千咲、なぜ我を庇ったりした!?』

　聞こえてきたのは、扶人の悲痛な叫び声。恵那が視線を上げた先では、扶人が血ち塗まみれの千咲を腕に抱いていた。

　血で濡れた口元を綻ばせ、千咲は震える手を扶人に伸ばす。

『だって私は、あなたの下げ僕ぼくですもの。愛する主あるじを守るためなら、この命だって惜しくはないわ。……あなたが無事で、本当によかった』

『だからと言って、お前が死んでは意味がないだろう！　頼むから、我を置いて逝いかないでくれ！　お前がいなくなったら、我はこの先どうやって生きてゆけばいい!?』

『大丈夫……。あなたがいなくなれば、この国は滅びてしまうけれど、私がいなくなったくらいでは、世界は何一つ変わらないわ。……また、いつも通りの明日がくるのよ』

『馬鹿言うな！　お前がいない世界など、我には何の価値もない。いつも通りの明日など、一生訪れることはないのだ！』

　駄だ々だを捏こねる子供のように、扶人は緩く頭を振る。そんな彼の頰を、血の赤で染まった指先で優しく撫で、千咲は切なげに眉を寄せた。

『私とあなたは、神と人……。遅かれ早かれ、私が先に逝くのは分かっていたことでしょう？』

『それでも我は、お前を失いたくはない！』

『あなたは本当に、困った人ね。……分かったわ。それほど私を必要としてくれるのなら、一つ約束をしましょう……』

　浅く速い呼吸の合間にそう言って、千咲は小刻みに震える小指を扶人へ差し出す。

『私はもうすぐ死んでしまうけれど……必ず生まれ変わって、あなたをもう一度愛すると誓うわ。だからあなたは、私が生まれ変わってくるのを……私の愛したこの国で、待っていて？』

『千咲──』

『さあ、指切りしましょう。神様と交わした約束は、絶対守らなければいけないものね……』

　千咲が促うながすように微笑むと、扶人は小さく息を詰まらせる。暫しばしの沈黙をおいたのち、彼は沸き上がりそうになる激情を堪こらえ、千咲と自分の小指同士を絡めた。

　今いま際わの際きわにあるというのに、しっかりと結ばれた小指を、千咲は驚くほど穏やかな眼差しで見つめている。

『ねぇ、扶人……私、あなたと出会ってから、とても幸せだったわ』

　消えかけの命を振り絞るように。柔らかな微笑を消すことなく、千咲は扶人のためだけに言葉を紡ぐ。

『……沢山の幸せを、ありがとう……』

『千咲？　おい、目を閉じるな！　千咲……っっっ！』

　最期に一筋だけ涙を零し、千咲は笑顔のまま静かに息を引き取った。

　命の灯が燃え尽きるその時まで、扶人だけを想い続けた千咲の臨終は、優しくも悲しいものだった。

（これは、鏡が見せてる幻影じゃなくて、扶人の過去……？）

　千咲の亡なき骸がらを胸に抱き、龍のように泣き叫ぶ扶人に、恵那の胸は鋭く痛む。

　どうして鏡は、こんな光景を自分に見せるのだろう。扶人の心に土足で踏み込んでしまったようで、恵那は深い罪悪感に苛まれる。

「あ」

　その時、世界が急速に薄れだした。

　消え行く世界で最後まで聞こえていたのは、扶人の悲痛な叫び声だった。
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　濃密な甘い香りに、意識がゆるやかに浮上する。

「あっ、起きた」

　恵那が薄っすら瞼まぶたを上げると、大きな琥珀色の瞳と目が合った。

　ふさふさの耳と尻尾が愛らしい、鏡を落として逃げた半獣の童子だ。彼はぴょこんと立ち上がると、恵那の目覚めを知らせるべく、「主様～」と言いながら室しつの奥へ駆けて行った。

「ここは、どこ？」

　重だるい身体をどうにか起こし、恵那は室内をぐるりと見渡す。

　天井からは、白地に金の細やかな刺し繡しゆうが施ほどこされた紗しや幕まくが垂たらされ、いたる所に飾られた金の装飾品が、目に痛いほどの輝きを放っている。よく見ると、畳たたみの縁ふちまで金糸銀糸で豪華に彩られていた。

（どうして私、こんな金ピカの部屋にいるの？）

　鏡の中に吸い込まれる前は、学舎の中庭にいたはずだ。

　恵那が状況の変化に戸惑っていると、今しがた童子の消えた室の奥から、微かな衣きぬ擦ずれの音がゆったりと近づいてきた。

「身体の調子はどうかしら？」

　鼓膜を震わした艶やかな美声に、何の気なしに振り向いた恵那は、そこに佇たたずむ人物にビシッと硬直する。

（こ、この人は……っ！）

　胸の谷間が際きわ立だつように着崩した着物の上へ、上質な錦の打ち掛けを羽は織おり、両手で銀細工の鏡を持っている女性は、色っぽい微笑を口元に湛たたえている。長い白銀の髪を緩く結い上げ、金の天てん冠かんで額を飾る彼女は──葛紗神社の御ご神しん体たいである、葛紗神その人だ。

　気きつ風ぷのよい姐あね御ごを思わせる女神の登場に、我に返った恵那はすぐさま叩こう頭とうしようとする。が、頭を下げる前に、葛紗神からやんわりと制止された。

「目が覚めたばかりなんだから、まだ安静にしていなさい。それに私、堅かた苦くるしいのは苦手なのよ。どうせお話をするなら、顔を見てした方が楽しいでしょう？」

「し、しかし……」

「もとはと言えば、私の鏡があなたを大変な目に遭わせたのよ。そう畏かしこまらないで、気兼ねなく寛くつろいでちょうだい」

　紅の引かれた唇の両端を上げ、葛紗神は気前よく笑う。
















　葛紗神の気さくな性格に圧倒され、再びぽかんとしかけた恵那は、彼女の持つ鏡に視線を奪われた。

「その鏡……」

　妖艶な女神の持つ銀縁の鏡は、自分の意識を奇妙な世界へ飛ばした代しろ物ものだ。

　何か問いたげな顔の恵那に、葛紗神は「あぁ、これ？」と鏡の表面を撫なでる。

「この鏡は私の神じん器ぎで、心しん理り鏡きようって言うの。鏡面に映った人の心を映し出し、悩める者にはその答えを授けるのよ」

「悩める者に、答えを授ける鏡ですか……」

「朝の御お祈いのりの時、うっかり本殿に置き忘れちゃって。眷属に取りに行かせたんだけど、そのせいで、あなたに迷惑をかけてしまったわ。ごめんなさいね」

「い、いえ！　私なら大丈夫なのでお気になさらず──」

　神様から謝罪を受けるなんて、何と恐れ多いことか。大宮司に知られたら、即破門にされてもおかしくはないだろう。

「それより、この心理鏡はあなたに何か教えてくれた？」

　周囲に人目がないことを気にする恵那を尻目に、葛紗神は鏡の縁をコツンと指先で弾く。

「意識が鏡の中に吸い込まれたのは、あなたが何らかの答えを求めていたからよ。この鏡は、真実のみを映すわ。心理鏡が、あなたに何を見せたのかは分からないけれど──この鏡が見せた物には、大きな意味がある。そのことだけは、決して忘れないでね」

「葛紗神様……」

　女神の澄んだ菫すみれ色いろの瞳から、恵那は無意識に視線を逸そらしていた。

　心理鏡は、自分と似た千咲という娘を映し出した。幸せ真っ盛りの、扶人との蜜みつ月げつ。そして、壮絶な死に際の光景。

　心理鏡は、悩める者に答えを授けるらしいが、実際は大きな謎をもたらした。

（どうして心理鏡は、扶人の過去を私に見せたのかしら？）

　恵那が俯うつむいて物思いに耽ふけっていると、「にゃおん」と愛らしい鳴き声が聞こえてきた。目線を上げて奥の妻つま戸どを見れば、カンナが一直線にこちらへ向かって走ってくるところだった。

「カンナ！」

　恵那が両手を広げれば、カンナは彼女の胸に飛び込む。嬉しそうにゴロゴロと喉のどを鳴らす猫に、葛紗神は肩を揺らして笑う。

「その子、余程あなたのことが心配だったのね。倒れたあなたの側から離れなくて、結局ここまでついて来ちゃったのよ。──まぁ、もっと大きなのもついて来ちゃったけどね」

「えっ？」

　カンナの喉元を撫でつつ、恵那はキョトンとする。赤い唇を緩めた葛紗神は、無言で妻戸へ色っぽく目を流した。

　彼女の視線を追うと、そこには扶人が立っていた。

「──扶人？」

　入り口に立ち尽くし、いつまでも動こうとしない扶人を不審に思い、恵那はおずおずと彼の名を呼ぶ。ぼうっと佇んでいるのかと思ったが、何やら様子がおかしい。

　いつもはやる気のない半眼が、今は怯ひるんだように見開かれている。

「なんだ、その髪形は」

　ようやく口を開いたかと思えば、扶人はそんな事を掠かすれた声で問うてきた。意味が分からず恵那が眉を顰ひそめると、葛紗神から心理鏡が差し出される。

「これは……っ!?」

　鏡に映る恵那は、千咲と同じ髪形をしていた。

　誰がこんなことをしたんだ。鏡の中の自分を、恵那が啞然と見つめていると、葛紗神が茶ちや目めっけたっぷりに片目を閉じて言う。

「なんか退屈だったから、眠っているあなたの髪でちょっと遊ばせてもらったのよ」

「そ、そうだったんですか……」

　軽いノリの女神に脱力していると、横髪の左側だけを結った紐がするりと解とけた。

「お前に、その髪は似合わぬ」

　弾かれたように顔を上げた恵那は、いつの間にか目の前に立っていた扶人の顔を見返す。解いた髪紐を持つ彼は、湧き起こる心痛を堪えるような、酷く悲しい眼をしていた。

　咄嗟に何か言おうとしたが、こんな時、どんな言葉をかけたらいいのだろう。恵那がわずかに逡巡していると、膝の上にはらりと髪紐が落ちてきた。

「もう二度と、その結い方はするな」

　底冷えするような声でそれだけ言うと、扶人は長い髪を翻して部屋から出て行ってしまう。

（扶人ってば、どうしちゃったのかしら？）

　一方的に拒絶された恵那は、扶人の落した髪紐を拾い上げて表情を曇らす。

　扶人が何に心を痛めているのか、それは分からない。けれど、髪紐を解く時に見せた憂いげな眼差しが、どうしても頭から離れなかった。







　神しん廟びようの透すき渡わた殿どのへ出た扶人は、庭の枯かれ山さん水すいをぼんやりと眺めていた。

「女の子の髪を勝手に解くなんて、酷いことをするのね」

　胸焼けするほど甘い香りが流れてきたかと思うと、今一番会いたくない人物が隣に立った。

　シャラリと簪かんざしを揺らして小首を傾げ、葛紗神──かつては夜鶴と呼ばれていた娘は、艶あでやかに笑む。

「可哀想に。恵那さん、とても落ち込んでたわよ？　あなたのそういう配慮のなさは、昔からずっと変わらないわね」

「馬鹿言うな、配慮が足りんのはお前の方だろう。なぜ、やつの髪をあの形に結った」

　殺意すら込めて睨めば、食えない昔馴染みは猫のようにニヤッと目を細める。

「倒れた恵那さんを私の部屋まで運んできたあなたの顔、鏡で見せてあげたかったわ。あんなに必死になったのは、彼女が千咲さんの生まれ変わりだから？」

「……貴様、何が言いたい？」

「あなたはあの子に、千咲さんの存在を重ね見ていたいのでしょう？　私が恵那さんの髪を結い直したのも、そのお手伝いをしたまでのこと。案あんの定じよう、そっくりになったじゃない」

「余計な世話だ。あいつは千咲ではない。千咲はもう、この世のどこにもいないのだ」

　欄らん干かんへ乗せられた扶人の手に、やるせなさから力が籠こもった。苦しげに表情を歪ゆがめる彼を横目に、夜鶴は尚も平然と言葉を続ける。

「でも、顔はそっくりじゃない。魂たましいだって、千咲さんのものなんでしょう？」

「それでもあいつは、千咲ではない。似ているのは顔だけで、他の部分はまるっきり千咲とは正反対だ」

「だったらあなた、どうして今もあの子の側にいるの？」

　色っぽく前髪を搔き上げ、夜鶴はワザとらしい困り顔を作る。

「千咲さんじゃないと分かっていれば、いつまでもあの子の側にいる必要はないわよね？　風のように一つの場所に留まることを嫌うあなたが、あの子が一人前になるまで、祥泉堂に滞在するなんて。恵那さんが千咲さんとは別人だと分かったなら、主従の契約なんかなかったことにして、また前みたいに気楽な旅をすればいいじゃない」

「黙れ、夜鶴！」

　聞きたくない言葉ばかりを、故意に挙げ連つらねてゆく夜鶴を、扶人は吼えるように怒鳴りつけた。怒りで霊力の調節が狂い、常人なら昏こん倒とうするほどの霊気が全身から噴き出すが、夜鶴は悠然と微笑んだまま動じもしない。

　そのいけすかない態度に、扶人の苛立ちは更に増す。

「我が誰を下僕にしようと、お前には係わりのないことだ。口が過ぎるぞ」

「あら、怒らせてしまったかしら？　ごめんなさいね、お節介は昔から私の十お八は番こなのよ」

「……不愉快だ」

　これ以上、古傷を抉えぐるような真似はされたくない。腹黒な昔馴染みに背を向け歩き出すと、背後から忍び笑いが聞こえ、扶人は眉間の皺を深くした。

（あいつの側にいる理由だと？　そのようなこと、我とて知らぬわ）

　生まれ変わっても、もう一度あなたを愛する。

　千咲が残したその誓いを信じて、自ら長い封印に就き、彼女が生まれ変わるのを待っていた。意識もなく眠る中、ただ千咲の存在だけを求めていたが──ようやく現れた彼女の魂を受け継いだ娘は、自分のことなど微塵も覚えていなかった。

（なぜ我は、千咲でない娘の側にいるのだ……）

　千咲と約束を交わした小指は、まだ彼女の温もりを覚えているというのに。

　その温もりですら、今は小さな棘とげとなって心を傷つけた。
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　田植えの風景を遠くに眺め、恵え那なは大きく深呼吸する。

「んーっ！　天気がいいと、空気も美お味いしいわ。村の人たちも、田植えがはかどってるみたいでよかった。水不足の心配もなくなったみたいだし、今年も美味しいお米が食べられそうね」

　ぐぐっと背伸びまでしていると、少し先を歩いていた俊しゆん太た郎ろうから冷めた眼差しを送られた。

「恵那、今は巡じゆん回かい中なんだから気を抜くな」

「わ、分かってるわよ。だけど、近くから邪じや気きは感じないし、あんまりピリピリしてても疲れるだけだって。俊ちゃんも一緒に深呼吸して、少しは肩の力を抜こうよ」

　葛くず紗さ神社から戻った恵那は、ここ十日ほど、三み隅すみ山さんの山下にある水みな部べ村むらの巡回を、伊い之の助すけや学友らと共におこなっていた。

　この前の緊急集会で話題に出た、「黒こく狼ろう王おう」という荒あら御み霊たまを警戒して、毎日担当地域の巡回を実施するよう、大だい宮ぐう司じから指令が下ったのだ。

「お前なぁ。実戦でそんな気楽に振る舞ってたら、たちまち荒御霊の餌え食じきになるぞ？」

　危機感の欠片かけらもなく笑っている恵那に、俊太郎は眉間の皺しわを増やす。

「伊之助先生ならまだしも、俺はまだ、お前を庇かばって戦う余裕はないからな」

「だって荒御霊は、餌になる人間が多い場所によく出没するんでしょう？　黒狼王もこんな山奥の小さな村なんかより、賑やかな町を標的にすると思うけどなぁ。村で不審者を見かけた人も、今のところいないじゃない」

「だからと言って、大宮司様の指令を疎おろそかにできるか。ほら、気を引き締めろ」

　さすがは、祥しよう泉せん堂どう一の優等生。自分や夏なつ葉はと違って、俊太郎は何事にも手を抜かない。

　右手に田園風景が広がる小道を、隙すきなく周囲に気を配りながら歩く俊太郎に、恵那はこっそり嘆たん息そくする。

（こんな時、扶ふ人ひとがいたら真っ先にサボりたがるんだけど……）

　チラッと背後を振り返った恵那は、そこに扶人の姿がないことに唇を尖とがらせる。

　葛くず紗さ神社に呼び出されてから、扶人の様子がおかしくなった。前から率先して喋しやべる人ではなかったが、話しかければ何かしらの言葉は返ってきたのに。今では、生返事があればいい方で、無視されることの方が格段に多い。

　今朝など、いくら呼んでも布団から出てこなかった。

（変な病気だったら、どうしよう）

　少し前までは、気配を辿たどってでも自分の後をつけて来たのに。あれだけ苦手だった仏ぶつ頂ちよう面づらも、こうして振り返った時に見えないと、なんだか物足りない。

　食事の時間以外は姿を消しているクセに、夜は相変わらず狭い部屋で屛びよう風ぶを挟んで眠る。髪だって梳とかしてあげているし、お茶ちや汲くみなどの仕事は変わらず続けているのに──目に見えない壁が、自分と扶人の間にあるような気がしてならない。

「あっ、グミの木！」

　雑ぞう木き林ばやしの近くへ差しかかると、道沿いに生えたグミの木を発見した。

「おい、まだ巡回の途中だぞ」

「扶人のお土み産やげにするんだから、少しくらい大目に見てよ。ほら、今が食べ頃みたいだし」

　咎とがめる俊太郎に、恵那はもいだグミの実を見せる。気楽に笑っている恵那に、尚も俊太郎は小言を垂れようとしたが、開いた口からはため息しか出なかった。

　無言は、肯定の証あかしだ。手て拭ぬぐいを手のひらの上に広げた恵那は、俊太郎の気が変わらぬうちに、せっせとグミの実を摘み始めた。

（甘い物を食べたら、扶人も少しは元気になるかも）

　恵那が小さく微笑ほほえみ、手拭いで包んだグミの実を懐ふところへしまった時だった。

「──ッ！」

　ぞわりと背筋が粟立ち、恵那は緩んでいた気を引き締める。

「俊ちゃん、この気配は……」

「あぁ。どうやら、一体だけじゃなさそうだ。……抜かるなよ」

　俊太郎と背中合わせで立ち、恵那は背負った雪ゆき桜ざくらの柄つかに手を伸ばそうとして、止めた。抜けない大おお太た刀ちでは戦えない。

「私が掌しよう術じゆつで敵を牽けん制せいするから、俊ちゃんはその間に止とどめを刺して」

　太刀を抜いた俊太郎に、恵那が冷静に作戦を告げた瞬間、四方を囲むように四体の荒御霊が現れた。

　若い娘が一人に、中年の男が三人。全員が殺意にギラつく赤あか墨すみ色いろの目をして、手には瘴しよう気きを練って作られた得え物ものを持っていた。

「可愛い娘じゃねぇか。こりゃあ、主あるじ殿どの好みの美う味まそうな魂たましいをしているな」

「そっちの乳ちち臭くさい娘はお前たちにやるよ。その代わり、こっちの男はあたしが殺やるんだからね。主殿に魂を献上する前に、楽しいお遊びをするんだから、手を出すんじゃないよ」

　着物を婀あ娜だっぽく着崩した娘が、手にした包丁の刃はを長い舌でベロリと舐なめる。男共は下卑た笑いを浮かべ、斧おのや鎌かまを見せつけるように構えて、じりじりと恵那へ近づいてゆく。

「五ご行ぎようの掌・火か気き──洪こう煙えん暗あん幕まく」

　距離を詰められる前に、恵那が素早く掌術の呪文を唱える。

「チッ、目め眩くらましか！　小こ賢ざかしい真似を……っ！」

　掌術によって辺りは濃い煙に包まれ、荒御霊たちは武器を滅茶苦茶に振るう。敵が混乱しているうちに、煙えん幕まくの中から飛び出した恵那と俊太郎は、顔を見合わせて頷く。

「同時に炎えん煉れん布ふ陣じんを仕掛けるぞ」

「了解!!」

　二人揃って言こと霊だまを紡つむぎ、煙の中目掛けて巨大な火の玉を放つと、天を穿うがつように凄まじい火柱が上がった。

　これなら荒御霊も燃え尽きただろうと、恵那が警戒を解こうとした刹せつ那な──。

「やだわぁ、髪が焦げちゃったじゃない」

　黒い瘴気の波動が炎を搔き消し、包丁を逆さか手てに構えた女が、狂気的な笑みと共に突っ込んできた。すかさず前に出た俊太郎は、女の猛攻を太刀で防いだ。

　荒御霊の女と対等に斬きり結ぶ俊太郎は、太刀を振り抜く合間に叫ぶ。

「恵那、上だ！」

　ハッとして空を見上げれば、斧を振り上げた男が降ってくるところだった。咄とつ嗟さに背後へ飛び退のくと、今度は横から鎖くさり鎌がまが飛んでくる。その攻撃を地面へ伏せてやりすごせば、近くの木に登った男から弓で射られ、恵那は横に転がり矢を避よけた。

　攻撃されてばかりではいられない。恵那は地面に手をつき、口早に呪文を唱える。

「五行の掌・土ど気き──穿ほう隆りゆう牙が！」

　恵那の手のひらから流し込まれた霊気が、地中の土気を活性化し、大地が小刻みに振動する。次の瞬間、斧を担ぎ直していた男と、鎖鎌を振り回す男の足元の地面が、鋭く尖って隆起した。

　二人が地面に気を取られている隙に、恵那は弓に矢を番つがえる男へ風の刃を放つ。

「五行の掌・木もつ気き──緑りよく閃せん烈れつ風ぷう！」

「ぎゃあッ!!」

　木の枝ごとカマイタチの直撃を食らい、足場を失った男は背中から地面に落ちた。

　これで、一人はしばらく起き上がれまい。残る二人の相手をするため、恵那は地面に倒れた男へ背を向けた。

「駄目ですよ、恵那さん」

「えっ」

　背後で何かを弾く硬い音が響き、反射的に振り返った恵那の前には、両手に小こが刀たなを構えた伊之助が立っていた。彼の足元には折れた矢が落ちており、恵那は血が冷えるのを感じた。

　木の根元を見ると、当分は動けないだろうと思っていた男が、腹はら這ばいで弓を構えていた。

　伊之助は左手に持っていた小刀を、恵那の背後に迫っていた荒御霊へ投げる。空いた左手を木の根元に倒れた荒御霊へ向け、彼は間髪いれず言霊を紡ぐ。

「五行の掌・火気──永えい黎れい劫ごう火か」

　伊之助の詠唱が終わると同時に、大木ごと螺ら旋せん状に燃え上がった炎にまかれ、弓を持った荒御霊が消失する。

「荒御霊に痛みを感じる心など、ありはしません。傷ついた演技で私たちの油断を誘い、その隙に魂を喰らおうとするのです。どんな状況でも、完全に止めを刺しなさい──たとえ命乞いをされても、耳を貸してはいけませんよ」

「は、はい」

「残りも私が浄化します。恵那さんは、俊太郎君の援護を」

　簡潔に述べた伊之助は、残る二体の荒御霊へ挑み掛かって行く。

　できれば伊之助の手助けをしたい。でも、自分の力量では足手纏まといになるだけだ。

　任務に私情を挟むな。心中で自分を叱責し、恵那は俊太郎の援護へ向かおうと一歩踏み出しかけ──突如、間近で生じた強烈な邪気に、ビクリと肩を揺らして動きを止めた。

（なんて強い邪気なの……っ！）

　凄まじい寒気が背筋を駆け抜け、危うく足から崩れ落ちかけた。

　雑木林の奥から、徐々に近づいてくる荒御霊の気配に、恵那は我知らず後退する。それでも目線だけは、邪気の発生源から決して逸らさなかった。

「クククッ。お前ら、この程度の術師相手に苦戦するとは情けないぜ？」

「っ！」

　不気味な笑い声と共に林から現れたのは、黒くろ装しよう束ぞくを纏った男だった。

　顔の右半分を長い前髪で隠した、まだ若い男だ。長い牙きばの生えた口元を歪ゆがめ、彼は狂気に満ちた笑みを湛たたえている。

　男の禍まが々まがしい赤眼と目が合っただけで、恵那は心臓が凍りついた錯覚を抱く。

（こいつ、ヤバい……っ！）

　さっきまで戦っていた荒御霊なんて、足元にも及ばない威圧感だ。邪気が濃すぎて、吐き気すら込み上げてくる。

「主殿、どうかお助けを！」

　俊太郎と斬り合っていた女が、甘えた声で男へ駆け寄ろうとした。逃がすものかと、俊太郎は掌術を放つ態勢に入ったが、それよりも先に女は黒い炎に吞まれる。

　女と共に炎が跡形もなく消失すると、その向こうでは黒装束の男が嘲笑を浮かべていた。

「弱い手駒なんざぁ、邪魔なだけなんだよ。クッ、クハハッ！」

　仲間を自ら滅めつするなんて。

　狂った笑い声を響かせる男を、恵那は信じられない思いで見つめる。

「あぁ、そこのお嬢ちゃん。この前はよくも、俺様の計画を台無しにしてくれたな？」

「な、何のことよ？」

　いきなり話しかけられて怯ひるんだが、恵那は平然を装って問い返す。

　必死で虚きよ勢せいを張る恵那に、男は独特な笑い声を漏らした。

「ククッ。お前が、神に頼んで雨を降らせただろ？　水不足が続けば、米が穫れない。そうなったら村の人間どもは、どうなると思う？　年貢も払えず、飢えた人間は見み境さかいなく殺し合い、少ない食料を奪い合う！　後に残るのは、俺様の手駒になる荒御霊だけってワケだ！」

「まさか、ずっと雨が降らなかったのはあんたのせいだったの!?」

「ご名答～。だが、お前のせいで俺様の苦労は水の泡だ。まったく、酷いことするよなぁ」

　でも──と、男は赤眼を楽しそうに眇すがめる。

「手駒を増やすより、もっといいことを閃いたんだ。クククククッ……。それは、お前と共にいた神の魂を喰らうことだ！」

「ふざけるんじゃないわよ！　誰があんたなんかに、扶人の魂を喰わせるもんですか！」

「恵那さん、冷静になりなさい」

　感情に流されて怒鳴った恵那の前に、荒御霊の始末を終えた伊之助が立ちはだかる。

　おもむろに眼鏡めがねを外した伊之助は、いつもの笑顔を消して黒装束の男を鋭く見据えた。

「あなたが、お尋ね者の黒狼王ですね？　よもや、私の担当地域に潜んでいたとは……これで、あなたはお終しまいですよ」

　邪魔な眼鏡を外し、本気の顔になった伊之助の言葉に、恵那の首筋を冷や汗が伝う。

（この男が、黒狼王……っ）

　多くの悪行を重ね、神の魂をも喰らった凶悪な荒御霊が、目の前にいる。

　心に生じた動揺が隙となった恵那は、官能的に舌舐めずりする黒狼王に気づけなかった。

「馬鹿っ、気を抜くな！」

　咄嗟に俊太郎が叫んだが、遅かった。

　黒狼王の背後から飛び出してきた新手の荒御霊が、伊之助へ襲いかかる。応戦する伊之助が、恵那の側を離れたのを見計らい、黒狼王は風のような速さで彼女の背後へ回り込んだ。

「ククッ、思った通りだ」

「ぐ、あ……っ!?」

　長い爪の生えた邪悪な手が、首元をきつく締めつける。後ろから羽は交がい絞じめにされ、くぐもった呻うめき声を漏らす恵那の頰ほを、黒狼王はベロリと舐め上げた。

「お前の魂の波長には、覚えがあるぞ？」

　顔の右半分を隠す髪を片手で搔き上げ、黒狼王は恵那の顔を覗き込む。

「どうだ、お前もこの傷に見覚えがあるだろう」

　彼の右目は、刃で深く抉えぐられていた。癒着し、赤黒く変色した生々しい傷きず痕あとを見せつけられた恵那の脳裏では、九年前の惨劇が急速に蘇る。

「そ、そんな……」

　両親を殺した荒御霊は、伊之助が確かに浄化してくれたはずだ。自分はその光景を、この目ではっきりと見ているのだ。

　それなのに、黒狼王の右目の傷には見覚えがあった。──これは、父親を絞め殺した直後、駆けつけた伊之助によって、深く切り裂かれた荒御霊の右目だ。

「お……お前はあの夜、いの先生に浄化されたはずよ！　それなのに、どうしてまだ生きてるの!?」

　語気を荒らげて問うた恵那に、黒狼王はさも滑こつ稽けいだと言わんばかりに笑う。

「俺様は片目を潰つぶされただけで、浄化されてはいないぞ？　現に、こうして今も存在しているじゃないか」

「噓だッ！　お前は父さんや母さんを殺した後、私まで殺そうとしたわ！」

「はぁ？　俺が、お前を殺そうとした？　クククッ、クハハハハッ！」

　喉が張り裂けんばかりに怒鳴り散らす恵那に、黒狼王はついに声を上げて笑い出す。

「確かに、俺様はお前の両親を殺した。だが、お前を殺そうとしたのは、荒御霊に変じたお前の父親じゃないか。あんな愉快な出来事を、お前は忘れたのか？」

「え……」

　黒狼王の明かした衝撃的な事実に、恵那は顔色を失った。

（父さんが、私を殺そうとした……？）

　そんなはずはないと心で強く否定するが、胸騒ぎは大きくなるばかりで。

「私の生徒に手を出すとは、いい度胸ですね」

　その時、どこからともなく風の刃が飛んできた。

　恵那の頰を掠かすめるように、カマイタチが黒狼王に直撃する。俊太郎の掌術だ。大した攻撃ではなかったが、黒狼王の腕が恵那から離れた瞬間、飛び出してきた伊之助が彼女を横抱きにして、後ろへ大きく飛び退すさった。

「なんだ、もうあいつは倒されたのか。ククッ、揃って使えねぇヤツらだなぁ」

　自分がけしかけた荒御霊が浄化されても、黒狼王は笑い続けている。

　放心状態の恵那を、駆けつけた俊太郎へ預けた伊之助は、凍てつく眼差しで小刀を構えた。
















「まさか黒狼王が、あの時の荒御霊だったとは。九年前は仕留め損ねましたが、今度こそ浄化して差し上げましょう」

「笑止！　俺様は、あの頃の〝なりたて〟とは違う。人の魂を喰って喰って、喰いまくった。神の魂だって、喰ってやったぞ！　そのお陰で、今じゃ多くの荒御霊を従える力を手に入れたんだ。クククッ、お前なんか捻ひねり潰してくれるぜ！」

　濃密な邪気を撒き散らす黒狼王へ、伊之助は地面を強く蹴って斬りかかる。

（いの……先……生？）

　遠ざかる彼の背中を虚うつろに見つめていた恵那は、ふらりと俊太郎の胸に倒れ込む。

　薄れゆく意識の中で最後に見たのは、懐から落ちて地面に散らばる小さな赤い実だった。
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「母さん、死んじゃ嫌だよ！」

　地面に倒れ伏した血塗れの母親に、六歳の恵那は泣きながら縋すがりついていた。

「もう、我がままは言わない。言いつけだって、ちゃんと守るから──だから、私を置いて死なないで！」

　ぽたぽたと頰に落ちる娘の涙に、母親の瞼まぶたが薄っすらと開く。最さい期ごの力を振り絞った母親は、口元から血を零こぼしながらも、必死で言葉を紡いだ。

「……恵那……強く、生きなさい……」

　そう言って微笑んだ母は、もう二度と瞼を開けることはなかった。

「母さん、起きてよ！　もうすぐ、赤ちゃんが生まれるんでしょう？　みんなで一緒に、赤ちゃんの名前を考えようって、約束したじゃない……っ！」

　母親の亡なき骸がらを揺すり、恵那が泣き叫んでいた時だった。

「恵那」

　名前を呼ばれて振り返ると、そこには荒御霊に殺されたはずの父親が立っていた。

　よかった、父さんは生きてたんだ──。おいでおいでと手招きされ、恵那は涙を拭ぬぐって駆け出し、両手を広げた父親の胸へ飛び込む。

「父さん！　母さんが……母さんが……っ！」

　人形のように動かなくなった母親を指差し、恵那は父親の腰元へ顔を埋める。

　泣きじゃくる娘の頭を、節くれ立った大きな手で優しく撫でながら、父親は優しい声で残酷な言葉を告げる。

「大丈夫だ、恵那。すぐにお前も、母さんの元へ送ってやるよ」

「え……？」

　月明かりに鈍にぶく光る何かと共に、父親の眼が、狂気の赤に輝いているのが見えた。

　幼い恵那はわけが分からず、振り下ろされる鑿のみを呆然と見上げる。父さんは、何をしているんだろう。そんなことをぼんやり考えていた時、ビシャッと顔に生温かい液体が、大量に降りかかってきた。

　顔を拭った小さな手が、赤黒く染まる。聞こえてくるのは、獣の呻き声に似た凄まじい絶叫。見下ろした地面では、利き腕を失った父親がのた打ち回っていた。

「父さん？」

　か細い声で呼びかけるが、既に父親は語る言葉を失い、意味不明な叫びを上げるばかり。

　苦しそうにしている父親が可か哀わい想そうで、恵那が近寄って慰めようとした時、視界に白い物が割り込んできた。それは、修しゆ祓ばつ師しの青年が纏う白羽織で──彼は手にした小刀で、地面を転げ回る父親に止とどめを刺した。

「危ないところでしたね、お嬢さん」

　そう言って振り返った青年は、返り血一つ浴びず綺麗に笑っている。

　なんでこの人、笑ってるんだろう。

　父さんを殺したのに。

　──否、この人は父さんと母さんを殺した、悪い荒御霊をやっつけてくれたんだ。今倒したのが、その悪い荒御霊に違いない。

（だって、父さんが私を殺そうとするはずないもん）

　心は自ら真実を曲げ、辛い記憶を小箱に入れて鍵をかけた。

「さぁ、一緒に救護所へ行きましょうか」

　コクリと頷き、差し出された青年の手を握った直後。青年の姿が、忽然と消えてしまう。

　青年の手を摑んだはずの、赤黒く汚れた手を開けば、小さな鍵が握られていた。

　それは、遠い昔に捨て去った記憶の小箱の鍵だった。





[image: ]






　ハッと目を見開き、恵那は荒い呼吸を繰り返す。

（今の夢は……）

　激しく鼓動する胸を押さえ、乱れた息を整える。

　布団に横たえられた身体は、動かそうとすると鈍く痛む。なんでこんなに節々が痛むのか、茫ぼう洋ようとした頭で考えるが、思考は上手く纏まらない。ただ、見慣れた天井が、ここが祥泉堂の自室であることを教えてくれた。

「恵那さん。かなり魘うなされていたようですが、大丈夫ですか？」

「っ！」

　その時、傍かたわらから聞こえた柔らかな声に、せっかく静まりかけていた心臓が、再びドクンと大きく脈打つ。

　ゆっくりと首だけ傾けた恵那は、枕元に正座する人物の顔を見上げる。

「いの、先生……」

　行あん灯どんの明かりに淡く照らされているのは、いつもと変わらぬ微笑を浮かべた伊之助だった。

「あなたは黒狼王の邪気に中あてられ、意識を失ったのですよ。体内に取り込まれた邪気は、すべて解げ毒どくしましたが、二、三日は安静にしていた方がよいでしょう」

「それで、黒狼王はどうなったんですか？」

「残念ながら、逃げられてしまいました。先ほど葛紗神社へ、黒狼王発見の鷹たか文ぶみを飛ばしたので、近日中には増援の術師が派遣されるでしょう」

「そう、ですか……」

　伊之助の顔から視線を逸らし、恵那は掠れた声で生返事をする。

「それよりも、気分は悪くないですか？　さっきまで、ひどい熱が出ていたんですよ」

「──っ！」

　熱を計ろうと伸ばされた、伊之助の大きな手が視界に入った瞬間、恵那は喉の奥を引き攣つらせた。何の変哲もない彼の手が、凶暴な爪を生やした荒御霊の手と重なって見えたのだ。

　室内に、パシッと乾いた音が響く。

「さ……触らないで、下さい……っ」

　伊之助の手を振り払った恵那は、震える声を絞り出す。

　急に怯え出した恵那に、伊之助は眼鏡の奥の瞳を驚いたように見開く。

「どうしたんですか、恵那さん。もうここには、怖いものなんていませんよ？」

　怖いものが、いない？　──そんなの噓だ。

　そう言っている伊之助が、何より怖くてたまらない。

「いの先生……私、全部思い出しました。九年前、私の父さんを殺したのは、先生だったんですね」

　喉の奥から懸命に声を押し出し、恵那は単調に問う。そんな彼女の言葉に、伊之助は小さく首を傾かしげる。

「おや、恵那さんは当時の事を忘れていたのですか？　てっきり私は、すべて覚えていると思っていましたよ」

「父さんが荒御霊になった事を認めたくなくて、今まで自分の心を偽いつわってきました。でも、黒狼王に会って思い出したんです。あの夜、先生が殺したのは黒狼王じゃなくて──私の父さんだった、と」

「いいえ。それは違いますよ、恵那さん」

　血を吐くように言葉を紡ぐ恵那に、伊之助は相変わらずの笑顔で頭を振った。自分が過去に犯した行為を、気にもかけていない態度に、恵那の心臓が不規則に脈打つ。

「何が、違うって言うんですか？　私は、父さんが先生に殺されるところを、この目でしっかりと見ていたのに……」

　胸の中がどろりとした感情で一杯になり、重くて気持ち悪い。父親を殺したクセに、どうして伊之助は、平然と自分に笑い掛けることができるんだ。彼の神経を疑うと同時に、その笑顔に惚れ込んでいた自分が、まるで道化のように思えた。

「どうやら恵那さんは、大きな勘違いをしているようですね」

　恵那が小刻みに細い肩を震わせていても、伊之助は微笑みを絶やすことはない。

「あなたのお父上を手に掛けたのは、黒狼王です。その後、荒御霊となったあなたのお父上を、私が修祓師として浄化したのです。修祓師の浄化作業と、卑ひ劣れつな殺人行為を同一視するのは間違いだ」

「だからって、あんな酷いことを……っ」

　断片的に脳裏へ蘇よみがえるのは、父親が殺される瞬間の光景。

　あの時、短刀を振るった伊之助は、人の顔をしていなかった。あれは、冷たく心が凍りついた夜や叉しやの顔だ。

「それでは恵那さんは、修祓師である私に、荒御霊を浄化するなと言いたいのですか？」

　会話の内容とはちぐはぐな、穏やかな声こわ音ねで問われる。顔には柔にゆう和わな微笑が浮いているが、自分を見つめる伊之助の目には、冷徹な光が宿っていた。

　確かに、伊之助は笑っている。が、これは純粋な笑顔ではない。本心を腹の中に隠した、仮面のような笑みだ。

「たとえ恵那さんのお父上であっても、荒御霊になってしまえば関係ありません。荒御霊は浄化する。それが、修祓師の使命なのですから」

「そんな……っ」

「修祓師である私にとって、荒御霊は浄化すべき対象でしかありません。荒御霊に成り果てると同時に、その人物は〝人〟でなくなるのですから、等しく祓はらうのが正しい選択です」

　あまりに冷酷な言いように、恵那は息が止まる思いをした。

　この人は、本当に昨日までの伊之助なのだろうか。よもや父親を殺した人間に、ずっと想いを寄せていたなんて──。

「私は一生……先生を、許しません」

　みっともなく震える声で、それでも精一杯強い口調で告げる。

　床の中の恵那から、殺意と悲しみを孕はらむ目で睨まれた伊之助は、口元だけで笑う。

「別に私は、恵那さんに許しを乞おうとは思いません。一修祓師として、自分の信念に従い行動したまでですから。それにあの時、私が浄化しなければ、あなたはお父上に殺されていました。あなたは、その方がよかったと言うのですか？」

「……っ」

　容赦なく胸を抉る問いに、恵那は爪が白くなるほど拳こぶしをきつく握り締める。

　憧れの人が見せた残酷な一面に、心が悲鳴を上げるように軋きしむ。恵那は現実を拒こばむよう頭まで布団を引っ被かぶり、痛切な声で訴える。

「もう、出て行って下さい……っ！」

　伊之助のことも、彼に恋していた自分のことも、何一つ分からなくなった。今まで、伊之助のどこに惚れていたのか。本当に自分は、彼のことが好きだったのか──大切に育んできた気持ちすら、偽物のように思える。

　恵那から強く拒絶された伊之助は、素直に立ち上がり長屋の廊下へ出る。障子を閉ざす間際、彼は行灯の光が揺れる室内を振りかえり、静かに切り出す。

「恵那さん、これだけは伝えておきます。私はあなたのお父上を浄化したことを、今でも後悔はしていませんよ」

「……っ」

「昔から恵那さんは、荒御霊を自分の手で浄化したいと望んでいましたが──自分の父親でなければ、他の荒御霊が浄化されるのは平気なのですか？　肉親の情に流されていては、立派な修祓師にはなれません。たとえ相手が何者であっても、荒御霊は修祓師の〝敵〟なのですから」

　それだけ言い残した伊之助は、障子を閉ざすと部屋の前から姿を消した。

　完全に伊之助の気配が失せると、恵那は重だるい身体をゆっくりと起こす。握り締めたままの拳を開けば、爪が食い込んでいた手のひらに、薄っすらと血が滲にじんでいた。

「あのような男の言葉に、お前が己おのれを傷つけてどうする」

　誰もいなくなったと思っていた室内に、一段と不機嫌な低い声が響き、恵那はびくりと肩を揺らす。振り返ると屛びよう風ぶの脇に、眉根を険しく歪ゆがめた扶人が立っていた。

「今の話、盗み聞きしてたの？」

「人聞きの悪いことを言うな。我はただ、自分の部屋で寛くつろいでいただけだ。その横で、勝手に下らぬ話を始めたのはお前たちの方だろう。ゆえに、我が責められるべき事はない」

「あぁ、そう……」

　相変わらずの傲ごう慢まんさに、なぜか心のどこかでほっとする。

　今朝までのぎくしゃくした関係が、いつの間にか本来あるべき形に戻っていた。小さく息をついた恵那は、抱えた膝に顔を埋める。

「どうやら、まだ少し体内に邪気が残っているようだな」

　屛風を迂う回かいして近づいてきた扶人は、枕元に片膝をつく。伏せていた顔を上げた恵那は、鼻先が触れ合うほどの距離に広がる、恐ろしく整った顔に目を見開いた。

「な、何するつもり……？」

「身体のだるさを、和らげてやるだけだ。大人しくしていろ」

　口づけされる。ゆっくりと近づいてくる扶人の顔に、恵那は耐えきれずぎゅっと目を閉じたが──触れ合ったのは唇ではなく、額ひたいだった。

　重なった額から鉛のようになった全身へ、心地良い温ぬくもりが流れ込む。

（この感じ……あの、不思議な桜と似てる）

　夢む幻げんに咲き誇る桜に触れた時に感じた、すべてを包み込むような優しさに、身体の苦痛だけでなく、心の痛みまで軽くなる。

　しばらくして扶人の額が離れると、恵那はそっと目を開けて小さく笑む。

「ありがとう。お陰で少し、身体が楽になったわ」

　素直にお礼を言うと、扶人はどこかばつが悪そうな顔で、懐ふところから手拭いの包みを取り出した。

「礼を言うことはない。お前はこれを、我のために摘んできたのだろう？」

「それ……っ！」

　扶人が広げた手拭いには、グミの実が包まれていた。

　気を失う時、落としてしまったはずなのに。それをどうして、彼が持っているのだろう。

「料理番の小僧が、お前からだと渡してきた。──だから今のは、この礼だ」

「えっ？」

　我がまま神様の口から飛び出した、予想外な言葉に恵那は耳を疑った。

　認めるのは癪しやくだが、自分は扶人の下げ僕ぼくだ。主人に物品を献上するのは当然だと、扶人なら思っていそうなのに、グミの実なんかのお礼をするなんて──。

（扶人って、実は律儀なのかしら？）

　そう思うと不思議なことに、冷え切っていた心がほのかに温かくなる。

「ねぇ、扶人……なんか私、色んなことが分からなくなっちゃった」

　扶人なら、自分の気持ちを理解してくれるかもしれない。そんな淡い期待を込めて、恵那はポツポツと語り出す。

「いの先生は、荒御霊は修祓師の敵だって言ってた。それって、荒御霊になった父さんも、私の敵ってことよね？　でも、私はどうしてもそうは思えない……思いたく、ないの」

「まさか、お前。荒御霊と成り果てた父親でも、以前と変わらず愛することができたと言うつもりか？」

「だって、私を育ててくれた父さんだよ？　荒御霊になったからって、いきなり敵になんか思えない。もし、父さんと対たい峙じした修祓師が私だったら、きっと浄化しなかった。たとえ荒御霊でも、父さんを殺すなんて私にはできないよ……」

　父親を斬り捨てた伊之助と、自分を置き換えて寒気が走る。血の繫がった親を、あんな風に殺せないと、恵那は暗あん澹たんたる思いになった。

　沈痛な面持ちで俯く恵那を一いち瞥べつした扶人は、切れ長の双そう眸ぼうを眇める。

「お前が真実、父親のことを想っているのであれば、その魂はすべからく浄化するべきだ。それが、修祓師と荒御霊双方にとって、唯一残された最良の選択だ」

　冷たい眼差しで告げられた言葉に、恵那は呆然と扶人の顔を見返す。

「……あなたまで、いの先生と同じことを言うの？」

「我はただ、修祓師の有り様を語ったまでのこと。お前がこれからも修祓師を目指すのであれば、誤った解釈は早急に正すべきだ。肉親の荒御霊だから浄化できないなど……千ち咲ざきだったら、口が裂けても言わなかった」

「──っ」

　思いがけず扶人が口にした「千咲」という名前に、凪なぎ始めていた心が俄にわかに波立つ。

「ねぇ。私を見てると、そんなに千咲さんを思い出すの？」

　心理鏡の中で見たことは、扶人には黙っておこうと決めていたのに。勝手に動き出した口は、もう止められなかった。

　唐突な問いに固まる扶人に、恵那はワザとらしく笑む。

「私の顔、千咲さんとそっくりだもんね。思い出さない方がおかしいか」

「お前、なぜそのことを……」

　不格好な笑みを浮かべた恵那は、扶人の問いには答えず、節くれ立った彼の手に触れる。

「あなたが望むなら、私が千咲さんの代わりになってあげようか。口調も今より女の子らしくするし、髪形だって千咲さんと同じにするわ」

「何だと……？」

「だからあなたは、私に優しくして。千咲さんにするみたいな笑顔を、私にも向けてよ」

「ふざけるなッ！」

　恵那の手を乱暴に振り払い、扶人は吼ほえるような怒声を上げる。

「お前が千咲の代わりになるだと？　馬鹿な事を言うな！　あいつはもう、この世のどこにもいない。誰にも、あいつの代わりになどなれはせん！」

「それならどうして、私と千咲さんを比べるの!?」

　振り払われた手を押さえ、怒りに震える声で恵那は怒鳴り返す。

「私が千咲さんじゃないって分かってるなら、最初から比べたりしないでよ！　どうせ私を下僕にしたのは、千咲さんの代わりにするためだったんでしょう？　それなのに、私じゃ千咲さんの代わりになれないですって？　ふざけたことを言ってるのは、あんたの方じゃない！」

　千咲という娘は扶人が言うように、弱音など吐かない優秀な修祓師だったかもしれない。けれど、それは恵那ではない別人のことだ。

　千咲と比較された。ただそれだけのことが許せずに、恵那は激しい憤いきどおりから身体を小刻みに震わせた。傷ついたのは自分なのに、ひっぱたかれたような表情で固まる扶人に、怒りの炎は余計に勢いを増す。

　しばしの沈黙の後。徐おもむろに立ち上がった扶人は、無言のまま部屋から出て行く。

　パタンと閉ざされた障子の音を皮切りに、怒りや悲しみが止めどなく溢れ、頭の中がぐちゃ混ぜになった。苛いら立だちで髪の毛を搔き毟むしった恵那は、布団の上に小さく蹲うずくまる。

「誰も、私の気持ちなんて分かってくれないんだ！　いの先生も、扶人も──大っ嫌い！」

　布団に突っ伏して叫んだ恵那の声は、行灯の明かりが燃え尽きると共に、宵よい闇やみの織り成す静寂に吞み込まれて消えた。
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　一睡もできず夜が過ぎ、朝がきた。

　今日の授業は欠席するよう、夜明けと共に自室を訪れた俊太郎から言われたが、綾あやの身み支じ度たくの手伝いまで休むことはできない。寝間着から、いつもの小こ袖そでと袴はかまに着替えた恵那は、定時にきっかり綾の私室を訪れていた。

「綾先生、終わりましたよ」

　帯締めが完了すると、恵那は杖に縋って立つ綾の身体を、座布団の上にそっと座らせる。

　扶人が、体内に滞った邪気を浄化してくれたお陰だろうか。睡眠を取らずとも身体のだるさは消え、綾の着替えも問題なく行うことができた。

「恵那、身体はもういいのか？」

　鏡台から櫛くしを取ってきて、緩く波打つ綾の髪を二つに編んでいる最中、体調を問われた恵那は「もう平気です」と笑顔で答える。

「ご心配をおかけして、すみませんでした。荒御霊を警戒していたのに、返り討ちに遭あって倒れるなんて、修業不足ですよね」

「そんな事は気にするな。お前が無事でよかった」

　髪を編み終わると、目の前に笑顔の感情表現札が現れた。持ち主の代わりに笑う札に、恵那の表情も自然と緩む。

「黒狼王が過去に何をしたか、お前が眠っている間に伊之助から聞いた。まさか、奴がお前の両親の仇かたきだったとは……さぞ辛かったろう？」

　札に浮かぶ顔を悲しげなものに変えた綾に、恵那は笑みを消して俯く。

「確かに、黒狼王は両親の仇です。だけど、いの先生だって……」

「伊之助が、どうした？」

「荒御霊になった父さんを殺したのは、いの先生だったんです。荒御霊になったら、もう人間じゃない。荒御霊は修祓師の敵だからって、先生は、父さんを……っ」

　昨夜から、何度も頭の中で繰り返し蘇るのは、伊之助が口にした冷酷な言葉。

「荒御霊が敵、か……」

　改めて憎しみが込み上げ、恵那が肩を小刻みに震わせていると、綾の細い手が伸びてきた。

「なぁ、恵那。もし、お前が荒御霊になったとしたら、私は迷わずお前を浄化するだろう。それがなぜか、分かるか？」

「えっ」

　何の前置きもなく切り出された問いに、恵那は怯ひるんだように顔を上げる。

　真っ直ぐ自分を見つめてくる綾の瞳は、何の感情も浮かんでいない。表情から考えが読めないせいで、余計に質問の意図が摑めず恵那は混乱した。

　動揺して固まった恵那に、綾は軽く小首を傾げる。

「どんな善人でも、荒御霊になれば無差別に人を襲い、悪あつ鬼き羅ら刹せつのように魂を貪むさぼり喰うようになる。生前の心を完全に失い、本能のままに動く。荒御霊とはそういう存在だ。──私はお前に、罪のない者を殺あやめさせたくはない。大事な生徒だからこそ、私はこの手で浄化するのだ」

「綾先生……」

「それに、お前自身も殺さつ戮りくなど望まないはずだ。違うか？」

　いつもより柔らかな綾の声に、恵那は違わないと黙って首を横に振る。

　もし、自分が荒御霊になったらなんて、今まで一度も考えたことがなかった。綾から言われて初めて想像してみたが、自分の意思に関係なく人を襲い続けるなんて、それは死ぬよりも辛いことかもしれない。

　誰かを傷つけるくらいなら、自分が殺された方がマシだ。

　そう思った瞬間、恵那は雷に打たれたような衝撃を受けた。

（もしかして、父さんも同じ気持ちだったのかな？）

　道端に倒れている、怪我をした動物すら放っておけなかった父親だ。命を大事にする、暴力が何より嫌いな人だったから、他者の命を奪うなんて本人が一番嫌がるだろう。

　あの晩、伊之助に浄化されていなければ、父親は人を喰らって喜ぶ鬼になっていた。多分、最初の獲物は目の前にいた自分だっただろう。

「修祓に対する信念は、術師によって異なる。伊之助と、私の信念が違うように──お前も、確固たる己の信念を見つけることだ。さすれば、道はおのずと開ける」

　恵那の頭を撫でる綾は、微かすかに目を細めていた。

　札なんか無くても、彼女が微笑んでいることは、穏やかなこの場の雰囲気で分かる。

「病み上がりに、私の世話を焼かせてすまなかったな。食事は夏なつ葉はに部屋へ運ばせるから、お前は自室へ戻って休んだ方がいい」

　淡々とそれだけ言った綾は、杖つえを頼りに立ち上がると、左足を引ひき摺ずって部屋を出てゆく。

「私の、信念……」

　口に出して呟いた言葉は、胸に重く響いた。

　荒御霊は両親を殺した悪い存在だ。幼い自分はそう思い込み、正義の味方の修祓師になって、悪者をやっつけたいと願った。

（だけど、それって信念なの？）

　心という水面に、疑問という滴が落ちる。

　生じた波紋は鎮しずまることなく、いつまでも恵那の胸に広がり続けた。
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　昨夜から何も食べていないのに、胃袋は頑かたくなに食事を受けつけようとはせず、恵え那なは朝あさ餉げの粥かゆを三み口くち啜すすっただけで、膳ぜんを下げてもらった。

「扶ふ人ひとは、どこに行ったのかしら？」

　食事を終えて布団の上に座る恵那は、開け放たれた障子の向こうに広がる、長屋前の庭をぼんやりと眺めていた。

　食事を運んできた夏なつ葉はから、扶人が朝餉の時間になっても本堂に現れないと聞いてから、ずっと彼の行方が気にかかっていた。千ち咲ざきと比べられた事で頭に血が昇のぼり、つい怒ど鳴なり散らしてしまったが──冷静になって思い返すと、扶人は何一つ、間違ったことは言っていなかった。

（父さんのことを本当に想っているなら、浄化するべき……か）

　人を殺し、その魂たましいを喰らう醜い鬼になる前に。愛する家族だからこそ浄化するべきだと、彼は言いたかったのかもしれない。

　綾あやとの会話で、自分が荒あら御み霊たまになったらと想像してから、恵那の気持ちは少しずつ動き出していた。あの夜、父親は伊い之の助すけに浄化されていて、良かったのかもしれない──と。

（いの先生が浄化していなかったら、父さんは私を殺してた。その後も、ずっと人間を襲い続けて……）

　父親は誰かに浄化されるまで、他者の魂を求めて殺さつ戮りくに及んでいただろう。

　伊之助は、血の味を知る前に父親を浄化してくれた。昨夜は感情に流されて責めたが、今になって、彼の行動は正しかったのだと気づく。扶人だって、自分の誤った認識を正そうとしてくれたのに、子供っぽく怒鳴り散らしてしまった。

（ちゃんと話がしたいのに、朝餉も食べに現れないなんて……）

　何となく一人が心細くて、雪ゆき桜ざくらを胸に抱いて物思いに耽ふけっていた恵那は、そこで虚うつろだった眼を大きく見開いた。

（まさか、黒こく狼ろう王おうに襲われてないわよね？）

　黒狼王が伊之助の手から逃れてから、いまだ浄化の報告は入っていない。

　肌に纏まとわりつく、粘着質な邪じや気きの感覚を思い出し、恵那はゾクリと背筋を震わせる。

　黒狼王は、扶人の魂を狙っていた。あの狂気に満ちた赤眼の持ち主が、目の前にぶら下がる神の魂を諦あきらめ、尻尾しつぽを巻いて逃げるとは思えない。奴はまだ祥しよう泉せん堂どうの付近に潜ひそみ、扶人を襲う機会を窺うかがっているはずだ。

　試しに意識を研ぎ澄ませ、近くに扶人がいないか気配を探ってみる。

「……駄目だ」

　誰も探しに来れないよう、気配を完全に消しているのだろうか。集中してかなり遠くまで気配を探ったが、扶人の存在を感知することはできなかった。

　こっそり部屋を抜け出して探しに行こうかと、恵那が本気で迷っていた時だった。

『──助けてくれ──』

「扶人っ!?」

　脳裏に直接響いたのは、心配の種である神様の声で。

　慌てて廊下に飛び出した恵那は、忙しなく辺りを見回す。だが、彼の目立つ白髪は、庭のどこにも見当たらない。

「扶人、どこにいるの？」

『荒御霊に襲われて、怪け我がを負った……。何とか逃げ切ったが、今は思念を届けるだけで精一杯だ……』

「この馬鹿っ！　黒狼王が近くにいるかもしれないのに、ふらふら外を出歩くからそんな目に遭うのよ！」

『……小言は、後で聞く。それよりも今は、この導を辿って助けにきてくれ……』

　空からふわりと舞い降りてきたのは、黒く大きな蝶ちようだった。

　早くこっちへ来いと恵那を誘うように、蝶はひらひらと庭を飛び回る。扶人の言う導とは、この蝶のようだ。

「分かった。私がすぐ行くから、あなたは無理に動かないで。黒狼王がまだ側にいるかもしれないし、できるだけ物音を立てないでジッとしてるのよ？」

　持っていた雪桜を背負った恵那は、縁側の下に揃えて置かれた編み上げ靴を見つけると、急いで足を突っ込み蝶の元へ向かう。

　恵那が側に寄ると、それまで庭を旋回していた蝶が、速度を速めて裏庭の方へ飛んで行った。

　裏山へ入った蝶は、恵那をどんどん奥地へと誘いざなう。木々の合間を器用にすり抜ける蝶を見失わないよう、恵那は必死に山道を走った。

『……苦しい。もう、駄目だ……』

「何言ってるの、扶人。弱気になっちゃ駄目よ！」

　柄にもなく弱音を吐く扶人を励まし、恵那は更に歩調を速める。

　喧けん嘩かしたままお別れなんて、そんなの嫌だ。どうか無事でいて。熊くま笹ざさを搔き分ける恵那は、心の中で強く願い続けた。

　──だから、彼女は些さ細さいな異変に気づけなかった。

「よくぞ、ここまで来てくれた。さすが我の下げ僕ぼくだな」

「え……？」

　怪我をして動けないはずの扶人の声が、なぜか木の上から降ってきた。

　空高く舞い上がった蝶を、何気なく目で追った恵那は、そこに見つけた人物に愕然とする。

「あんたは、黒狼王……っ！」

　蝶が飛んで行った大樹の幹には、黒くろ装しよう束ぞくの裾すそをはためかす黒狼王が立っていた。

　左目だけで自分を見下ろし、黒狼王は喉の奥で笑う。

「クククッ。ちょっと声真似をしただけで、こうも簡単におびき出せるなんてなぁ」

「なんですって？」

「『このような単純な手に騙されるとは、情けないぞ』──どうだ、似てるだろ？」

　実際に扶人の声を真似て見せられ、恵那はようやく罠わなに嵌はめられたことに気がついた。

「扶人が死んじゃうんじゃないかって、本気で心配したのに……こんな手口を使うなんて、あんたはどこまで最低なの!?」

「最低かぁ。ククッ、俺様にとっては最高の褒ほめ言葉だな」

　大声で怒鳴った恵那に、黒狼王が機嫌良く笑った瞬間、辺り一帯が濃い邪気に包まれた。

　顎あごまで裂けた鋭い牙きばの覗のぞく口元に、黒狼王は冷笑を浮かべている。禍まが々まがしい赤眼と目が合い、ぞわりと背筋を寒気が駆け抜け、恵那は思わず後あと退ずさった。が、三歩も下がらないうちに、背中が壁のようなものに当たってしまう。

　いつの間にか周囲は、目に見えない結界が張り巡らされていた。退路を断たれたことで、胸中の絶望を思わず顔に出すと、黒狼王は声こわ高だかに笑った。

「クハハハハッ！　九年前に、喰い損ねた魂だ。神の魂にありつく前に、今日こそお前の魂を喰らってやる！」

「──っ！」

　九年前。

　そのたった一言が、恵那の胸に闘志の炎を燃え上がらせた。

（こいつが、父さんと母さんを……っ！）

　あの頃は、何もできない子供だったけど、今の自分は見習いながらも修しゆ祓ばつ師しだ。修祓師としても、両親の仇かたきを取るためにも──この戦いからは逃げたくなかった。

　恐れを振り払うように鋭く息を吐いた恵那は、先手必勝とばかりに、黒狼王が枝に立つ巨木へ突っ込む。

「五ご行ぎようの掌しよう・木もつ気き──螺ら状じよう旋せん風ぷう！」

　手のひらから生じた風の渦に乗せ、恵那は掌しよう底ていを繰り出し、自慢の怪かい力りきで木の幹を真っ二つに圧へし折った。

　耳に苦しい壊滅音と共に木が倒れる寸前、黒狼王がタンッと枝から飛び降りる。瞬時に上空の標的へ手のひらを向けた恵那は、新たな呪文を唱えた。

「五行の掌・火か気き──七しち連れん発はつ破ぱ！」

　恵那の言こと霊だまに応じ、黒狼王を中心に膨張した空気が、七連続で大爆発を引き起こす。

　爆風で生じた土つち埃ぼこりの向こうから、耳を劈く黒狼王の絶叫が聞こえてくる。今が攻め込む好機だと、恵那は更に掌術を発動しようとしたが──土埃を破って飛び出してきた黒い影に、彼女は眦まなじりが裂けるほど大きく目を見開いた。

「ククッ、俺様の演技は中々のもんだろう？」

「な……っ!?」

　こいつ、悲鳴を上げて油断を誘ったのか。

　大きく開かれた黒狼王の顎が、喉のど笛ぶえ目掛けて迫ってくる。研ぎ澄まされた刃やいばのような牙に、血の気が引く。

（もう、駄目だ……っ！）

　反射的に喉元を腕で庇かばい、恵那が目を瞑つむろうとした時──ひらりと、視界の端で薄紅の花弁が舞うのを見た。

「貴様、誰の許しを得てこいつに手を出す」

　突然目の前に広がったのは、薄紅色の嵐だった。

　吹き荒れる桜吹雪の中から現れた扶人は、背中に恵那を庇うよう立ち塞ふさがっている。左腕には黒狼王の牙が深く突き刺さり、夥おびただしい鮮血が流れ出しているが、彼は痛みなど感じていない様子で、全身から殺気を逬ほとぼしらせている。

（ふ、ひと……？　今度こそ、本物……？）

　扶人の腕から牙を引き抜いた黒狼王は、神の発する威圧感を警戒して、一旦後方へ飛び間を開けた。

「こういうの、飛んで火に入る夏の虫とか言うんだよな？　神自ら、俺様の懐ふところへ飛び込んでくるとは、今日はツイてるぜ！　クハハハッ！」

　血濡れた口元を長い舌でベロリと舐なめ、黒狼王は狂気の笑い声を上げる。

　そんな彼を無視して、扶人は呆然と立ち尽くす恵那へ向き直る。

「怪我はないか？」

「わ、私は大丈夫だけど、あなたの腕が……っ！」

　扶人の左腕から零こぼれ落ち続ける血液に、恵那はくしゃりと表情を歪ゆがめる。白い着物の袖そでに、ぐっしょり染み込んだ赤を見ているだけで、自分の腕まで痛むようだ。

　今にも泣き出しそうな顔の恵那に、扶人はフッと口こう端たんで不敵に笑む。

「この程度は、掠かすり傷のようなものだ。たとえ心臓を貫かれようとも、この国が滅びぬ限り、我が命を落とすことはないから安心しろ。──それよりも今は、奴を浄化する方が先決だ」

　扶人の冴えた双眸が、黒狼王へと向けられる。

　結界の中に立ち込める邪気が、緩やかに一点へ集まり出す。不穏な邪気の流れに、恵那は扶人の着物の裾を縋すがるように摑み、何が起こるのかと身を強張らせた。

「並の荒御霊ではないと踏んでいたが、案の定徒ただ者ものでなかったようだな」

　濃度を増すばかりの邪気から守るよう、無傷の腕で恵那の肩を抱いた扶人は、渦巻く邪気の根源を冷たく睨む。

『オ、オォォ、オォォォオ……ッッッ！』

　邪気の渦に包まれた黒狼王は、大地を揺るがすほどの咆ほう哮こうを上げた。

　ボコボコと蠢うごめく身体からだは漆黒の長い体毛に覆われ、見る間に巨大化してゆく。鼻先から口が伸び、耳は三角に尖り、長い尻尾が宙をうねる。

「何、これ……」

　荒御霊は通常、人の形しか取らないはずだ。しかし黒狼王は、その名が示す通りの黒い狼へ変貌した。

「神の魂を喰らった荒御霊は、その神の本性まで我が物にする。この姿は、奴が喰らった神のものだ」

「そ、そんな……っ。どうしよう、扶人。こんな奴、私の力じゃ浄化できないよ！」

「情けない声を出すな。誰もお前に、あやつを浄化しろと命じてはおらんだろう」

　取り乱す恵那を窘たしなめる扶人は、此の期に及んでも泰然としていた。

『クククッ。神の魂は、今まで喰ったどんな魂より美う味まかった』

　獣の唸うなり声のような黒狼王の声に、恵那はぞくりと身震いして更に扶人へ身を寄せる。

『俺様は、もっと力がほしい。この世のすべてを手中に収めるだけの、強大な力がほしいんだ！　だから、お前の魂を俺様に喰わせろ』

「我の魂を喰わせろだと？　冗談にしては、随分とつまらんな」

　挑発的に笑んだ扶人は、恐怖に竦すくむ恵那の肩を強く抱き寄せ、彼女の耳元でそっと囁ささやく。

「お前は、何も案ずるな。周囲の結界は我が破壊してやる。結界が解けたら、お前は全力であの堂へ逃げろ」

「待って！　あなた、どうやってこの結界を破壊するつもりなの？」

「犬っころの結界如き、我が牙で食い破ってくれるわ」

　真っ向から黒狼王を睨む扶人の眼が、今までになく苛烈な金色に輝き出した。

「我は、那な国こく守護神・倭やまと透とう空くう之の神かみなるぞ。愛する者すら守れぬ者に、神を名乗る資格はない。たとえこの身が朽ち果てようとも、我はお前を守り抜いてみせる」

　力強い宣言に、恵那は張り裂けそうな痛みを訴える胸を押さえる。そして、呆然と扶人の顔を見上げていると、肩を抱いていた彼の手が静かに離れていった。

　黒狼王へ向かって歩みを進める扶人に、恵那は慌てて制止の言葉を叫ぼうとした。しかし、彼女が声を出すよりも早く、扶人の身体は眩まばゆい金色の輝きに吞み込まれた。

「扶人……っ！」

　雷鳴のような咆哮と共に、本性の白龍へ変じた扶人が結界内に現れる。

　白龍は低く吼えながら、結界を鋭い角で突き破ろうと頭部を振り乱す。結界に角がぶつかる度、鮮烈な火花が散るが、力ずくで破壊するには無理なようだ。

　一際大きく鳴いた白龍が、今度は前足で結界を切り裂こうと試みる。その刹せつ那な、長い牙を剝いた黒狼王が、白龍の胴体に食らいつく。が、硬質な白い鱗うろこに牙は上手く刺さらなかった。

「扶人、もう止めて！　お願いだから、人間の姿に戻ってよ！」

　黒狼王の太い前足で身体を押さえつけられた白龍は、犬が骨を貪るように鱗を齧られている。

　一枚、二枚と鱗が剝がれ落ちる度に、白龍は苦しげな呻き声を漏らす。堪たまらず恵那が悲痛な叫びを上げたが、白龍は黒狼王に喰らいつかれたまま、尚も結界を破ろうともがき続ける。

（なんで私、何もできないの……？）

　両親を失った時もそうだった。二人共、自分を庇ったせいで命を落とした。今だって、扶人は傷つきながらも結界を壊そうと奮闘しているのに、自分はただ、その姿を見ていることしかできない。

　もう、誰かに守られるのは嫌だ──。

　恵那は夢中で雪桜の下さげ緒おを解き、決して抜けない白い鞘さやと柄つかを握り締める。

「お願い、雪ゆき桜ざくら。今だけでもいいから、私に力を貸して！」

　戦いたい。

　その一心で、必死に願い乞う。

「私を守って、誰かが傷つく姿なんてもう見たくない。扶人はあんなに傷ついても、私を助けようとしてくれてる。反撃もできないのに、それでも私のために命を懸けてくれてるのよ！」

　扶人が命を落とせば、守護神を失った那国も滅びる。彼はそれを承知の上で、国より自分のような小娘の命を救う事を選んだ。

「私は、扶人を守りたいっ！」

　ありったけの想いを叩きつけるよう、恵那は大声で叫ぶ。

「扶人が戦えないのなら、私が代わりに戦う！　私は、扶人の刃やいばになりたいの！」

　その刹那。恵那の切なる想いに、雪桜の柄がドクリと脈動した。

　じんわりと熱くなった柄に、恵那は目を瞠みはる。鞘が眩い白銀の光を放ち、今まで感じられなかった退たい魔まの波動が、一気に雪桜から溢れ出した。

「雪桜……私と一緒に、戦ってくれるの？」

　驚きと感動が入り混じった声で尋ねると、雪桜の鞘が細かい光の粒子となって弾けた。

　研ぎ澄まされた刀身が現れると同時に、周囲へ飛び散った光の粒が空へ昇のぼり、雪のような純白の花弁が降り出す。──否、降ってくるのは花弁だけじゃない。澄んだ雅楽の音色まで、白い桜吹雪と共に地上へ降り注いだ。

（この音楽は、何……？）

　空から降る白い桜と楽の音に、泣きたいくらいの懐かしさが込み上がる。

　今まで、白い桜吹雪など見たことはない。楽の音も初めて聞いたはずなのに、昔からこの光景と旋律を知っている気がして、恵那は突如生じた矛盾する気持ちに戸惑う。

（さぁ、しっかり柄を握って）

（……え）

　その時、脳裏に柔らかな声が響いた。

　この声は、心理鏡の中で聞いた千咲の声と同じだ。そう思った瞬間、胸の奥が燃えるような熱を宿し、大きな感情の流れを生み出した。

（これは、千ち咲ざきさんの気持ち？）

　大きなうねりとなり心を満たしたのは、切ないほど優しい自分とは違う誰かの想い。

　自分の中に、千咲がいる。魂に宿る彼女の存在を感じていると、再び静かな声が聞こえた。

（余計な力を抜いて、楽の音に集中するの。後は、身体が自然と動くわ）

　柄を握る両手が、微かすかに温かくなる。まるで、千咲と一緒に雪桜を握っているようだ。

（一人じゃ無理でも、二人なら戦える……っ！）

　扶人を救いたいと願う互いの気持ちが、今一つになった。

「五行の掌・木気──風ふう塵じん先せん行こう！」

　千咲をその身に宿した恵那は、脚力を強化して跳躍する。

　鳴り響く太鼓の音に合わせ、周囲に生えている木々の幹を蹴り、彼女は結界の天井ギリギリまで空へ昇る。最後にトンッと木の頂点を踏み、宙へ身を躍らせた恵那は、雪桜の切っ先を黒狼王目掛けて真っ直ぐ構えた。

「黒狼王！　これ以上扶人を傷つけるのは、この私が許さないんだから──ッ！」

　白い桜吹雪を切り裂くように、重力の力を借りた身体が加速しながら落下を始める。呼吸が止まるほどの風圧を、歯を食いしばって耐えた恵那は、凄まじい勢いで黒狼王の背中に落ちた。

　長い体毛に覆われた皮膚を突き破り、垂直に立てられた雪桜の刀身が、黒狼王の身体へ深々と突き刺さる。

（気を抜かないで。まだ、戦いはこれからよ）

　手のひらに伝わる生々しい感触に吐き気が込み上げたが、千咲の励ましに、恵那は緩みかけた気を引き締め直す。

『おのれぇぇえ！　小娘のクセに、俺様の食事の邪魔をするな！』

　この世の果てまで聞こえるような絶叫を上げた黒狼王は、齧りついていた白龍を離す。

　荒御霊にとって退魔具の一撃は、大きな苦痛をもたらす。小物の荒御霊なら、今の一撃で浄化されていただろうが、黒狼王はそうはいかない。

『神の魂を喰った後、じっくり甚いた振ぶってやる。それまで、お前はおとなしく待ってろ！』

「きゃ……っ!?」

　黒狼王が激しく身震いしたことで、背中に乗っていた恵那は簡単に吹き飛ばされた。

（大丈夫。落ち着いて、琴の音に耳を澄ますの）

　千咲に言われた通りにすると、琴の音に合わせて身体が自然と空中で一回転する。勢いを殺して地面へ着地した恵那は、的確な指示をくれる千咲を頼もしく思う。

（千咲さんと一緒なら、黒狼王にだって勝てる！）

　間髪入れず雪桜を構え直し、恵那は再び攻めの態勢に入るが、怒り狂った黒狼王の前足が頭上に迫り、咄嗟に真横へ飛び退いた。

　それまで自分が立っていた場所へ、黒狼王の太い前足が振り下ろされる。恵那がゾッと背筋を震わせ、一瞬でも怯んだのがまずかった。

「ぐっ!?」

　爪で抉えぐられた土が、礫のような勢いで飛んできて、恵那は地面へ倒れ込む。

（気をつけて、次の攻撃が来るわ）

　顔に掛かった土を払い目を開けると、視線の先に獣の肉球が広がる。

　搔き鳴らされる琵琶の音と共に、地面を毬まりのように転がった恵那は、間一髪で黒狼王に踏み潰つぶされずに済んだ。口の中に入った土をペッと吐き出し、雪桜を支えに立ち上がると、恵那は目の前に片手を翳かざす。

「五行の掌・金ごん気き──昇しよう硬こう廊ろう」

　掌術で一時的に硬化させた大気を踏みつけ、空へ抜けるように響く龍笛の如く、恵那は黒狼王の眼前へ飛び上がる。

　理性を失った血色の瞳に、恵那の姿が映った瞬間、雪桜の白刃が下から掬すくうように閃く。深く左目を切り裂かれた黒狼王は、身の毛がよだつ声にならない叫びを上げた。

　両目が潰れた黒狼王は錯乱状態に陥り、空中の恵那を鼻先で振り飛ばす。思わぬ反撃を受け、地面に叩きつけられた恵那は、意識が遠退きかけた頭を強く振った。

「こんな事で、負けてたまるもんですか……っ！」

　身体の痛みを堪こらえ、恵那は根性で身を起こす。

　扶人はどんなに傷ついても、自分を守ろうとしてくれた。彼の受けた痛みに比べたら、この程度はどうってことない。

「扶人は絶対、私が……ううん、〝私たち〟が守るんだから！」

　千咲の想いと共に、恵那が再び立ち上がろうとした時だった。

「──ッ!?」

　左目を斬られた激痛にもがく黒狼王が、体勢を崩して恵那の上に倒れかけていた。

　反射的によけようとしたが、力を込めた左足に激痛が走り、恵那は低く呻いて蹲うずくまる。地面に激突した際、足を捻ってしまったようだ。

（私、このまま死ぬの？　扶人を、助けられないまま……？）

　黒狼王の巨体が迫りくる中で思ったのは、扶人を守り切れなかった後悔だった。

　身体を押し潰される痛みに備え、恵那が固く瞼まぶたを閉ざした刹那──横から飛び出してきた白龍によって、彼女の身体は空へと攫さらわれた。

『弱いクセに、無茶をしおって！』

「扶人……っ！」

　龍の鬣たてがみにしがみついた恵那は、扶人の低い声に熱く鼓動を高鳴らせた。

　千咲と共有する心が、狂おしいほどの愛おしさで一杯になる。肌に伝わる彼の温ぬくもりが、かけがえのない宝物のように思え──一度は萎しぼんだ闘志が、再び大きく燃え上がる。

『振り落とされぬように、しっかり摑まっていろ』

　そう言った扶人は、大気をビリビリと震わす咆哮を上げ、結界の天井へ突っ込んだ。

　何度も扶人の体当たりを食らい、結界はだいぶ脆もろくなっていたらしい。陶器が割れるような音を立て、透明だった結界が陽の光を反射して砕け散る。

　白い桜吹雪に混じり、結界の残骸がキラキラと降り注ぐ空中で、扶人は長い胴体を大きくうねらせ、再び地上へ向かって降下を始めた。

『いい加減、この下らぬ戦いに終止符を打つぞ。今のお前なら奴を浄化できる。修祓師としての務めを、立派に果たしてこい』

「うん、任せて！」

　不思議だ。扶人が信頼してくれるだけで、身体の奥底から無限に力が湧いてくる。

　白龍の背に中腰で立った恵那は、全身全霊の力を雪桜へ注ぎ込む。身の丈の半分以上もある刀身は、恵那の霊力を宿し、聖なる白銀の光を放ち出した。

　激しさを増す雅楽の音に混じり、白龍の勇ましい雄叫びが響く。

「くらえぇぇぇえ──っっっ！」
















　白龍の背から飛び出した恵那は、光の剣を掲げあらん限りの力で叫ぶ。

　目が見えない状態で暴走する黒狼王の、脳天目掛けて振り下ろされた白銀の刃は、一気に首元まで両断した。

　雪桜に込められた退魔の波動が、切断面から急速に黒狼王の全身へ巡る。あっという間に、白銀の光に包まれた巨体は、断末魔の絶叫を上げる間もなく、光が四散すると同時に魂こん魄ぱくの状態になった。

「か、勝てたの……？」

　挫くじいた足を庇って着地したせいで、恵那はその場にへたり込む。

　黒狼王との戦いが終結すると、それまで空から降っていた白い桜と、雅楽の音色がはたと止んだ。今までの現象は、いったい何だったのだろう。空を見上げて小首を傾かしげていた恵那が、何気なく雪桜へ視線を落とすと、刀身はいつの間にか白い鞘に覆われていた。

（……よかった、扶人を守れて……）

　千咲の安あん堵どした呟きに、胸がキュッと切なくなる。

　死して尚も扶人を想う彼女の気持ちは、恵那の心の許容量を超えていた。千咲の想いの大きさに、甘く軋きしむ胸元に手を当て、恵那は微かに頰ほおを染める。

（この気持ちは千咲さんのものなのに、何だか私まで扶人に恋してるみたい……）

　冗談交じりにそんな事を思うと、余計に頰が熱くなる。が、人間の姿に戻った扶人の姿を目の当たりにした途端、恵那は全身の血液が凍ったような錯覚を抱いた。

「変な着地をしていたが、大丈夫か!?」

　綺き麗れいな白髪を土埃で汚した扶人が、小走りに駆け寄ってくる。

　左腕からはいまだに出血が続いているし、白龍の時にやられた怪我のせいで、胸部から腹部にかけても着物に血が滲にじんでいる。こんな大怪我をしているのに、どうしてこの神様は、自分より人のことをまっ先に心配するのだろう。

　そんなことを思った途端、人前では決して見せなかった涙がぽろりと零れた。

「おい、なぜ泣く？　どこか怪我でもしたのか？」

「な、泣いてなんか──痛っ！」

　顔を覗き込もうとする扶人から逃れようと、咄嗟に立ち上がった恵那は、左足に走った激痛に体勢を崩す。

「足を挫いているのに、無理をするな」

　倒れかけた恵那の身体を、扶人が咄嗟に抱きとめた。

　逞しい胸の温もりに、トクンと胸が高鳴る。

（ねぇ、扶人。私、あの時の約束をちゃんと守ったのよ。あなたには、寂しい想いをさせてしまったけれど、こうしてまた巡り合えた）

　自分の目を通して扶人の顔を見上げ、千咲が新たな涙を零す。

（もしかして私が、千咲さんの生まれ変わりなの……？）

　今いま際わの際きわに千咲は、再び生まれ変わることを扶人に約束していた。その彼女が、こうして自分と共に存在している。

　一つの魂を二人で共有する、不思議な感覚。

　自分の中に、自分以外の人間がいる。違和感はあるが、不快ではない。むしろ心地良いとさえ感じる。

「まったく……お前が黒狼王へ向かって行った時は、肝きもを冷やしたぞ」

　肩に置かれていた扶人の手が、自然と背中へ回された。

　桜の甘い香りのする、優しい抱擁だ。まるで、千咲ごと抱き締められているようだと、恵那は穏やかな心で思う。

（そっか。今は私、千咲さんと一緒なんだっけ）

　否、彼女はずっと自分と共にいた。

　千咲は、もう一人の自分なのだ。胸に宿る彼女の存在を、とても愛おしく感じると同時に、新たな家族を見つけたようで恵那は嬉しくなった。

「あのね。千咲さんが、私に力を貸してくれたんだよ」

「千咲が……？」

　緊張したように身体を強張らせた扶人に、恵那は柔らかく微笑んで頷く。

「戦ってる最中、ずっと私のことを励ましてくれた。それに、あなたのことを守りたいって、心から思い続けてたわ。あと──約束、ちゃんと守ったよって」

「……そうか」

　背中に回された腕に、微かな力が込められる。

　表情も窺えないし、短い言葉からも扶人の気持ちは推測できない。それでも扶人の雰囲気が和やわらいだ気がして、彼の胸に頰を寄せる恵那は、安堵したように微笑んだ。

「お願いだから、もうあんな無茶はしないで。千咲さんも心配してたけど、私だって凄く心配したんだから」

　血染まった着物が目に入り、止まりかけていた涙がまた滲み出す。

「私を庇ってあなたに万が一のことがあったら、那国は滅びてたのよ？　私を守ろうとしてくれた、あなたの気持ちは嬉しいけど……こんな酷い怪我、してほしくなかった」

「それは、我とて同じだ」

　存在を確かめるように、扶人が怪我をしていない右手で、そろりと頰を撫でてくる。壊れものにでも触れるような手つきに、目の奥が熱くなった。

「たとえお前が千咲でなくとも、我の心はお前の存在を切望する。お前を守った理由も、我がお前を守りたいと思った。それだけで十分だろう──違うか？」

　満身創痍なのに、扶人はどこまでも男前に笑っている。

　そんな彼に笑い返すと、なぜか涙まで溢れ出した。

「だから、どうしてお前は突然泣きだす。我が、何か不愉快な事でも言ったか？」

　どうやら傲ごう慢まん神様も、女の涙には弱いらしい。涙をボロボロと零しだした恵那に、扶人はたじろいだ様子で問いかける。

　珍しく動揺する扶人に、恵那は「私にも分からない」と頭かぶりを振った。

「勝手に涙が出てきて、止まらないの。本当は、泣いちゃ駄目なのに……」

「お前、泣くのを禁じられているのか？」

「そういうわけじゃないけど、母さんから遺ゆい言ごんで『強く生きろ』って言われたから。だから私は、人前で涙は見せないって決めてたの」

　グスッと洟はなを啜すする恵那に、扶人は然も解せんと言いたげに眉を顰ひそめた。

「なぜ、強く生きることが、涙を流さないことなのだ？」

「だって、涙って弱い人が流すものじゃない。だから……」

「それは違うだろう。涙を見せぬ者が、必ずしも強いとは限らん。そのような輩やからの中には、人の心を持たぬ薄情な奴もいる。むしろ、己のためではなく、他者のために泣いてやれる者の方が、我は余程心が強いと思うぞ」

　真剣な面差しで、扶人が珍しく神様らしいことを語る。

　そんな彼の顔を、恵那は意表を突かれたような眼差しで見返す。

「涙は一概に、弱さの証あかしではない。泣かずに生きることも、人によっては強さの証明になることもあるが──お前の場合は、母御の想いを違たがえた強がりでしかない。強く生きるということは、どのような逆境からも逃げることなく、前を向いて歩いて行くことではないのか？」

　扶人の長くしなやかな指が、目尻に浮く涙を優しく拭ってくれる。曇りの晴れた視界で見上げた先には、いつになく穏やかな表情を湛えた扶人がいて、恵那の胸が甘く締めつけられる。

「あーあ、なんか悔しいな」

「何がだ？」

「これまで私、ずっと母さんの遺言を誤解してたってことでしょう？　その答えを、まさかあなたから教えてもらうなんて、なんか複雑」

「亀の甲より年の功と言うだろう。我とて、伊達に長く生きているわけではない」

　フッと目元を眇めて笑う扶人に、恵那はムウッとぶすくれる。

　こんな時ばかり、まともなことを言うなんて反則だ。それでも、恵那の膨ふくれっ面はすぐに和らぐ。

（この笑顔、昔と全然変わってない）

　懐かしむような千咲の声は、これまでより小さく聞こえた。

（雪桜は、あなたを主と認めたわ。どうかあの刀で、私の大切な主を守ってあげて）

（千咲さん……）

（もう、こうして言葉を伝えることはできないかもしれないけれど──私はずっと、あなたの中で生き続けているわ）

　言葉尻がどんどん小さくなり、やがて千咲の声は完全に聞こえなくなる。

　そして千咲は、魂の奥底で再び深い眠りに就いた。

（千咲さん、ありがとう。これからも私と一緒に、生きていこうね）

　胸に手を当て目を閉じた恵那は、千咲へ感謝の気持ちを伝えた。次に瞼を上げた彼女は、袖を捲まくり上げながら扶人に迫る。

「よーし、今から怪我の治療を始めるわよ！　その傷全部、私が綺麗に治してあげるんだから」

　そう言って笑った恵那を、扶人は眩しそうに目を細めて見つめていた。
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　扶人の治療を終え、黒狼王の魂魄を集しゆう魂ごん鈴れいに回収した恵那は、そこでようやく自分が足を挫いている事を思い出した。

　掌術で治そうとしたが、戦闘と扶人の治療で霊力を使い切ってしまい、結局は扶人に背負ってもらい下山した。挫いた足も、祥泉堂へ戻って教師陣へ黒狼王の件を報告した際に、綾から治ち癒ゆ術じゆつをかけてもらい、今ではすっかり完治していた。

「今日は、色んなことがあったなぁ……」

　まさか自分が、黒狼王を浄化したなんて夢のようだ。伊之助と綾も、神の魂を喰らった荒御霊を見習いの恵那が浄化したことに、少なからず驚かされたようで──二人共褒ほめるよりも先に、なんて無謀なことをしたんだと、厳しく彼女を叱った。

　それでも最後には、よくぞ強敵を倒すことができたと褒められ、無事に帰ってこれたことを祝福された。

「恵那さん、まだ部屋に戻っていなかったのですか？」

　中庭に出た恵那が、沈みゆく夕日を感慨に浸って眺めていると、背後から声を掛けられドキリとする。

　振り返ると客間前の濡ぬれ縁えんに、愛あい猫びようのカンナを胸に抱いた伊之助が立っていた。

「病み上がりの身体で、黒狼王と戦ったのです。今日はもう、部屋でおとなしく休まなければいけませんよ」

「いの先生、待って下さい！」

　教師として当然の注意をして、自室へ戻ろうとした伊之助を、恵那は咄嗟に呼び止める。白羽織りの裾を翻し、恵那を振り返った伊之助は、昨日と変わらぬ微笑を浮かべていた。

　今やその笑顔を向けられても、恵那の心に甘い感情は芽生えない。まるで、これまで感じてきたときめきが一夜の夢のようだ。それは多分、彼の笑顔が冷酷な本性を隠す仮面であると、知ってしまったからだろう。

「あ、あの……九年前のこと、なんですけど」

　どもりながら切り出した恵那は、静かに伊之助へ頭を下げた。

「昨夜は身勝手なことを言って、すみませんでした。そして、誰かを襲う前に父さんを浄化して下さって、ありがとうございました」

「その様子では、修祓師に課せられた使命を正しく理解できたようですね？」

「あの夜、先生が浄化していなかったら、父さんも黒狼王みたいになっていたかもしれません。私は、そんな父さんを見たくないし、父さんもそんなことしたくないと思うんです」

　人を襲う前に浄化されたことで、荒御霊となった父親も浮かばれたはずだ。今はそう思うことで、恵那は気持ちの整理をつけようとしていた。

　けれど、父親を斬り捨てたほんの一瞬、伊之助は冷たい夜や叉しやの顔をしていた。

（父さんは浄化されたことで、魂が救われたと思うけど……いの先生は、父さんを救うために浄化したワケじゃない気がする）

　荒御霊と対たい峙じする伊之助は、笑顔の仮面を外す。凍てつく眼差しは、まるで荒御霊の存在を憎んでいるかのようで、恐怖を覚えるくらいだ。

　伊之助はどのような信念のもとで、荒御霊を浄化しているのだろう。恵那が思い切って、そのことを尋ねようとした時だった。

「いの先生、大変だよ！　お手紙運んできた鷹たかが、ボクの罠わなに引っ掛かっちゃった！」

　裏庭の方から聞こえた夏なつ葉はの悲鳴に、伊之助は「おやおや」と眼鏡の位置を直して苦笑する。

「葛くず紗さ神社からの鷹文でしょうか？　文が破れて読めなくなる前に、鷹を罠から外してあげなければいけませんね」

「は、はぁ……」

「では、私は夏葉君のもとへ向かいます。恵那さんは部屋に戻って、夕ゆう餉げの時間までゆっくりしていなさい」

　まろやかな笑顔でそう言い残し、伊之助は濡れ縁から草ぞう履りを突っかけ、裏庭の方へ消えてしまう。

　お礼を言ったら、少しは心が軽くなると思ったのに。余計、逢おう見み伊之助という人物が分からなくなった。少なくとも彼の笑顔は、砂糖菓子のように甘いだけじゃない。赤々と熟した柿に齧りつき、初めて渋柿だったと知ったような、ひどく遣る瀬ない気持ちで一杯になる。

（本当のいの先生は、どんな人なんだろう？）

　彼が消えて行った庭先を、恵那がぼんやり見つめていると、どこからか桜の香りが流れてきた。

「なかなか部屋に戻ってこないと思えば、まだこのような所におったのか」

　緩く腕組みをして現れたのは、汚れた着物から着替えを済ませた扶人だった。

　根深い皺しわを眉間に刻んだ扶人に、恵那も負けじと眉を顰める。

「あなたこそ、どうしてこんな所をほっつき歩いてるの？　いくら治癒術で傷が消えても、身体から出た血が戻ったわけじゃないんだから、安静にしてなきゃ駄目じゃない。お布団敷いてあげるから、一緒に部屋へ戻りましょう？」

「あれしきの出血は大したことではない。現に、お前を背負って山を下りたではないか。それより、先ほどの集魂鈴はまだ持っているか？」

「持ってるけど、これがどうかした？」

　黒狼王の魂魄を取り込んだ集魂鈴を、袂たもとを探って取り出す。本来なら、伊之助か綾に提出するべき物だが、うっかり忘れていた。

　夕餉の席で綾に提出しよう。手のひらに載せた白銀の鈴を見つめ、恵那がそんなことを思っていると、扶人の節くれ立った指が、集魂鈴をひょいっと摘まみ上げた。

「ちょ、ちょっと！　それ、大事な物なんだよ？」

「案ずるな。怪我を治療してもらった礼として、特別に神らしいことをして見せるだけだ」

　意味深に口こう端たんで笑った扶人は、庭の中心へ歩み出る。

「よく見ていろ」

　恵那を振り返った扶人の瞳が、神々しい金色に輝き始める。

　辺り一帯に広がった霊力は、龍に変化した扶人が放つ威圧的なものとは違い、真綿に包まれたように温かいもので。何かに「守られている」という感覚を、恵那はありありと感じた。

　満月を思わせる眼で集魂鈴を見つめ、扶人は柔らかな声音で囁く。

「この世を彷徨さまよいし魂よ、聖なる檻から出てくるが良い」

　扶人の言葉に従い集魂鈴から抜け出た魂魄は、やがて一人の浪人へ姿を変える。

　容姿は黒狼王と似ているが、彼よりも気弱な印象を受ける若い男だ。腰に刀を佩はいていても、とても刃を振るう姿は想像できない。

（まさか、この人が生きてた頃の黒狼王なの？）

　黒狼王は生前も、非道な悪行を働いていたはずだと思い込んでいた恵那は、扶人が呼び出した魂の姿に愕がく然ぜんとした。

　呆然と立ちすくむ恵那を尻目に、扶人は静かな声で男に語りかける。

「そなたはなぜ、死後に荒御霊となったのだ？」

『それは……』

　扶人から単刀直入に問われた男は、僅かに言い淀んだ後、気まずそうに答える。

『私には生前、病弱な母がおりました。どうにか薬を買ってやろうと思い、形なり振ふり構わず必死で働きましたが、その日の食い扶ぶ持ちを稼ぐだけでも精一杯で……。そんな時、私を用心棒として雇って下さったのが、身分の高いお武家様でした』

「ほぉ、それはなによりだ。母御にも薬を買い与えることができたであろう？」

『薬を買えたのは、たったの二回だけです。雇われてすぐに母を人質に取られ、私は主からさる御方の闇打ちを、無理やり命ぜられましたから……』

　当時の事を思い出してか、男は沈痛な面持ちで拳こぶしを握り締める。

『女手一つで私を育ててくれた母を、どうしても見捨てることができず、私は命令通り闇打ちを遂行しました。しかし、雇い主の屋敷へ戻った私を待っていたのは、無残に斬り殺された母の亡なき骸がらと──私を始末するために待ち構えていた、大勢の家臣たちでした』

「お前は、そいつらに殺されたのか」

『私は最初から、捨て駒として雇われたのです。……悔しかった。私に権力さえあれば、母は殺されることなどありませんでした。それと同時に、大勢の臣下を従え、自らの手を汚すことなく高みを目指す人生が、妬ましかったのです』

「そうだったか……」

　二人のやり取りに耳を傾けていた恵那は、その時初めて、黒狼王も大きな悲しみを背負っていたことを知った。

（この人は、お母さん想いの息子さんだったんだ……）

　荒御霊になった彼が犯した罪は、どんな理由があっても許されない。それでも、病を患う母親のため必死になれる息子が、平気で自分の両親を殺したとも思えなかった。

　彼を荒御霊へ変貌させたのは、出世に目が眩んだ人の欲だ。本当に恨むべき相手は、黒狼王の母親と彼を利用して殺害した、血も涙もない武家の者だった。

「そなたの無念は、察して余りあるものだ。だがこれ以上、悲しみの連鎖を増やすことは許されぬ。──さぁ、今世での因縁は既に断ち切られた。怨み辛みを忘れ、安らかなる輪りん廻ねの旅路へ就くが良い」

　次の瞬間、扶人の足元から螺ら旋せんを描き、金色の光が空へ昇る。光の階を眩しそうに見上げた男は、扶人の言葉に緩く頷き、ふわりと宙へ舞い上がった。

『修祓師の娘さん』

　光の道から空へ昇る途中、男は低い声で地上の恵那を呼んだ。

『あなたのお陰で、私もようやく生まれ変わることができます。私はあなたに、取り返しのつかない酷いことをしてしまったのに……私を止めてくれて、ありがとうございました』

「え……」

　男が深く頭を下げると同時に、天へ続く光の道は雪のように儚はかなく散った。

　荒御霊だった頃とは違う、優しい眼差しで黒狼王から礼を言われ、恵那は身体から力が抜けるのを感じた。黒狼王が空へ消えたのを見届けた扶人は、長い白髪を翻して放心状態の恵那を振り返る。

「これで修祓師の仕事が、荒御霊を殺すことではないと理解できたか？」

　扶人の問いに首肯した恵那は、「だけど……」と喉の奥から声を絞り出す。

「私はこれから、誰を両親の仇かたきだと思えばいいの？　あんな話を聞かされたら、黒狼王のことを怨うらむことなんかできないよ」

「ならば、これからは誰も怨まず生きてゆけ。お前の両親も、娘が自分たちの仇を怨むことなど、端から望んでおらんはずだ」

　さらりと告げられた言葉に、目から鱗が落ちた気がした。

　もしかしたら自分は、両親を失った悲しみを少しでも軽くするため、怨みをぶつける相手を求めていたのかもしれない。けれど、扶人から「誰も怨まずに生きていけ」と言われたことで、それまで肩に圧のし掛かっていた重みが、まるで最初から無かったようにスッと消えた。

「修祓師は、報われぬ魂に新たな道を授ける救済者だ。あの男も、お前が浄化してやらねば、永遠に魂を病んだまま今世を彷徨い続けただろう」

「うん、そうだね」

「魂は巡る。今世で別れた者とも、来世で再び出会うやもしれん」

　そこで扶人は一旦口を閉ざし、改めて恵那に向き直った。

「我はお前が生まれてくるのを、長いこと待ち続けた。夢幻桜の中で、一人孤独に……」

　夢幻桜に封印されていた時のことを思い出してか、扶人の瞳に暗い影が落ちる。

　恵那が何か言おうとした時、薫くん風ぷうに流された白髪が扶人の表情を隠す。風がやみ、扶人が頰にかかる髪を搔き上げると、彼の瞳に浮いていた切なげな色は消えていた。

「この広い世界でお前と出会えた。この奇跡だけは、我の力でも起こすことはできん」

　呆然と佇む恵那を見つめ、扶人はいつになく真剣な口調で言う。

「今一度、お前に命じる。我の下げ僕ぼくになれ」

「えっ」

「嫌なら断れ。今回は、脅しもなしだ」

　二度目の下僕命令を下した扶人は、貫くような眼差しをしていた。

　扶人の冴えた面差しに、心臓がうるさいくらい脈打ち出す。黒から金色へ変わった瞳が、あまりに切実な光を宿し、視線を逸らすことも許されない。

（どうして今更、そんなことを聞いてくるのよ）

　今なら、扶人の下僕を辞められる。恵那はコクリと唾を吞み、渇いた喉を湿す。

　我がままで、無愛想な神様の下僕なんてごめんだ。無駄に疲れるだけだし、一緒にいるだけで、何かと面倒事に巻き込まれる。辞めて良いなら、喜んでそうしよう。──なんて、下僕になりたての自分ならそう思ったはずだ。

　でも、今は違う。

「何言ってるのよ、扶人。私以外に、あなたの下僕が務まると思う？」

「それは、我の下僕になるという意味か？」

「下僕って呼ばれるのは嫌だけど、一度やるって言ったことを途中で放り出したくないもの」

　千咲からも扶人のことを頼まれたし、それ以上に、恵那自身が彼と共にいることを望んだ。

　扶人は出会って間もない自分のために、その尊い命を投げ出そうとしてくれた。

（扶人は本気で、私を守ろうとしてくれた。だから私も、本気で扶人を守る……っ）

　恵那が心の中で固く誓いを立てていると、扶人はおもむろに庭の芍しやく薬やくへ手を翳かざした。

　手のひらから霊力を注がれた芍薬は、淡い金色の光に包まれ、見る間に蕾つぼみが膨らんでゆく。柔らかく花開いた薄紅色の花弁に、恵那も花咲くような笑顔になる。

「うわぁ、綺麗～っ」

　感激に目を輝かせる恵那の前で、咲いたばかりの芍薬をそっと手折り、扶人は彼女の髪へ挿さしてやる。

「淡い紅色が、お前の髪によく映えるぞ」

「あ……」

　穏やかに微笑んだ扶人に、恵那の頰が朱に染まった。

　この笑顔は、心理鏡の中で千咲に向けていたものと同じだ。唯一違うのは、扶人の瞳に映っているのが、自分であることだけで。

（静かにしてよ、私の心臓！　こんなにドキドキしてるの、扶人に聞こえたら恥ずかしいでしょう!?）

　真っ赤な顔で俯いた恵那は、壊れそうなほど脈打つ心臓を叱りつける。胸中でも、甘い感情が溢れ出していたが、これは千咲の影響が残っているせいだと、強く自身に言い聞かせた。

（と、とにかく。綺麗なお花を貰ったんだから、お礼を言わなくちゃ！）

　思い切って恵那が顔を上げたのと、扶人が口を開いたのは奇しくも同時のことで。

「それは、お前が真の下僕となった祝いだ。大事にするのだぞ」

「……は？」

　真の下僕という珍妙な称号に、心臓の高鳴りが急速に鎮まってゆく。

「あなたねぇ……下僕祝いなんか貰って、私が喜ぶとでも思ってるの？」

「む。何が不満だと言うのだ？　我の下僕になることは、栄誉あることなのだ。それを、我自ら祝ってやったのだから、喜んで当然だろう」

「確かに私は、あなたの下僕になるって言ったわよ。でも、もっと違う言い方とかできないわけ？　腹心とか、腰元とか……」

「？　別に呼び名など、関係なかろう」

　怪け訝げんそうに眉を寄せた扶人に、恵那はがっくりと肩を落とす。

　人間とは異なるずれた感性を持つ神様に、下僕呼ばわりされるこの苦い想いは、一生伝わらないのか。

「おい、何を拗すねている？」

「別にぃー。拗ねてなんかないわよ。ただ、気持ちがささくれ立ってるだけ」

　顔を覗き込もうとする扶人を避け、恵那はプイッとそっぽを向く。

「それを、拗ねてるとは言わんのか？　何に苛いら立だっているのかは知らんが、こっちを向け」

「やだ。絶対に、やだ」

　二度も「やだ」と繰り返し、恵那はついに扶人へ背を向けた。

　山の向こうに沈み行く夕日を睨み、唇をアヒルのように尖らせていると、背後から長いため息が聞こえてくる。

「恵那」

　困ったような声で名前を呼ばれ、ビクリと恵那の肩が震えた。

　いつも、「お前」とか「こいつ」とか呼ばれてたのに、初めて名前で呼ばれた。長い髪を翻して恵那が振り返ると、扶人は嬉しそうに笑う。

「あなた、私の名前知ってたの？」

「主が、下僕の名を知らぬわけがなかろう。それともお前は、我が下僕の名すら覚えられぬ、阿呆者だと思っておったのか？」

「そんなことないけど、今まで一度も呼んでくれたことなかったじゃない！」

「……そうだったか？」

　無意識で自分は、お前呼ばわりされていたのか。

　変な所でとぼけている扶人に、呆れて項うな垂だれた恵那だったが、彼女は「あっ！」と叫んで勢いよく顔を上げた。

「そういえば！　あなたにはまだ、私の名前に込められた意味、話したことなかったよね？」

「うむ。人の名には、意味が込められていることが多いらしいな。お前の名にも、何か意味があるのか？」

　興味深そうに尋ねてきた扶人に、恵那は得意げな顔で頷く。

「多くの恵みを、那国全土に与えられるような、大きくて優しい人間になって欲しい──それが、〝恵那〟って名前に込められた、両親の願いなんだ」

　自分だけが幸せになるのではなく、国をも幸せにする人間になるように。深い愛情と壮大な願いを込めて、両親はこの名前を付けてくれた。

　両親は、どうしてこうも粋な名前を考えてくれたのだろう。これではまるで、自分は扶人と出会うために、生まれてきたみたいじゃないか。どうやら扶人も同じことを思ったようで、呆けた表情を浮かべていた。

　何だか急に恥ずかしくなり、赤らんだ頰を隠すように恵那は俯く。そして彼女は、扶人の羽織の裾をチョンと摘まみ、気恥ずかしさを堪えて口を開く。

「私ね、父さんや母さんの想いを裏切りたくない。ほんの少しでもいいから、この国に──ううん、あなたに恵みを与えてあげたい」

「徒ただ人びとのお前が、我に恵みを与えるだと？」

「大それたことを言ってるのは、自分でも分かってる。だけど、これが正直な私の気持ちなの。私はまだ未熟者の修祓師で、頼りないだろうけど──それでもいいなら、私はあなたとこの国を守るために、荒御霊と戦うよ」

　勇気を出して、柄にもなくカッコつけた台詞せりふを言ってみた。もう既に、慣れないことは口にしなければ良かったと、猛烈な後悔に襲われていたが……。

　なんで、こんなこと言っちゃったんだろう。身み悶もだえしそうな恥ずかしさに、顔を真っ赤に染めていると、羽織の裾を摘まむ手をそっと摑まれ、恵那は口から心臓が飛び出るかと思った。

「今は未熟でも、これからいくらでも成長できるだろう」

「──っ！」

　丸々と見開いた目で扶人の顔を見返すと、彼は心底嬉しそうに微笑んでいるではないか。

「我の命を預けられるのは、お前だけだ。その名の通り、我へ多くの恵みを与えてくれることを期待しているぞ──恵那」

　誰よりも長生きな神様のクセに、そんな初々しい笑顔をするなんて。

　つられて笑顔になった恵那は、扶人の手をギュッと握り返す。

「任せてよ、扶人。私はきっと、あなたが誇れる立派な修祓師になって見せるんだから！」

　固く手を握り合った、神様と一人の少女。

　そんな二人を祝福するように、燃え立つような夕日が最後の光を投げかけた。
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「……何だ、これは」

　誰もが黙々と箸はしを進める朝食の席に、扶ふ人ひとの訝いぶかしげな声がやけに大きく響いた。

　奇妙な物を見るような眼で、朝あさ餉げの膳を見下ろしている扶人へ、麦むぎ飯めしを咀そ嚼しやくする恵え那ながしれっと答える。

「何って、普通の朝ご飯じゃない。見れば分かるでしょう？」

「このどこが、普通の朝餉だというのだ。飯には妙な黒い筋が入っている上に、味み噌そ汁しるの色が極端に薄いぞ」

「仕方ないでしょう。麦を買うだけしか、お金がなかったんだから。──そもそも、あなたが全部悪いんだからね？」

　ほとんど味のしない味噌汁を啜すすり、恵那は目の端で扶人を睨む。

「黒こく狼ろう王おうの魂を葛くず紗さ神社へ送れば、半年は食うに困らない報酬がもらえたのに、あなたが勝手に昇天させちゃったじゃない。次に神社から金きん子すが届くまでは、この食事で我慢してよね」

「あれは、お前のためにしたことだろう。我が責められる謂いわれはないぞ」

「でも、あなたが黒狼王を昇天させたのは事実なんだから。あぁ、それと。今日からあなたにも、お堂の仕事を手伝ってもらうから」

「なぜ我が、そのような事をせねばならん。下げ僕ぼくの分際で、主あるじに雑用を押しつけるとは良い度胸だな」

　不機嫌な皺しわを眉間に刻んだ扶人は、山菜のお浸ひたしを頰ほお張ばる恵那にズイッと顔を近づけた。すかさずその顔を押し返した恵那は、一切動じることなく食事を続ける。

「働かざる者、食うべからず。いくら神様だからって、ただ飯食らいは良くないと思うのよ。同じ屋根の下で暮らしてるんだから、そろそろお客様気分じゃなくて、ちゃんと祥しよう泉せん堂どうの一員になってもいいんじゃない？」

「我をこき使うなど、不ふ敬けい罪ざいで訴えられるぞ？」

　扶人の最後の悪わる足あ搔がきに、恵那は余裕の笑みを満面に湛たたえた。

「下僕がいなくなっても構わないなら、私を神社に突き出せば？　だいたい不敬罪なんて、神社にバレなきゃ関係ないわよ」

「下僕のくせに、生意気な……っ」

　地を這うような低い声で呻き、それっきり押し黙った扶人に、恵那は勝利の笑みを浮かべる。

　ガツガツと麦飯を搔き込みながら、そんな二人のやり取りに耳を傾けていた夏なつ葉はが、見事扶人を丸め込んだ恵那に感嘆の声を上げた。
















「扶人をおとなしくさせちゃうなんて、恵那ちゃんってば凄いじゃん！　いつの間に、そんな押しの強さを身につけたの？　なんだか、旦那を尻に敷く奥さんみたいだよ」

「なっ!?　ちょっと夏葉、おかしなこと言わないでよ！　どうして私が、こんな人の奥さんにならなきゃいけないの！」

　カッと頰を赤らめて怒鳴った恵那に、夏葉は箸を持った手をヒラヒラと振る。

「もぉー、喩たとえ話なんだから本気にしないでよ。でも、案外扶人と恵那ちゃんって、お似合いかもしれないよね？　恵那ちゃん以上に、扶人を上手く扱うなんて無理そうだし」

「あ、あんたねぇ……っ！　ふざけるのも大概にしないと、後で体術の稽古に付き合わせてやるんだから！」

「いい加減にしろ、お前ら！　これ以上騒ぐなら外に放り出すぞ」

　ぎゃあぎゃあと騒ぐ二人に、俊しゆん太た郎ろうの雷が落ちる。有言実行の俊太郎だ。本当に外へ放り出されては堪たまらないと、恵那と夏葉は同時に口を噤つぐむ。

　黙って成り行きを見守っていた伊い之の助すけは、綾と目を合わせてにこやかに笑っている。綾も無表情だが、手には晴れやかな笑みを湛えた札を握り、胸中の楽しさを表していた。

「……ここは、賑やかな場所だな……」

　唐突にそんな扶人の呟きが聞こえ、火ほ照てった頰を冷ましていた恵那は、反射的に彼を振り返った。

　澄まし顔で固い麦飯を嚙み締める扶人に、今のは空耳だったのだろうかと思いかけ、恵那はすぐにそれは違うと思い直す。

（ホンと、へそ曲がりな神様なんだから。楽しいなら、素直に笑えばいいのに）

　無関心を装い仏ぶつ頂ちよう面づらをしているが、扶人の瞳には、隠しきれない穏やかな光が灯っていた。

　いつかこの不器用な神様が、みんなの前で心から笑える日が来ますように──。

　そんな事を胸中で祈り、恵那は笑顔で食事を再開した。





蒼穹に雪桜舞う！　終
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　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。小こ柴しば叶かなうです！

　前作の「紅ぐ蓮れんの翼つばさ」は、和わ洋よう折せつ衷ちゆうな世界観でしたが、今回は完全和風の島国・那な国こくが舞台です。戦国時代の日本がモデルですが、神様が実在したり、陰おん陽みよう道どうチックな現象が入り乱れる、和風ファンタジーです！




　この作品の構想は、私がまだ中学生の頃からありました。

　もしも神様が、人間と同じ世界で暮らしていたら、いったいどんな感じなんだろう？　そんな何気ない疑問から、この物語が生まれました。

　最初に考えたキャラクターは、扶ふ人ひとだったんですけど──彼、最初は馬鹿みたいに優しくて、とんでもない泣き虫だったんですよ？　それなのに、気がつけば傲ごう慢まんな捻ひねくれ者に変へん貌ぼうを遂とげてしまって……私自身、どこで教育を間違えたのか分かりません。

　ヒロインの恵え那なは、意外にも最近生まれたキャラクターなんですよね。千ち咲ざきや十じゆう三さん神しんの構想は、扶人と同時期に思いついていたんですけど、彼女だけはかなり遅い誕生でした。それなのに、ちゃっかりヒロインの座に収まってしまうとは。

　構想期間が長かったせいか、時間が経つごとにキャラクターが勝手に動いて、現在の形に落ちついた感じでしょうか？　キャラクターも生きているんだなぁと、改めて思い知らされた気がします。




　当初の段階から、唯一変わらなかったのが世界観でしょうか。

　水みな部べ村むらの風景は、我が家近辺の光景を元に描写しております。私の暮らしている地域は、居住区より田んぼの面積の方が大きいですからね。そして、それ以上に山の割合が多い！　そりゃあもう、携帯の電波も入らないような、緑豊かなド田舎いなかですとも！　子供の頃はよく、山に入って探検ごっことかしましたよ。

　今思うと、迷子にならなかったのが不思議でたまりません。




　そして、祥しよう泉せん堂どうにもちゃんとしたモデルがあります。近所の神社がそうなのですが──この神社に祀まつられている菩ぼ薩さつ様のお使いが、「ウナギ」だったりするんですよね。そのため、私が暮らしている地域では、ウナギを食べちゃいけないんですよ。土ど用ようの丑うしの日でも、食卓にウナギが上ることはありません。

　祖父曰いわく。隣の地区に祀られている閻えん魔ま様と、菩薩様が大おお喧げん嘩かをしたそうで。怒った閻魔様が、菩薩様を御守りする仁に王おう様を、堰せきに落としてしまったらしいんですよ。その溺おぼれかけた仁王様を助けたのが、ウナギの大群だったというワケです。

　その出来事がきっかけとなり、ウナギは菩薩様のお使いになり、地域住民はウナギを食すことを止めました。だって、地域の守り神様のお使いを食べたら、バチが当たりそうで怖いですからね。

　──と、言うことで。私は生まれてこの方、ウナギを食べたことがありません。ちなみに、同じ町内の別の地域では、キュウリを食べちゃ駄目なところもあります。

　昔からの言い伝えが今も根強く残っているは、やはり小さな集落だからかもしれませんね。




　さて。ここからは、お世話になった方々へ御礼を──。

　まずは、担当様。今回はいつも以上に色々とご迷惑をおかけしました。的確なアドバイスの数々には、毎回目から鱗うろこが落ちます。これからも精進していきますので、どうかよろしくお願い致します！

　そして、華麗なイラストを描いて下さった石いし川かわ沙さ絵え先生。登場人物達が素敵なのはもちろんなのですが、武器や小物まで美しいデザインでした！　表紙の錫しやく杖じようを持った扶人が、とてもカッコいいです。雪ゆき桜ざくらを持つ恵那も身み悶もだえするほど可愛くて、執筆中、先生のイラストを眺めては、やる気をいただいておりました。本当に、ありがとうございます！

　最後に。出版に携たずさわって下さった多くの方々、日常で私を支えてくれる家族と友人──そして、この本を手に取って下さった読者の皆様に、厚く御礼申し上げます。私がこうして物語を綴つづることができるのも、多くの皆様が応援して下さるからです。




　ご意見ご感想などいただけると、とても嬉しいです。

　それでは、またいつかお会いできる日を願いつつ──。





小柴　叶拝










































































著者

小柴叶

Kanau Koshiba




１９８７年、春生まれ。典型的なＡ型。

無類の猫好き。特に三毛猫を愛しています。

今作は戦国時代風の、架空の国が舞台です。

時代劇と和の心を愛しているので、とても楽しく書けました。

やさぐれ神様と、人間の少女が出会う物語。

楽しんでいただけると嬉しいです。










イラスト

石川沙絵

Sae Ishikawa




11月27日生まれ。射手座。

はじめまして。この度、ビーズログ文庫で描かせていただく事になりました。

大好きなモチーフが沢山出てきて、とても楽しかったです！




[MUGU]

http://mugu.moo.jp/
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